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　　プロローグ









　及おい川かわ家は、世田谷区に代々居を構える旧家だ。

　七〇〇坪もの敷地はたくさんの樹々で溢れ、よく手入れされた日本庭園が広がる。特に樹齢を重ねた松は目を奪われるような枝ぶりで、梅雨時季の今は色とりどりの紫陽花の花がしっとりとした彩りを添えていた。

　午後五時半、大学から自宅に戻った澪みおは、立派な構えの門をくぐった。

「ただいま戻りました」

　今日は澪の、二十歳の誕生日だ。

　財界に名の知れた名家の令嬢にふさわしく、これまでの誕生日は毎年都内の一流レストランや料亭を予約し、弟の孝たか典のりも含めた家族四人で食事をしてきた。今年も当然そのつもりでいたが、帰宅するなり玄関先で「お嬢さまがお戻りになり次第、リビングにいらっしゃるようにと、旦那さまが」と家政婦に告げられる。

　言われるがままにリビングに向かうと、そこには母親の苑その子こもいた。

「お帰り、澪」

　父の佳よし典のりは穏やかで優しく、澪は彼が声を荒げたところを今まで一度も見たことがない。

　同じく名家出身の母もおっとりと優雅で、彼らは二人並ぶとひな人形のように品が良かった。しかし今日は何となく、苑子の元気がないように見える。「具合でも悪いのかしら」と考えたところで、佳典が問いかけてきた。

「大学のほうはどうかな、変わりはないかい？」

「三年生に上がってから、フランス人の講師による演習と特講が増えたの。ついていくので精一杯だけど、すごく楽しいわ」

「そうか」

　父が言葉を途切れさせ、澪は不思議に思う。

　両親の態度はどこかぎこちなく、まるで何かを言いあぐねているかのようだ。しばらく二人の顔を見比べた澪は、遠慮がちに口を開いた。

「どうかした？　二人とも、何だか今日は様子がおかしいけど」

「澪ちゃん、あのね……」

　苑子が答えようとしたものの、佳典が「私が話すよ」と言って母の言葉を遮った。そして澪に向かって、思わぬことを言う。

「澪は今日で、二十歳になったね。つまりは公に大人だと認められることになる。──実はお前に、縁談がきているんだ」

「縁談？」

　澪は困惑する。

　幼稚園からの友人は政財界に関わる家系の者が多く、既にお見合いをしていたり、婚約している者もいた。上流階級の家の娘ならば、成人した途端に縁談が舞い込むのはまったくおかしくない。

　それは重々承知しているものの、澪は勉強や学生生活に充実した日々を送っており、誰かと結婚することなど具体的に考えられる時期ではない。そう結論づけ、目の前の父に対してはっきり告げた。

「せっかくのお話だけど、わたしにはまだ早いと思うわ。今は勉強が忙しいし、どうせお断りするなら、最初から会わないほうが角が立たないと思うの。だからそういったお話は、お父さまが上手くかわしておいてくれない？　お願いします」

　澪は話を切り上げ、「着替えてきます」と言って席を立とうとする。そのとき佳典が、被せるように言った。

「待ちなさい。──お前はもう大人だと思うから話すが、当家の財政状況は今、切迫している」

「えっ？」

「先祖代々受け継いできた資産を何とかやりくりしてきたが、このままでは土地家屋を差し押さえされかねない。そうなれば今までどおりの生活をすることは難しくなる」

　澪は驚き、まじまじと父の顔を見る。

　生まれたときからこの広大な屋敷に住み、金銭的に何不自由なく暮らしてきた。家では使用人に傅かれ、身の回りの面倒を見てもらうことが当たり前だったのに、それが突然なくなってしまうと言われても納得できない。

　澪は慌てて座り直し、佳典に問いかけた。

「一体どういうこと？　そんな財政状況なんて」

「理由はいろいろとあるよ。まずはうちが所有している土地は全部で二五〇〇坪ほどになるが、それには莫大な固定資産税がかかっている。人に貸している分の地代収入は全部税金の支払いで消えていて、手元にはまったく残らない」

「そうなの？」

「ああ。それに、この庭も」

　彼はそう言って外に視線を向け、澪もつられて同じ方向を見やる。

　リビングの大きな嵌め込み窓からは見事な日本庭園が見渡せ、新緑のこの時季は瑞々しく生い茂る葉が美しかった。しかし庭のポイントとなっている複数の松の木は、放っておくとすぐに駄目になってしまうため、手入れを欠かせないという。

「この庭は春と秋の二回、五名の庭師に数日かけた大規模な手入れをしてもらっていて、年間の維持費が五〇〇万円かかってる。建物は十年前にリフォームし、その際にセキュリティシステムも導入したから、その費用も馬鹿にならない」

　勧められて株などの資産運用を試みた時期もあったものの、バブルの崩壊やリーマンショックで大きな損失を出し、先祖代々受け継いできた資産がどんどん目減りしていったらしい。

　それを聞いた澪は焦りをおぼえつつ、「でも」と口を挟んだ。

「お父さまは、貿易関係の会社を経営しているでしょう？　そちらのほうは」

「ここ数年の不況のあおりで、ずっと赤字続きだよ。何よりも米中の貿易摩擦のせいで、中国向け事業に打撃を受けたのが大きい。おそらく私には、商才がないんだろうな。売り上げが落ちているのがわかっていても、これといって有効な手立てを打つことができないまま、ここまできてしまった。今はいつ不渡りが出てもおかしくない状況で、土地家屋は抵当に入っているから、会社が倒産すれば競売にかけられる」

「……そんな」

　由緒正しい出自のせいか父にはガツガツしたところがなく、どこか浮世離れした雰囲気を持っている。

　今までは先祖から受け継いだ資産で漫然と贅沢な暮らしを続けてこられたが、それも限界ということなのだろう。そこで佳典が「しかし」と言った。

「そんな状況を知って、援助を申し出てくれる人が現れたんだ。彼らはうちの会社を買収して子会社化し、私をそこの社長にすることで、今までどおりの暮らしができるように取り計らってくれるという。だがその条件として、縁談を持ちかけてきた」

「えっ」

「自分の息子と澪を、結婚させたいというんだよ。おそらくは及川家うちと姻戚関係になることで、自分のところの家格を上げるのが狙いなんだろう」

　澪は驚き、身を乗り出して言った。

「待って。それって政略結婚ってこと？　相手はわたしの血筋目当てで、それで──」

　馬鹿にしている──と澪は思う。

　こちらの窮状につけ入り、金の力で「今までどおりの暮らしを保証する」と約束し、その代償としてまだ学生である娘との縁談を持ちかけるなど、足元を見ているのと同じだ。澪は押し殺した声で問いかけた。

「……お父さまにその話を持ちかけたのは、一体誰なの？」

「前内閣で国土交通大臣だった、成なる島しま京けい三ぞうだ。彼の次男が、大学の准教授をしているそうでね。お前と結婚するのはどうかと勧めてきた」

（大学の、准教授……）

　政治家の息子なら、いずれ政界に進出することがあるのだろうか。眉をひそめる澪に、佳典が続けて言った。

「申し込んできたのは、もう一人いるんだ。日下興産の日下くさか友とも幸ゆき──親が細々とやっていた小さな町工場を、一代で大きな多角経営の商社に育て上げた傑物だ。本人はとても豪快で気のいい人で、一人息子は澪より三歳年上だと言っていたよ」

　縁談を持ちかけてきたのは一人かと思いきや、何と二人らしい。

　いずれも金銭的に裕福な者たちで、父は彼らに好印象を抱いているように見える。澪はじっと考えた。

（お父さまはご自分で言うとおり、経営向きではない人だわ。ううん、金銭的に苦労したことがない分、人としても騙されやすいタイプだと思う。そんな人を子会社の社長に据えて、「今の暮らしを続けられるくらいの報酬を渡す」と甘い言葉をささやいている人たちは、逆を言えばそこまでして家格を上げたがってることになる……）

　おそらく彼らにとっての自分は、高い金を払ってでも手に入れたいトロフィーのようなものなのだろう。

　そう考え、まるで物のように扱われることにふつふつと反発心を感じていると、それまで黙っていた母親の苑子が口を開いた。

「本当はこんなこと……澪ちゃんには頼みたくないわ。あなたには本当に好きなった人と、幸せな結婚をしてほしいって思っていたのよ。でも私の実家に援助を頼もうにも、あまりにも大きすぎる金額なの。このままでは家や土地を取られてしまって、孝たかちゃんの中学校進学にも差し障りがあるかもしれない」

「お母さま……」

　ハラハラと涙を零す母親を、澪はなすすべもなく見つめる。

　弟の孝典は、まだ小学校六年生だ。幼稚園から私立の一貫校に通っており、寄付も含めるとかなりのお金がかかっている。しかし生活が破綻してしまったら、金銭的な負担が重い私立への通学は難しくなるに違いない。

（わたしが縁談を受けなければ、家族が路頭に迷ってしまうんだわ。……でも、いきなりそんなこと言われても）

　グルグルと思い悩む澪に、父が言いづらそうに告げた。

「どちらを選ぶかは、澪の気持ちに任せる。とにかく一度、二人に会ってみてほしいんだ。堅苦しい見合い形式ではなく、自然な形で交際に発展するかどうかを見極めてほしいというのが、先方の意見だ」

　父に言葉を重ねられれば重ねられるほど理不尽な思いが拭えず、気持ちの整理がつけられない。

　膝の上の拳をぎゅっと握りしめた澪は、立ち上がる。そして両親に向かい、押し殺した声で言った。

「少し──考えさせて。明日までにはちゃんと結論を出すから」

　そのまま踵を返し、自室に戻ろうとする澪を、ふいに苑子が呼び止める。

「待って、澪ちゃん。今日はあなたのお誕生日だし、お夕飯は銀座の〝のせ田〟さんを予約しているの。だから……」

　それを聞いた澪の頭に、カッと血が上る。その場から立ち去りかけた足を止め、澪は両親が並んで座るソファを振り返って激しい口調で言った。

「そんな一流の料亭に、家族でのほほんと出掛けてる場合じゃないでしょう？　家も土地も失うかもしれないってときに贅沢をしようだなんて、一体どこまで能天気なの。危機感がないにも程があるわ、そんな余裕はないはずなのに……っ」

　いつになく怒気をあらわにした娘を前に、両親が呆然とこちらを見る。やがて母が涙をポロリと零し、慌ててそれを拭いながら謝ってきた。

「ご、ごめんなさい。そうよね、贅沢をしてる場合じゃないのよね。でも私たち、澪ちゃんのお誕生日を祝ってあげたくて……」

「……っ」

　顔を歪めた澪は身を翻し、リビングを飛び出す。そして二階の自室に入って後ろ手にドアを閉め、ぐっと唇を噛んだ。

（わたしの馬鹿。お母さまに悪気がないのは、わかってるのに……）

　裕福な家庭で蝶よ花よと育てられ、これまで何ひとつ苦労をしてこなかった苑子が財政の逼迫を前にひどく混乱しているのは、容易に想像がついた。それなのに傷つけるような言い方をしてしまった自分に、忸怩たる思いがこみ上げる。

（お父さまもお母さまも、どちらも浮世離れしてて頼りにならない。……だからわたしがしっかりしなきゃ）

　澪は頭の中で、先ほどの話を整理する。

　先祖が築き上げた財産で長いこと裕福な暮らしをしてきた及川家は、父の商才のなさでそのほとんどを食い潰してしまった。広大な土地はあるものの貸地の地代は固定資産税で消え、この屋敷の維持で毎年莫大な費用がかかっている。つまり、金が出ていく一方なのだ。

　それでも父の会社の経営が軌道に乗っていれば話が違ったのだろうが、いつ不渡りを出してもおかしくない状況だと言っていた。そんな中、澪が嫁入りするのを条件に援助を申し入れられた状況は、渡りに船ということになる。

（わたし個人の力で、この家を救うだけのお金を用意するのは無理。……だったら縁談を申し込んできた二人のどちらかと結婚して、家族を救うしかない）

　意に染まぬ結婚を強いられることには、正直苦痛を感じる。

　もっと自由に生きられると思っていたのに、こんなにも早く型に嵌められてしまう現実に、強い反発心もあった。だが、背に腹は代えられない。両親、そして幼い弟が今までどおりの暮らしを続けられるよう、自分にできることをしなければ──澪はそう心に決めた。

（そうよ……向こうは名家の血筋であるわたしを欲しがってるんだから、ある意味対等だわ。互いのメリットのために結婚するんだもの、卑屈になることなんかない）

　むしろ選択権が自分にあるのなら、こちらのほうが上位だともいえる。

　ならばそれを生かして二人をじっくりと品定めし、より夫にふさわしい相手を選ぶべきだ。財力はもちろん、将来性や、妻とその家族を蔑ろにしない気遣いも必要になる。

　澪は心にじわじわと闘志が漲るのを感じた。

（この縁談の、主導権を握る。──そのためにわたしは、自分から行動を起こさなくちゃ）








　　第一章









　空はどんよりとした曇り模様で、分厚い雲に覆われている。

　今日の予想最高気温は二十九度のせいか、朝から空気がじめじめして蒸し暑さを感じた。例年どおりにいけば、数日中に梅雨入りするのかもしれない。

（……まるでわたしの心の中みたい。鬱々としてて）

　澪はため息をつき、フランス語精読の授業を終えて廊下に出る。

　Ｓ大学の文学部フランス文学科に在籍する澪は、現在三年生だ。一、二年次は文法を主体とした語学や文化、社会に関する基礎知識を学び、三年次からは文化と語学、文学の三つの分野からひとつを選んで専門的に探究する。

　澪は文学を選択しており、毎日ゼミや講義で忙しくしていた。充実した学生生活を送っていたものの、今日は一日を通して講義に集中できていない。

　理由は、昨日父から聞かされた話だ。世が世なら華族と呼ばれる家系に生まれ、これまで何不自由ない暮らしをしてきた澪にとって、父の話は衝撃だった。

　結局料亭には行かず、自室に閉じこもっていた澪のところに佳典が軽食を持ってきて、少し話をした。縁談を申し入れてきたうちの一人は成島京三といい、前内閣で国土交通相だった人物だ。総理のお気に入りとなり、当選回数わずか三回で入閣した彼は、甘いマスクで国民に人気がある。現在は政治家として影響力を強めることに躍起になっており、政財界での立場を盤石とするため、家格を上げたいと考えているようだ。

　長男は公設秘書として活動し、いずれ政治家への転身を目指しているものの、縁談相手である次男は政治には関わらず大学の准教授をしているという。

（まさかその人が、わたしと同じＳ大の人だなんて。キャンパスは違うみたいだけど）

　彼──成島貴たか士しは、Ｓ大の理工学部で数学を教えている准教授らしい。年齢は三十一歳で、大学のホームページで小さな顔写真を見た澪は、複雑な気持ちになった。

（写真で見るかぎり顔は整ってるし、この年齢で准教授なら、きっとかなり優秀なのよね。……この人は十一歳も年下のわたしとの縁談を、一体どう思ってるのかしら）

　乗り気なのだろうか。それとも親から強制されて、仕方なくなのだろうか。

　普通に考えて、このレベルの人間なら女性に不自由しないはずだ。本人の優秀さに加え、政治家の家系とくれば、色めき立つ女性も多いだろう。

（もしかしたら、何人もの女の人と同時進行でつきあうような人なのかもしれない。そういう人を夫にしていいものかしら……）

　経済的に豊かならば、女性関係には目をつむるべきだろうか。

　おそらく縁談を望んでいる成島京三は、息子の嫁として迎え入れる澪を歓迎するだろう。むしろ名家である及川家と姻戚になったことをアピールするため、下にも置かない扱いをするのは充分予想される。

（多くを望まず、実家への援助で満足したほうがいいのかも。わたしの目的は家族の生活を守ることで、妻として愛されるのは二の次なわけだし）

　これは〝政略結婚〟であることを忘れてはならないと、澪は自分に言い聞かせる。

　もし実家の経済的な問題がなければ、今回の縁談は会うまでもなく断っていた。だが両親と弟を守れるのが自分しかいない以上、腹をくくるしかない。

（会いに行ってみよう──成島貴士に）

　彼が勤務するキャンパスは川崎市にあり、ここから車で三十分ほどのところにある。今日はたまたま五時限目のフランス語教授法の講義が休講になったため、好都合だ。

　そのとき背後から「澪ちゃーん」と呼ばれて、澪は足を止めた。

「このあと休講でしょ？　一緒にお買い物行かない？」

　声をかけてきたのは、友人の川かわ瀬せ依より子こだ。小柄で華奢な体型、フェミニンで女の子らしい服装の彼女とは、普段から一緒に食事をしたり買い物に出掛けたりと仲良くしている。

　澪は依子に向き直って答えた。

「今日はやめておくわ。これから行くところがあるし」

「えっ、どこ？」

「川崎キャンパス」

　それを聞いた彼女が、驚いた顔で言った。

「もしかして会いに行くの？　例のお見合い相手に」

「ええ。早いほうがいいと思って」

　依子には、今日の昼食時に縁談について話をしている。すると彼女は心配そうに澪を見た。

「ねえ、縁談を受けるって本気？　澪ちゃん、昨日二十歳になったばかりなんだよ。結婚するには早すぎない？」

「待っている時間はないの。先方に動いてもらわないと、うちの父の会社は倒産してしまうんだから」

　一晩じっくりと考えた結果、澪は縁談を受けることにした。成島と日下、どちらを夫にするかは、直接会ってその人となりを確かめてから決めようと思っている。

　今日の朝、両親にそう伝えたところ、父は浮かない顔で言った。

『澪、私たちも話し合ったが、お前の意に染まぬ結婚を強いることはしたくない。会社のほうは信頼できる仲介業者に相談して、Ｍ＆Ａに応じてくれる企業を探そうと思ってるんだ』

『そうよ、澪ちゃん。だから成島さんと日下さんからいただいたお話は、お断りしましょう。ね？』

　彼らは昨日の話のあと、自室に引きこもってしまった娘の様子を見て、大いに反省したらしい。

　しかし澪は、二人に向かってはっきり告げた。

『いいえ、もう決めたの。結婚の代償として出された条件は破格のもので、きっとこれ以上いいお話はないと思うわ。だからお受けするつもり』

『でも、澪──』

『それ以上何も言わないで、お父さま。結婚する相手は、わたしが好きなほうを選んでいいのよね？』

『あ、ああ』

『だったらその二人と会って、どちらがより夫として優れているかを見極めるわ。決して受け身にならず、自分の目で見て結婚相手を選ぶから、安心して』

　両親はなおも翻意を促してきたが、澪は応じなかった。すると父が、目を伏せて謝ってきた。

『お前にそんな決心をさせて……私は駄目な父親だ。この家の実情を打ち明ける前に、もっと熟考するべきだった。すまない』

『本当にごめんなさいね、澪ちゃん』

　自分に頭を下げる両親の姿を見るのは、つらかった。

　その後、父から縁談相手である成島貴士と日下冬とう真まの釣書と連絡先をもらい、今に至る。依子が言った。

「お相手の一人がうちの大学の先生なんて、すごい偶然だよねー。でも、もしつきあうことになったら問題にならないかな？　だって同じ大学の准教授と学生でしょ」

「違うキャンパスで、授業での接点はまったくないから、問題ないんじゃないかしら」

　これから及川家の車に乗って川崎のキャンパスまで行くと言うと、彼女は「一人で大丈夫？」と問いかけてくる。澪は頷いて答えた。

「大丈夫、別に取って食われるわけじゃないんだもの。この件に関してはわたしが主導権を握るつもりなんだから、向こうより先に行動しないと」

「そっか」

　依子に「頑張ってね」と見送られ、澪は大学をあとにする。そして及川家が所有する車に乗り込み、運転手に行き先を告げた。

「Ｓ大の、川崎キャンパスまでお願い」

「かしこまりました」

　首都高から東名高速道路を進み、川崎ＩＣで降りる。

　そこから国道を十分余り走れば、目的地に到着だ。車を降りた澪は蒸し暑い空気の中、西門から敷地内に入って辺りを見回す。農学部と理工学部が入るキャンパスは、最新の研究と実験ができる環境が整っているらしい。

　いくつもの校舎や研究棟が立ち並ぶキャンパス内は、緑が多くありながら至って都会的だ。中央校舎の入り口で講内の地図を確認したところ、敷地面積はかなり広く、農学部の農場や運動部のための競技場まであった。

（成島研究室は、第二校舎の五号館六階だから……この建物を出て右の突き当たりね）

　同じ大学とはいえこちらのキャンパスに足を踏み入れたのは初めてで、とても新鮮な気持ちだった。

　午後五時過ぎでも構内は学生が行き交い、運動部らしいジャージ姿の者も多くいた。道なりに歩いていくと、行く手に白っぽい建物が姿を現す。六階建ての建物は窓が多く、開放的な雰囲気だった。

（どうしよう、……何だか緊張してきた）

　エレベーターに乗り込み、六階のボタンを押した澪は、上昇を始めた箱の中でそっと胸元を押さえる。

　成島の研究室に向かっているが、アポイントは取っていない。もしかしたらまだ講義やゼミの最中かもしれず、そうなれば少し待たなければならないだろう。

（お父さまから、わたしが直接会いに行くかもしれないことは伝わっているだろうけど……いきなり訪問して、迷惑に思わないかしら）

　やはり事前に電話をかけ、話を通しておくべきだっただろうか。

　悶々としているうちにエレベーターが六階に到着し、澪は廊下を歩き出す。途中で何人かの学生とすれ違いながら部屋を探し、やがて六五一二室の前までやって来た。

（……ここだわ）

　ドアには〝成島研究室　Narusima Lab.〟と表示され、その下に〝准教授　成島貴士〟と書かれている。

　ノックするのを躊躇っていると、ふいに少し離れたところにある部屋から一人の男子学生が顔を出し、声をかけてきた。

「どうしました？」

「あ……成島先生にお会いしたくて、お伺いしたんですが」

「ああ、今は在室ですよ。先生ー、お客さまです」

　歩み寄ってきた男子学生が声をかけながらノックし、あっさりドアを開ける。心の準備が間に合わなかった澪は、ドキリとして中を窺った。

（……あ）

　奥の窓の手前、デスクに向かって、一人の男が座っている。パソコンのディスプレイを見ていた彼が顔を上げ、澪に視線を向けて問いかけてきた。

「僕が成島です。何か」

「あの……」

　チラリと横にいる男子学生を見ると、彼は心得た様子で去っていく。背後でドアが閉まる音を聞きながら、澪は成島を観察した。

　黒いテーラードジャケット、首元のボタンをいくつか外した白シャツというオフィスカジュアルな服装の彼は、三十一歳という年齢相応の落ち着きがある。清潔感のある長さの髪は嫌味なくスタイリングされ、黒縁の眼鏡が知的さを引き立てていた。

　顔立ちはすっきり整っており、大学のホームページに載っていた小さな写真より格段にスタイリッシュで男前だ。黙ったままの澪を見た成島が、不思議そうに言った。

「うちの学生さんかな？　授業で見た覚えはないけど」

「わたし──及川澪といいます。Ｓ大の三年生ですが、文学部なので、このキャンパスではありません」

　するとそれを聞いた彼が、驚きに目を見開く。そして思わずといった様子でつぶやいた。

「及川……君が」

　澪の全身を眺めた成島が、ふと気配を緩める。彼は椅子から立ち上がると、こちらに歩み寄りながらニッコリ笑って言った。

「わざわざ会いに来てくれたんだ。初めまして、成島貴士です」

　手を差し伸べた彼に、握手される。

　目の前に立った成島は背が高く、澪とは頭ひとつ分ほどの身長差があった。握手した手も、身長に見合って大きい。彼はにこやかにこちらを見下ろしてきた。

「君のほうから来てくれるなんて、ちょっと意外だな。由緒正しい名家のお嬢さまだっていうから、もっと受け身な感じの子だと思ってた」

「あの、わたしのお話は……？」

「父から聞いてるよ。僕の縁談の相手だってね」

　彼が「どうぞ」と言って、応接セットのソファを勧めてくる。

　澪が遠慮がちに腰を下ろすと、成島は部屋の隅にある小さな冷蔵庫を開けて言った。

「外は暑かっただろう？　冷たい緑茶とアイスコーヒー、どっちがいい？」

「では、緑茶でお願いします」

　彼はガラスの茶器に氷を入れ、ペットボトルの緑茶を注ぐと、茶托の上に置く。バッグを自分の脇に置いた澪は、「いただきます」と挨拶してグラスを手に取った。

　成島がじっとこちらを注視しているのを感じ、お茶を一口飲んだ澪は視線を向ける。そしてグラスを茶托に置きながら問いかけた。

「何ですか？」

「ああ、ごめん。ずいぶんきれいな子が来たなと思ってね。君は確か、Ｓう大ちのフランス文学科の三年生だっけ」

「はい」

　どうやら彼の頭の中には、こちらの情報がひととおり入っているらしい。澪は成島に謝罪した。

「いきなり訪ねてきてしまって、申し訳ありません。先生は准教授でいらっしゃるんですから、講義や研究できっとご多忙ですよね」

「まあ、暇ではないけど」

「でも──どうしても直接お会いして、確かめたかったんです。先生がどのような方なのか」

　それを聞いた彼が、笑って言った。

「そっか。じゃあとりあえず、自己紹介するよ。成島貴士、年齢は三十一歳。このＳ大の理工学部数学科で、准教授をしている。専門は非線形偏微分方程式」

「准教授になられたのは？」

「一年ちょっと前」

　成島はよどみなく言葉を続ける。

「身長は一八一センチ。趣味はわりと幅広いな。料理とか、音楽鑑賞とか。どんなところにでもスマートにエスコートする自信があるし、人に合わせるのは得意だ。性格は人見知りせず、社交的だと思う」

　確かに彼の語り口は如才なく、柔和で快活な印象だ。そんなふうに考える澪に対し、成島が言う。

「だいたいこんなところかな。あ、知ってのとおり、父親は政治家の成島京三だよ。僕は次男で、政治にまったく興味がないから、今後も向こうの世界に関わるつもりはない。大学で数字と睨めっこしてるほうが、性に合ってる」

　それは澪にとって、少々意外な答えだった。政治家の息子に生まれたからには、否応なしに父親と同じレールを歩くものだと思っていたが、彼は違うらしい。

　成島が微笑み、「ところで」と水を向けてきた。

「君はどうかな、及川澪さん。元華族である及川家の令嬢で、父親は貿易会社を経営している。両親と弟の四人暮らし、Ｓ大の三年生ってことまではわかってるけど」

「そのとおりです。他には……幼い頃から、茶道や華道、ピアノ、クラシックバレエ、乗馬などをしてきました」

「へえ、いかにもお嬢さまっぽいね」

　それより聞きたいことがあった澪は、「あの」と言って彼を見つめた。

「成島先生は、この縁談をどう思われているんでしょうか。もしお父さまに強制されてのことで、他におつきあいされている女性がいるのでしたら、とてもご迷惑なお話なんじゃ」

　成島がどの程度この縁談に乗り気なのかを確かめるのが、澪がここに来た一番の目的だった。

　彼が気乗りしないのなら、早々に見切りをつけてもう一人の日下にシフトしたほうがいい。自分に与えられた時間は、あまりないのだ。

　するとそれを聞いた成島が、どこか面白そうな顔になって言った。

「父に強制されたっていうのは、否定しない。兄が既に結婚していて、彼の代わりに僕にお鉢が回ってきた形だ。今は特別な意味でつきあってる女性はいないな。年齢的に、これまで何もなかったとは言わないけど」

　彼は澪を眺めつつ、言葉を続けた。

「この縁談について父に聞いたときは、正直どうしようかと考えていた。仕事が忙しくて、今の段階での結婚はまったく選択肢になかったから。でもこうして君に会ってみて、『悪くない』って思ったよ」

「えっ……？」

「及川さんは、文句なしに可愛いからね。整った顔立ちと清楚な服装はもちろん、姿勢がいいところやきちんとした受け答えからは、由緒正しい家のお嬢さまなんだってことが如実にわかる。こんなにきれいな子が縁談の相手だったら、きっと断る男はいないと思うよ」

　歯の浮くような誉め言葉に、澪はどんな表情をしていいか迷う。そんな澪を尻目に、成島が瞳に甘さをにじませて言った。

「確か他にもう一件、縁談を持ち込まれているんだっけ？　君が僕を選んでくれるなら、うんと大切にするよ。苦労はさせないし、お姫さまみたいに扱ってあげる」

「…………」

　蠱惑的な眼差しを向けられ、ドキリとした澪は視線をそらす。

　大学の准教授ということもあり、もっと固いイメージを持っていたが、まさかこんなふうに口説かれるとは思わなかった。澪は小さく咳払いして問いかけた。

「では──先生は、この縁談に前向きだと解釈してよろしいですか？　このままお話を進めてもいいと」

「そう解釈してもらっていいよ」

「わたしがこの大学の学生だということや、十一歳の年齢差を、ネックだとお感じには……？」

「ならないな。及川さんは川こ崎ことは違うキャンパスで、僕と履修科目の接点はないから問題ないと思う。まあ、同じ大学の教員と学生が交際なんて聞いたら眉をひそめる人もいるだろうし、大っぴらにはできないけど」

　彼が微笑んで言った。

「それに、年齢差も。可愛い子は好きだし、僕のほうが年上な分、上手く甘やかしてやることができる。絶対に後悔させない自信があるよ」

　言葉の随所に甘さを散りばめてくる成島に、澪はむず痒さと気恥ずかしさがない交ぜになった、何ともいえない気持ちになる。

　うつむいて膝の上の自分の手を見つめ、澪は歯切れ悪く言った。

「そう言ってくださって、ホッとしました。でも──先ほど先生がおっしゃったとおり、縁談を申し込んでくださった方がもうおひと方いらっしゃるんです。わたしにとっての結婚は、今後の人生に関わることです。ですから二人に何度かお会いして、相性のいいほうを選びたいというのが本音なのですけど、先生はどう思われますか？」

　こんなふうに天秤にかける真似をすれば、もしかすると成島は気を悪くするかもしれない。

　しかし夫としてよりいいほうを選びたい、そのためには何度か会わなければならないという考えが、心の中に根強くあった。

（でも隠れてコソコソ動くのは、二人に対して誠実じゃない。……だからちゃんと許可を取らないと）

　そんな澪の言葉を聞いた彼が、かすかに眉を上げる。そしてふっと笑って言った。

「なるほど。確かに結婚は一生のことだし、及川さんが妥協できないのもわかる。夫として適正なほうを見極めるために何度か会いたいというのも、もっともな話だ」

　成島は快活な表情になり、提案した。

「いいよ、だったら何度か会おう。アドレス教えてくれる？」

「はい」

　スマートフォンを取り出し、アドレスを交換する。

　第一関門をクリアしたことで、澪は心から安堵していた。スマートフォンをバッグにしまい、立ち上がって彼に告げる。

「では、今日はここで失礼いたします。お忙しいところを急にお邪魔してしまい、申し訳ありませんでした」

「ああ、気にしないで。僕にとっても有意義な時間だったから」

　成島が立ち上がり、戸口まで見送りに出てくれる。そのまま暇を告げようとした澪に対し、ふいに彼がつぶやいた。

「──要は僕ともう一人が、君を巡って競合するってことだな。面白い」

「えっ……？」

「いや。じゃあ及川さん、気をつけて」





＊　＊　＊






　廊下の向こうに去っていく華奢な後ろ姿を、成島貴士は黙って見送る。心にはさまざまな思いが渦巻いていた。

（あの子が、及川澪。……俺の縁談の相手）

　先ほど突然訪ねてきた彼女を見て、成島は驚いた。まさか彼女のほうから自分に会いに来るとは思わなかった。

　成島が父親から縁談の話を聞かされたのは、二日前の話だ。突然呼び出され、渋々実家を訪れたところ、彼は成島に向かって居丈高に告げた。

『財界に及川家という名家がある。明治期に伯爵に叙爵され、昭和二十二年の制度廃止まで華族を名乗っていた家だ。そこの娘とお前の縁談がまとまりそうだから、そのつもりでいろ』

　まるで決定事項だといわんばかりの父の言葉に、成島は理不尽さをおぼえた。

　しかし彼のそんな態度は、いつものことだ。成島は内心の不快を表には出さず、穏やかに問いかけた。

『いきなりなぜそんな話になったんですか？　縁談なんて』

『及川家の現当主は貿易会社を経営しているが、そこがいつ不渡りを出してもおかしくないという情報をつかんだんだ。調べてみると、先祖代々受け継いできた莫大な資産はだいぶ目減りしていて、広大な土地家屋の維持が難しくなってきているらしい。これは大きなチャンスだ』

『チャンス？』

『ああ。こちらからの援助の代償として、及川家の娘を嫁にもらう。元華族と姻戚関係になり、うちの家格を上げるんだ。本当なら啓けい一いちの妻にしたいところだったが、残念ながらあいつは既婚者だからな。代わりにお前に結婚してもらおうという算段だ』

　兄の啓一は、二年前に結婚している。成島は内心皮肉っぽく考えた。

（その元華族の令嬢とやらを嫁に迎えて格上げしたいのは、政財界における自分の立場だろう。……本当にこの人は、自分を大きく見せることに余念がない）

　かつて大臣のポストは、衆院当選五回以上、参院当選回数三回以上という条件のもと、〝大臣適齢期〟と呼ばれる議員が順番になるのが通例だった。

　しかし近年は総理権限の強化、そして派閥の影響力の低下により、総理大臣が当選序列によらない閣僚の抜擢を行う傾向がある。

　成島の父の京三は当選回数がわずか三回であるにもかかわらず、総理に上手く取り入り、前内閣で国土交通大臣のポストをまんまと射止めることに成功した。しかし古参の議員を押しのけての入閣は大きなやっかみを生み、現在党内での立ち位置は微妙なものになっているという。

　そうした状況の中、京三は自分の立場を確たるものとするべく、財政状況が逼迫した及川家に目を付けたようだ。金で家柄の良い娘を買おうという父の提案に、成島の中に軽蔑の感情がこみ上げた。

　そんな息子の気持ちを知ってか知らずか、京三が断固とした口調で言った。

『貴士、政治の世界に興味を持たず、「大学で研究を続けたい」というお前の我が儘を、私は聞き入れてやった。准教授になる際にも、できるかぎり手を尽くして便宜を図ってやったんだ。その恩を忘れてはいないだろうな』

『……もちろんです』

『だったら私の言うとおり、及川家の娘と結婚しろ。これは命令だ』

　成島は目を伏せ、努めて淡々と「わかりました」と答えた。

（仕方ない。……俺は父さんと同じ政治の世界には行かず、今まで好き勝手してきたんだから）

　大学院に進学する際、成島は父に対して「政治家ではなく、数学者になりたい」と直談判した。

　長男が自身の公設秘書として活動し始めたことに満足していた京三は、次男が違う道に進むのを渋々ながら許可してくれた。幼少期から人並み以上に豊かな生活をさせてもらい、今住んでいる都心のタワーマンションも父の持ち物だ。いわば大きな〝借り〟がある成島は、その負い目から彼の方針に従わざるを得なかった。

（でも──）

　息子に縁談を了承させた京三は、気になることを言っていた。

『実はパーティーで及川家の当主とその話をしているとき、ある人物が割り込んできてな。「成島先生がそのようにおっしゃるなら、当家も同様の条件で及川家のご令嬢に縁談を申し込みたい」と言い出した』

『えっ？』

『日下興産の社長の、日下友幸だ。さまざまな業種の企業を買収し、一代で巨大なグループ会社を形成しつつある、かなりのやり手だ。お前もＣＭを見たことがあるだろう』

　積極的な広報活動で、政財界のみならず一般人の間でも知名度を増しつつある日下興産だが、社長の友幸は周囲から〝成り上がり〟と陰口を叩かれているらしい。

　本人の豪快かつ明け透けな性格を「下品だ」と眉をひそめる者も多く、おそらくは元華族の及川家と姻戚になり、そうした見られ方を払拭したい思いがあるのだろうと京三は語った。

『日下が私と同等の援助を約束したことで、及川家の当主は返答に困っているようだった。もしかすると及川家の令嬢を巡って、奴の息子とお前で競合する流れになるかもしれない』

　京三は及川佳典に対し、彼が営む貿易会社を自分の弟が社長を務める企業の子会社にする提案をしているという。

（……確かに叔父さんは、国の委託事業などの便宜を図ってもらっている都合上、父さんには逆らえないからな。たとえろくに旨味のない及川家の事業を引き取れと要請されても、きっと嫌とは言えないだろう）

　だがＭ＆Ａは、日下興産がもっとも得意とするところだ。財力に任せて及川を援助する力は、京三と互角と言っても過言ではない。京三は厳しい表情で息子に言った。

『あんな成金には、断じて負けるわけにはいかない。日下の息子は社会人二年目の若造だが、お前には年の功がある。この成島京三の息子という名に恥じず、何としても及川家の令嬢を落とすんだ。わかったな』

　断り切れずに了承したものの、正直なところ成島は縁談に乗り気ではなかった。

　由緒正しい家系の娘など、きっと楚々としていることだけが取り柄のつまらない女だ。そんな相手を、日下家の息子を出し抜いて落とさなくてはならないのだと考えると、ひどく憂鬱になった。

（これでも結構忙しいんだけどな。結局あの人は、俺の仕事を軽んじているからあんなふうに言えるんだ）

　しかも令嬢は、二十歳になったばかりの小娘だという。

　若い彼女を慮り、堅苦しい見合いはせず自然な形で交際に発展させる──という話になったらしいが、どういう方向性で攻めるべきか。そう考えていたところ、今日の朝「及川家の娘が、お前に直接連絡を取ってくるかもしれない」という情報が京三からもたらされた。

（てっきり受け身な性格かと思ってたけど、意外に行動的なのか？　まあ、会わなきゃ何も始まらないんだから、向こうから来てくれるなら万々歳だ）

　かくして先ほど大学の研究室までやって来た及川澪は、成島の予想をいい意味で裏切っていた。

　ほっそりした体型にお嬢さまブランドの服がよく似合い、背すじはピンと伸びていて姿勢がいい。少し釣り気味の大きな目は猫のような雰囲気で、透明感のある白い肌と長い睫毛、赤い唇が目を引く。顔立ちは人形のごとく整い、きれいに編み込まれた髪がそれを引き立てていて、おそらく誰が見ても文句なしの美少女だった。

　何より印象的なのは、強い意思を秘めた眼差しだ。成島を正面から見つめた彼女は生真面目で凛としたものを感じさせ、当初抱いていた〝おとなしいだけが取り柄の、楚々とした令嬢〟という想像を見事に覆してきた。

（あんなにきれいな子が来るのは、予想外だったな。勝気そうにも見えたし、俄然興味が湧いてきた）

　わざわざ自分から成島の元に出向いてきた澪は、こちらに縁談を受ける意思があるのかどうかの確認をしたかったらしい。

　確かにもう一人縁談を申し込んできている者がいるなら、芽のないほうはさっさと切り捨てるのが時間の節約になる。彼女は「今後の人生に関わることだから、二人に何度か会って相性のいいほうを選びたい」と正直な本音を吐露してきて、それを聞いた成島はある決意をしていた。

（この子を篭絡して、日下家の息子から奪い取る。──そして俺が、彼女の結婚相手になろう）

　いかにも育ちが良い、今どき珍しい純粋培養の令嬢を落とすのは、とても楽しいことのように思えた。しかも自分と競合する相手がいるというこの状況は、なかなかに頑張りがいがある。

（最終的に父さんの意向に沿わなきゃならないなら、多少プロセスを愉しませてもらっても罰は当たらないはずだ。純粋無垢な子を自分色に染めるなんて、こんな機会でもなければ味わえない）

　畑違いの仕事をしているのにもかかわらず、結局父の言うことを聞かなければならない状況には、思うところがある。

　しかしあの父の支配下から逃れるのは、難しい。だったら与えられた状況を愉しむまでだ──そう皮肉っぽく考え、成島は小さく息をつく。

（彼女は近いうちに、もう一人の縁談相手である日下興産の息子にも接触する。間違っても向こうに靡かないよう、気持ちを引く努力をしないと……。楽しみだな）








　　第二章









　今日は梅雨の谷間の晴れの日で、朝から眩しい日差しが降り注いでいる。

　昼休み、大学構内のカフェテリアで向かい合って座った依子が、好奇心いっぱいの眼差しで澪を見た。

「ふうん、じゃあ成島先生は、縁談を受ける気なんだ。十一歳も歳の差があるのに意外だねー。もしかしたら断るかと思ってた」

「そうね。わたしもその可能性について考えてたんだけど」

　澪はそう言って、トマトクリームパスタを口に運ぶ。依子が目を輝かせて言った。

「で、どんな人だった？　写真よりイケメン？」

「背が高くて、すごく落ち着きがある人だったわ。でもおじさんっていう雰囲気ではなくて、服装はおしゃれだし、物腰も穏やかで……きっと女性にもてる人だと思う」

　実際に会った成島は、端整な顔立ちの大人の男性だった。

　ニコニコと愛想がよく、口調もソフトで棘がない。数学が専門で、若くして准教授になっているのだから、きっと頭もいいのだろう。

　彼は仕事が忙しく、これまで結婚を具体的には考えていなかったというが、澪と顔を合わせたことで興味を抱き、「君が相手なら悪くないと思ってる」と前向きな発言をした。

『君が僕を選んでくれるなら、うんと大切にするよ。苦労はさせないし、お姫さまみたいに扱ってあげる』

　そんな成島の言葉を思い出し、澪はじっと考える。

（確かに成島先生は十一歳も年上な分、包容力がありそう。すごく優しそうだし、結婚するならああいう大人の男性がいいのかも）

　だが縁談の相手は、もう一人いる。

　日下興産の社長の息子、日下冬真だ。彼はＫ大の経済学部を卒業し、父親の会社に入社して二年目だという。

（年齢は二十三歳。……わたしとは三歳差だから、ジェネレーションギャップがないっていうメリットはあるのかな）

　すると依子が口の中のサラダうどんを飲み込み、「ねえねえ」と言った。

「縁談を受けるってことはさ、澪ちゃんが結婚相手としてふさわしいかどうかを見極めるために、何度か相手と会うってことだよね。もう一人の人とも会うの？」

「ええ、もちろん」

「じゃあ二人と、お試しでおつきあいするってことでしょ。いいなー、堂々と二股なんて」

「ふ、二股なんてそんな……品のない言い方はやめて」

　慌てて周囲を見回し、声をひそめてそう言ったものの、澪の心に不安が差す。

（わたしはそんなつもりじゃなかったけど──依子ちゃんの言うとおりかも。二人の男性を、同時に天秤にかけるわけだし）

　だが結婚は、一生のことだ。どちらが良い夫になるのかは、何度か会ってみなければわからない。澪は目を伏せてつぶやいた。

「確かにわたしがしようとしてるのって……そう言われても仕方のないことなのかも。でも、どうしても妥協したくないの。だって結婚したら相手と一緒に住むわけだし、フィーリングって大事だと思うし」

「あっ、ごめんね、茶化すみたいなこと言って。堂々と二股できる機会って、そんなにないなーって思って……って、これもフォローになってないか。えっと」

　慌てふためく依子が可愛くて、澪は思わず微笑む。そしてペットボトルのお茶を飲みながら言った。

「気にしないで。依子ちゃんに悪気がないって、わかってるから」

「駄目だね……私、思ったことすぐに口に出しちゃって。これから気をつける」

　彼女は気さくで裏表のない、ふわふわした子だ。大学に入学した当初のオリエンテーションで席が隣になり、同じフランス文学科ということで仲良くなった。

　聞けば父親はセレブ御用達の高級スーパーを経営していて、依子は小学校から高校までインターナショナルスクールに通っていたお嬢さまらしい。

「素敵な彼氏を作って、充実した大学生活を送りたい」という希望を抱いており、合コンに積極的に参加するバイタリティがあるものの、あまり男運がなくせっかくカップルになれても長続きしないのが悩みの種だ。依子はスマートフォンを操作し、感心したようにつぶやいた。

「ふうん、日下興産って、結構大きい商社なんだ。二〇〇二年に一部上場、事業内容は産業機械、エレクトロニクス、自動車、ヘルスケア、プラント・エネルギーとか、何でもあるね。本社は御茶ノ水だから、ここから近いよ」

「ええ。車で十五分くらいで行けるみたい」

　彼女と同様に、澪も日下興産について調べた。

　前身は社長の父親がやっていた小さな町工場で、そこから大阪や名古屋、広島などに出張所を開設し、近年は異業種を積極的に傘下に組み入れて経営の多角化を図ってきたという。

「今日、講義が終わったら会いに行くの？」

「日下冬真さんは、本社の金属資源部にいるんですって。とりあえず本人に会って、縁談について前向きなのかどうかを確かめないと、何も始まらないでしょ」

「そうだね」

　仕事の邪魔にならないよう、面会は短時間で済ませるつもりだが、一体どんな人物なのか。澪はプロフィールから日下の人となりを想像する。

（大学を出てすぐ父親の会社に入るってことは、きっと後を継ぐつもりなのよね。親の言いなりになる、おとなしいタイプかしら）

　結婚相手として考えるのなら、あまり自己主張が激しくないタイプのほうが御しやすいかもしれない。

　午後からフランス文化特講やフランス文学史概説などの講義をこなした澪は、午後六時半に大学を出る。商社の投資部門は多忙な部署のため、おそらく日下はまだ職場にいると思われた。

「──御茶ノ水まで」

　タクシーに乗り込み、行き先を告げる。

　今日は及川家の車が母の用事で出払っていて、使えない。本当は地下鉄で移動しようかと考えたが、それでは三十分かかる。あまり遅くなっては日下が退勤してしまうかもしれず、あえてタクシーにした。

（……こういうのも、きっと贅沢なのよね。うちの財政が逼迫しているなら、できるかぎり出費を抑える努力をしないと）

　これまで当たり前に豊かな生活を送ってきただけに、タクシー代を節約するという発想に惨めさが募る。

　こうして自分から出向いて縁談相手を品定めするのも、家族のためだ。いわば〝身売り〟する相手を選定しているに他ならず、タクシーのシートに背を預けた澪はかすかに顔を歪めた。

（身売りが何だっていうの。わたしが結婚することでお父さまやお母さま、孝ちゃんが今までどおりの生活ができるんだもの、万々歳だわ。それに、どちらと結婚するかはわたしの気持ちに委ねられてるんだから、むしろ立場はこちらが上よ）

　ぐっと眦を強くした澪は、背すじを伸ばす。

　この縁談の主導権は自分が握っている──そう繰り返し考えることで、ともすればひび割れそうな自尊心が保たれる気がした。

　やがてタクシーは、駅傍のビルの前に停まる。地上二十一階、地下二階のビルは複合施設となっており、日下興産の本社は十六階にあった。

　中に入ると、地下と一階に飲食店や高級スーパーが入っているせいか、多くの人が行き交っている。二階は会議場、三階と四階は教育関連施設、五階から最上階までがオフィスフロアとなっているらしい。

　乗り込んだエレベーター内は、澪の他はスーツ姿の男女が数人だった。ふと隣に圧を感じて視線を向けると、若いサラリーマンが立っている。二十代半ばほどとおぼしき彼はスラリと背が高く、均整の取れた体型で、澪は感心して見つめた。

（すごく大きい……何センチあるのかしら）

　ちなみに澪の身長は一六〇センチで、成人女性の標準より幾分高い。昨日会った成島貴士は一八一センチだと言っていたが、隣に立つサラリーマンはそれ以上だ。

　すると視線を感じたのか、彼がふとこちらを見る。野性味のある端整な顔立ちの男性と目が合ってしまった澪は、思わずドキリとした。

「……っ」

　慌ててうつむきながら、澪は気まずさを押し殺す。

（……チラチラ見たりして、感じ悪かったかしら）

　上昇するエレベーターはときどき止まり、そのたびに人が降りていく。やがて十六階に到着し、澪が降りようとして一歩踏み出した瞬間、隣の男性がドアを押さえてくれた。

「あ、すみません」

「いえ」

　数歩進んだところで気配を感じ、チラリと後ろを振り返ると、彼もエレベーターを降りてきている。澪はそれを意外に思った。

（さっきの人、この会社の社員だったの……？）

　先ほどドアを押さえてくれたのは、自社に来た客だと思ったからだろうか。

　フロアは洗練された雰囲気で、シックな石造りの壁に〝日下興産〟と社名が刻まれていた。受付の女性が「いらっしゃいませ」と頭を下げてきて、澪は用件を告げる。

「及川と申します。金属資源部の、日下冬真さんをお願いしたいのですが」

　受付の女性は「お待ちください」と言って内線で呼び出そうとしたものの、ふと澪の後ろに目を留める。そしてにこやかに告げた。

「日下でしたら、ちょうどそちらにおりますが」

「えっ？」

　手で示されて急いで振り返ると、先ほどの長身の男性がこちらを見下ろして言う。

「僕が日下です。どちらさまでしょうか」

　澪は驚き、まじまじと目の前の彼を見つめた。

　先ほども思ったが身長はかなり高く、成島より上背がある。顔立ちはシャープで、切れ長の目や通った鼻筋、すっきりとした頬のラインが硬質な雰囲気を醸し出し、甘い要素は一切なかった。口調は丁寧ではあるものの、身長に見合った体格のせいか、少し威圧感をおぼえる。

　澪は日下を見上げて答えた。

「わたし──及川澪と申します。日下さんとお話がしたくて来たのですが」

「……及川？」

　彼が目を瞠り、かすかに眉を寄せる。

　そして受付のほうをチラリと見やると、澪に向かって低く言った。

「──こちらへ」

　連れてこられたのは、エレベーターホールだ。日下がパネルの下ボタンを押し、澪は戸惑ってつぶやいた。

「あの……？」

「しっ。話なら、下の階で聞く」

　ひそめた声でそう言われ、澪は急いで口を閉ざす。どうやらいきなり会社を訪れたのは、迷惑だったらしい。

　やがて下りのエレベーターが来て、二人で中に乗り込む。澪がいたたまれない気持ちでうつむいているうち、箱は二つ下の階で止まった。

　降り立ったフロアは開放的な空間で、自動販売機の傍にテーブルと椅子が置かれ、ちょっとした打ち合わせなどに使えるようなスペースだ。澪を促して椅子に座らせた日下が、ため息をつきながら言う。

「いきなり来るとか、勘弁してくれ。会社で一体何を話すつもりだったんだ」

「も、申し訳ありません。お仕事の邪魔をするつもりはなかったのですけど、どうしても日下さんに確かめたいことがあって」

　彼の口調にはうんざりした響きが漂い、澪は身を小さくする。

　確かに日常的に学生が出入りする環境の成島とは違い、会社員である日下に女子大生が面会に来たりしたら、周囲からいらぬ注目を集めてしまうのかもしれない。

（でも、もう来てしまったんだから仕方ない。……早く話を済ませよう）

　そう決意し、澪は口を開く。

「お約束なしで来てしまったこと、重ねてお詫びいたします。大変申し訳ありませんでした。あの、わたしのことは、お父さまからは……？」

「一応聞いてる。縁談の相手だって」

　愛想の欠片もない彼の言葉、その表情に、澪は気持ちが挫けそうになる。

　先ほど抱いた淡い好感が、みるみる萎んでいこうとしていた。しかし必死に己を奮い立たせ、言葉を続ける。

「今日ここを訪れたのは、日下さんの意思を確かめたかったからです。縁談を前向きに考えてくださるおつもりがあるのかどうか」

「俺はあんたに興味がない。縁談がどうとか騒いでるのは、親父だけだからな。むしろこっちの気持ちも確かめずに勝手に話を決めてきて、正直迷惑してる」

　あまりの言い草に、澪は思わず言葉を失くす。

〝もしかしたら、父親に強制されているかもしれない〟という可能性については考えていたものの、まさかこんなにはっきり言われるとは思わなかった。

（もっと他に……言い方があるんじゃないの？　オブラートに包みもせず、この言い草って）

　にわかに反発心が湧いてきて、澪は膝の上の手をぎゅっと握りしめる。

「この縁談は、あくまでも相手に望まれてするのだ」ということが、心の拠り所だった。自分が優位に立っているはずだったのに、こうまであからさまに「迷惑だ」という空気を醸し出されると、プライドが深く傷つけられる。

　澪はぐっと眦を強くして言った。

「ずいぶんな言い草ね。今回の縁談は、あなたのお父さまのほうから『ぜひに』というお話だったはずだけど」

「親父はそう思ってるらしいな。一人息子に名家から血筋の良い嫁を迎えることで、周囲の〝成金〟っていう陰口を抑え込みたいらしい」

　日下は「でも」と言って言葉を続けた。

「俺にとってはそんなの、どうだっていい話だ。うちが成金なのは事実だし、〝名家の血筋〟なんて煮ても焼いても食えないようなものにこだわる理由が、よくわからない」

「……っ」

　縁談の話を聞いたときから、まるで血筋にしか価値がないと言われているようで、澪は腹立たしさを感じていた。しかし「どうでもいい」呼ばわりをされると、それはそれで惨めさが募る。

（ひどい……こんな言い方。だったらわたしは何？　何の価値もない人間……？）

　父からもたらされた縁談を承諾したとき、澪は覚悟を決めた。自分が家族を救えるなら、愛のない結婚をすることなど何でもない。そう考え、あえて自分の気持ちに蓋をした。

　だが若干二十歳という若さで、意に染まぬ結婚をすることに不安を抱かないわけがない。こうして自分から縁談相手に会いに行くのも相当な勇気を出してのことだったのに、なぜこんな言い方をされなければならないのだろう。

　気づけば目から、涙がポロリと零れ落ちていた。するとそれを見た日下が、ぎょっとした顔で口を開きかける。

「ごめん、俺は……」

「もう結構です。──さようなら」

　澪は立ち上がり、彼の顔を見ないようにして歩き出す。

　エレベーターは来るのに時間がかかるため、案内表示に従って足早に階段へと足を向けた。

（来るんじゃなかった。こんな惨めな思いをするくらいなら、あの人になんて会わなきゃよかった……）

　それとも、二人の人間を天秤にかけようとした自分が間違っていたのか。そこまで考えた澪は、階段を下りながら顔を歪める。

（わたしは、あの人が……自分に興味を示さなかったことが悔しいんだわ。わたしを前にした日下さんが、成島先生みたいな態度を取らなかったから）

　おそらく名家の血筋に価値を見出さない人間にとって、自分などただの小娘にすぎない。日下の態度に無意識の思い上がりを指摘されたように感じ、澪は恥ずかしさでいっぱいになっていた。

（馬鹿みたい、わたし。こんなふうに拒絶されて、ショックを受けてるなんて）

　澪は階段の途中で足を止める。そしてかすかに顔を歪め、胸の痛みをじっと押し殺した。





＊　＊　＊






　上昇を止めたエレベーターのドアが、音もなく開く。

　そこから降りてオフィスに入ると、午後七時過ぎの社内にはまだたくさんの社員が残っていた。自分のデスクに戻った日下冬真は、スリープ中だったパソコンを開き、やりかけの仕事に取りかかる。

（集中して、早く終わらせないと。……九時には帰りたい）

　日下がやっているのは、海外の事業会社の業績分析だった。駐在員から毎月報告される月次を基に作成し、損益計算書、キャッシュフロー計算書、貸借対照表を精査する。

　一年前に父の会社である日下興産に入社した日下は金属資源部に配属され、目下仕事を覚えることに追われていた。将来的には一人前の商社マンとして事業投資などに携われるよう、知識を深めていかなければならないが、その道のりは遠いものだ。

　海外の発電所や鉄道事業など、数千億円に及ぶ設備投資のプロジェクトの指揮を執れるほどになるには、最低でも十二年から十五年かかるといわれている。日下興産は他の商社に比べて若手の育成にスピード感があるが、それでも入社して一年余りの下っ端がする仕事は、事務仕事ばかりだ。

　真っ先に命じられるのは既に実行された過去の事業投資先の業績管理で、日下は現在五社を割り振られている。また、商社は社内の報告業務が多いため、部署内の書類の取りまとめの他に決算なども担当しなければならず、かなり多忙だった。

　この下積みが早くて二年、出来が悪ければ三年は続くといい、忍耐が必要だ。しかし日下には、いずれ父の後を継いでこの会社の社長になるという目標があった。

（モタモタしてる暇はない。さっさとこの下積みを脱して、投資案件を作るチームに入れるようにならないと）

　ゆくゆくは他部署も経験し、いくつかの国で駐在をこなしたい。一社員であるうちに、現場の空気や業務内容をじっくり知りたい──そう考えていた。

　業績の分析結果をフォーマットに打ち込む日下の脳裏に、ふと先ほどのでき事がよみがえる。突然会社まで訪ねてきたのは、一週間ほど前に父親から申しつけられた縁談相手だった。

（いきなりアポなしで来るなんて、予想外だったな。……それに）

　──思わず目を奪われてしまうくらい、縁談相手の及川澪は可憐な容姿をしていた。

　地下一階のコンビニまで眠気覚ましのミントタブレットを買いに行っていた日下は、同じエレベーター内で隣に立つ彼女の存在に気づいていた。黒のノースリーブのトップスに白のフレアスカートというフェミニンな服装の澪は、人形のように整った顔の持ち主で、大きな目と白い肌、長い睫毛やほっそりした手足が目を引いた。

　清楚な美貌とすっと姿勢のいい立ち姿は百合の花を思わせ、品良く優雅だ。「きれいな子だな」と考えていたところ、会社が入っている十六階で降りるそぶりをしたため、意外に思った。

（もしかして、事務補助のアルバイトの面接か何かで来た子か？）

　日下はエレベーターのドアを押さえて彼女を先に降りさせてやったが、受付に向かった澪が「日下冬真さんをお願いしたい」と言っているのが聞こえて、さらに驚いた。

　しかしその名前を聞き、ひどく複雑になった。

（親父が言っていた縁談相手が、まさか会社まで来るなんて。……適当に濁してやり過ごそうとしてたのに）

　突然社長室に呼ばれ、父親から「お前の縁談相手を決めてきてやった」と言われたとき、日下は強い反発心を抱いた。

　自分は社会人になって二年の若輩者で、まだまだ一人前ではない。今は仕事を覚えるのが最優先であり、結婚など具体的に考えられない──そう伝えた息子に対し、父の反応はにべもないものだった。

『及川家は元華族で、古くは宮家とも姻戚だった名家だと聞く。そこの令嬢をお前の嫁として迎え入れれば、財界の連中はうちに一目置くだろう。年齢も三歳差だから釣り合いが取れているし、他に譲るには惜しい話だ』

　経済的に困窮している及川家に援助を申し出、その見返りが成人したばかりの令嬢と自分の結婚──そう聞いたとき、日下はひどく不快になった。

　金で名家の娘を買うような真似など、反吐が出る。そんな経緯でセッティングされた相手と結婚する気にはなれないし、それは令嬢本人もそうだろう。

（……でも）

　日下の予想に反し、わざわざこちらまで出向いてきた及川澪は、縁談を受ける意思があるのかどうかを問い質してきた。

　そんな彼女に対して、日下はつい愛想の欠片もない態度を取ってしまった。「俺はあんたに興味がない」「迷惑してる」「〝名家の血筋〟なんて煮ても焼いても食えないようなものに、こだわる理由がわからない」──そんな言葉に傷ついたのか、澪はポロリと涙を零し、逃げるように立ち去っていった。

　泣かせるつもりがなかった日下は、後味の悪さを噛みしめる。

（もう少し言い方に配慮するべきだったな。……まさか泣くなんて）

　彼女は家の経済状況が逼迫している中、縁談を真剣に考えて自分に会いに来たのかもしれない。

　それなのに辛辣な言葉を投げつけられれば、傷ついて当然だ。そう考え、日下は深くため息をつく。

（さっきの発言を、彼女に謝りたい。……かといって縁談を受ける気はないけど）

　何度考えても、今の自分に結婚は早すぎる。せめて仕事の面で一人前になってからでなければ、具体的に考えるのは難しいだろう。

　思いがけない出会いは、ひどく気持ちを重くしていた。しばらく無言でパソコンのディスプレイを見つめた日下は頭を切り替え、仕事の続きに没頭した。
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　目覚めたとき、気分はあまり良くはなかった。窓の外からはロールスクリーン越しに朝日が差し込んでおり、部屋の中は明るい。

　今日は土曜日で、大学は四年生を対象にした卒論の特別講習しかないため、三年生の澪は休みだった。ぼんやりとした頭で「なぜ寝起きから、こんなに憂鬱な気分なのだろう」と考えた澪は、ふと前日のでき事を思い出す。

（そうだ……日下さんに会いに行って、それで）

　──それで、冷ややかな拒絶の態度を取られた。

　会社を訪れた澪に対応した日下冬真はあからさまに迷惑そうな顔をし、辛辣な言葉をぶつけてきた。あれから澪は、ずっと鬱々とした気持ちを持て余している。

（日下さん、すごく素っ気なかった。確かに都合も聞かずにいきなり職場に押しかけた、わたしが悪いんだけど）

　そこは素直に謝るべきところだが、こちらの家柄に何の価値も見出さない彼の言葉に、澪は深く傷ついていた。

　だが広い世間で日下のような考えの人間がいても、何ら不思議ではない。むしろ彼が言う〝煮ても焼いても食えないもの〟を必死にアイデンティティーの拠り所にしている自分こそが、きっと滑稽な存在なのだろう。そう思い、澪はベッドの中で顔をしかめる。

（むしろ会いに行ってよかったわ。あの人には縁談を受けるつもりがないってことが、はっきりわかったし）

　エレベーターの中では、端正だが野性味を感じさせる男らしい顔立ちや、ドアを押さえてくれるしぐさにドキリとしたが、きっともう会うことはないだろう。

　そう考え、ベッドから起き上がった澪は、シャワーを浴びるべくバスルームに向かう。身支度を済ませてダイニングルームに行くと、既に両親と弟が朝食のテーブルについていた。

「おはよう、澪」

「おはようございます、お父さま、お母さま、孝ちゃん」

　及川家は朝食の時間が決まっていて、週末は平日より一時間遅くなる。

　席に座り、家政婦が出してくれたグレープフルーツジュースを飲む姿を、両親が心配そうに見ているのがわかった。縁談を受け入れて以降、彼らは腫れ物に触るような態度で澪に接していて、それが少々煩わしい。

　するとそんな空気を知ってか知らずか、弟の孝典が能天気な声で話しかけてくる。

「ねえ、お姉ちゃんは縁談がきてるんでしょう？　それも二件も。どっちの人と結婚するか、もう決まったの？」

　母親の苑子がぎょっとして息子を見やり、慌てた口調で問いかけた。

「孝ちゃん、あなた、どうしてその話を知ってるの」

「だって皆で深刻な顔して話してるから、こっそり聞いちゃったんだ。もしかして僕、公立の学校に転校しなきゃいけないの？」

「そ、それは」

　しどろもどろになる苑子に代わり、父の佳典が説明しようと口を開きかける。しかしそれより一瞬早く、澪は答えた。

「孝ちゃんは何も心配することないから、成績を落とさないようにしっかりお勉強しなさい。結婚相手は……もう決まったようなものかもしれないわ」

「えっ？」

　両親が同時に声を上げ、澪は淡々と告げる。

「わたし、早速二人に会いに行ってみたの。成島先生は前向きに考えてくださるようだけど、日下さんは縁談に興味がないみたいだった。これから何度かお会いして、お互いの性格をある程度把握したら、たぶん成島先生とお話がまとまるんじゃないかしら」

「そ、そうなのか……」

　佳典が複雑な顔になる。

　おそらく援助と引き換えに縁談の話を進めることに、まだ葛藤があるのだろう。そんな父の躊躇いを払拭するように、澪はあえて明るい表情で言った。

「成島先生は、落ち着きがあってとても知的な方だったわ。あれくらい年上の人のほうが、わたしには合ってるかもしれない」

「……澪ちゃん」

　そのとき家政婦の一人がダイニングに入ってきて、澪に向かって告げる。

「お嬢さまに、お電話が入っております。成島貴士さまからです」

　たった今話題にしていた人物からの電話に、澪は思わず両親と顔を見合わせる。すぐに立ち上がり、家政婦に言った。

「向こうで取ります」

　ダイニングから離れた応接間に向かい、そこで受話器を取る。

「お待たせいたしました、澪です」

『及川さん？　朝早くにごめん、成島です。一昨日はわざわざ来てくれてありがとう』

　落ち着いた低い声が鼓膜をくすぐり、澪は「いえ」と答える。成島が言った。

『先に君の携帯電話にかけたんだけど、出なかったから家のほうに電話したんだ。迷惑じゃなかった？』

「大丈夫です。申し訳ありません、自室にスマートフォンを置き忘れていて」

　話しながら、澪は彼の要件について考える。

　こうして電話をしてきたということは、成島のほうも縁談に積極的だと考えていいのだろうか。

（日下さんが辞退するなら、わたしはこの人と結婚することになる。……だったら早く関係を盤石にして、話をまとめないと）

　結婚とは、すなわち及川家への援助の実行だ。

　父いわく、この家にはしばらく生活には困らないだけの現金はあるが、会社が不渡りを出してしまうとまずいらしい。つまり早急に事業を買収する手続きを進めてもらわなければならず、交際に時間をかけている余裕はあまりないことになる。

「あの、今日はどのような……」

　問いかける澪に対し、彼が明朗な声で答える。

『今日は大学は休みだろう？　僕のほうも講義はないから、一緒にランチでもどうかと思って』

「えっ？」

『君の自宅まで、車で迎えに行く。十一時までに仕度をしておいて』
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　通話を切った成島は、小さく息をついてソファにもたれる。薄曇りの外からは、ぼんやりとした朝の日差しが差し込んでいた。

（彼女の家は、世田谷区の代沢だっけ。車ならかなり近いな）

　朝の八時から澪に電話をかけたのは、デートに誘うためだ。先日、彼女が自分の研究室まで来たことを父に報告すると、彼は頷いて言った。

『及川の娘に、何としても結婚を承諾させるんだ。日下家の息子に奪われることだけは許さん』

『…………』

『お前にできることといったら、それくらいしかないはずだ。政治の世界に行きたくないという我が儘を聞いて、大学で好きなことをさせてやってるんだからな。せめて結婚で私の役に立ってもらうぞ』

『……わかっています』

　頭から抑えつけるような父の物言いには、いつも息苦しさをおぼえる。

　しかし彼の言うことは、正論だ。成島の中には、これまで何不自由ない暮らしをさせてもらったにもかかわらず、父の政治活動を手伝っていないという負い目がある。

　初めて顔を合わせた澪は、いかにも育ちの良い雰囲気を漂わせながらも凛としたものを感じさせ、決して嫌いなタイプではなかった。成島はじっと考えた。

（どうせ俺のほうからは断れないんだしな。あのいかにも清純そうな子を、自分に夢中にさせるのも一興かもしれない）

　掃除を済ませたあとに少し書斎で仕事をし、成島は午前十時半に自宅マンションを出る。

　そして自分の車に乗り込み、カーナビに目的地を入力して出発した。山手通りから淡島通りに入って十数分、やがて車は豪邸ばかりがひしめくエリアに入る。及川邸は、瓦屋根付きの塀に囲まれた立派な邸宅だった。

（へえ、すごい。さすがは財界に名の知れた旧家だ。かなり広大な敷地だな）

　真っ白な塀に門口の横に植えられた木の緑が映え、まるで武家屋敷のように重厚な雰囲気を漂わせている。車を降りた成島は、インターフォンを押した。

「成島と申します。澪さんをお迎えに上がったのですが」

『はい、少々お待ちください』

　しばらく待つと黒い板戸が内側から開き、澪が姿を現す。彼女は成島の顔を見て、挨拶してきた。

「おはようございます、成島先生。わざわざ迎えに来ていただいてすみません」

　今日の彼女は白のノースリーブニットの上に同色の薄手のカーディガンを羽織り、透け感を持つ深緑のジャガードスカートを合わせた、いかにもお嬢さま然とした服装だ。

　緩くまとめた髪と可愛らしいデザインのピアス、上品なサンダルがよく似合っている。成島は微笑んで言った。

「今日もお人形さんみたいに可愛いね。君はきっと、キャンパスでも注目の的なんだろうな」

「そんな……」

「どうぞ、乗って」

　助手席のドアを開けてやると、彼女はスカートの裾に気をつけながら乗り込む。シートベルトをしたのを確認し、成島は車のエンジンをかけた。

「先生が勤務されてる理工学部は、土曜日の授業はないんですか？」

　走り出した車内で澪がそう聞いてきて、成島はハンドルを握りながら答える。

「あるよ、午前だけ。でも僕の受け持ちの授業はないから、普段は論文を書いたり、院生の勉強を見たりしてる」

「そうなんですか」

　チラリと様子を窺ったところ、彼女は少し緊張しているようだ。だが背すじはピンと伸びていて座る姿勢も美しく、成島は笑って言った。

「こうして同じ大学の学生と休日に出掛けると、何だかいけないことをしてる気分になるな。普段はあまり親しくなりすぎないように気をつけてるから」

「……そうですね」

　どこに向かっているのかと尋ねられ、「銀座だ」と答える。首都高を使って二十分ほど走り、パーキングに車を停めて向かったのは、国際的な建築家が設計したビルの中のリストランテだった。

「この店には来たことある？」

「いえ、初めてです」

「夜に来たほうが、きらびやかでゴージャスなんだけど。ワインの種類が多いし、キッチンにも活気があって」

　店内は天井が高く開放的で、ランチタイムの今は外からの自然光が入り、少しカジュアルな雰囲気だ。

　予約していた窓側の席に通され、コースの詳しい注文を受けたスタッフが下がっていく。成島は澪に問いかけた。

「君は大学に登校するときは、お抱え運転手に送ってもらってるの？」

「公共交通機関を使っています。父が『そういうことに慣れるのも大事だから』って」

「車だと、十分少々で行けるのに？」

「はい。でも通学時間はトータルで三十分くらいですから、交通の便はかなりいいのだと思います」

　彼女の自宅から最寄りの下北沢駅までは十分ほど歩くものの、いい運動になっているらしい。

　成島が振る話題に澪は丁寧に答え、とても生真面目な印象を受ける。趣味はクラシックの音楽鑑賞や美術館巡りだといい、こちらと話が合いそうだった。

　前菜の盛り合わせのあとでシェフの手打ちパスタが出てきて、彼女はカラスミを載せたサーモンとブロッコリーのアーリオ・オーリオ、成島は墨イカとポルチーニ茸のラグーソースに舌鼓を打つ。

　そしてメインディッシュが運ばれる頃、仕事の内容を聞かれた成島は、ペリエを飲みつつ答えた。

「僕が教えているのは、関数論と微分方程式、数学演習。研究テーマは、線形楕円方程式の球対称解集合の構造や、反応拡散方程式の自己相似解について」

「…………」

「特に定義領域の幾何学的性質が、解の形状や解集合の構造に対して与える影響に着目してる。それから、多様体の曲率が解集合の構造に及ぼす影響を調べたりだとか」

　スラスラとよどみない説明を聞いた澪が、目を白黒させる。それを見た成島は、噴き出しながら言った。

「こんなふうに言っても、専門に勉強してない人間にはわからないよな。端的に言えば、微分方程式について深く研究してるってことだ」

「そ、そうですか……」

　黙っていれば人形のように整った顔をしている彼女は、表情を揺らすと格段に印象が変わる。取り澄ました顔より、人間らしい感情を表に出すときの澪に、成島は興味を持った。

（内心は、一体どんなことを考えてるんだろう。……家族を救うために、縁談を受けようとしてるこの子は）

　先ほど見た及川家の屋敷は、豪邸ばかりが立ち並ぶあの界隈でも、ひときわ敷地が広大だった。

　あれだけの土地家屋を維持するには、きっと莫大な金額がかかっているはずだ。それなのに経営している会社の雲行きが怪しく、資産が目減りする一方なら、手放さなくてはならない状況になるのもそう遠い未来ではない。

　つまり澪は是が非でも縁談を取りまとめ、その引き換えとして家への援助を受けたがっているということになる。そう結論づけた成島は、心の中で考えた。

（この子はこの若さで家族の命運を背負っていて、相当追い詰められてる。だったら落とすのは、案外簡単かもしれない）

　しかし気にかかるのは、もう一人の縁談相手である日下家の息子だ。

　もし澪が彼を選んだ場合、成島は父から大目玉を食らうことになってしまう。それを避けるためには、ここで先手を打っておくべきだろうか。

　メインディッシュは、短角牛サーロインの網焼きに夏野菜を添えたもの、そして鴨肉のローストのトリュフソースがそれぞれに供され、ドルチェの盛り合わせで締めくくる。

　店を出た成島は、「ご馳走さまでした」と礼を述べる澪に対し、ドライブを提案した。彼女は恐縮した様子で言った。

「でも……」

「まだ明るい時間だ。僕はもっと君と話したい」

　澪は逡巡している様子だったが、やがて「じゃあ、少しだけ」と了承する。

　車のエンジンをかけた成島が向かった先は、葛西臨海公園だった。運転しながら、成島は「ところで」と切り出した。

「君はもう一人の縁談相手とは会ったの？　日下興産の社長の息子だって聞いたけど」

　すると彼女は浮かない顔になり、歯切れ悪く答える。

「はい。昨日、大学の授業が終わったあと……あちらの会社まで会いに行ってきました」

「どうだった？」

　日下家の息子に対し、澪がどんな印象を抱いたかは重要だ──と成島は思う。

　もし好印象なら、要注意だ。彼女の気持ちがあちらに向かないよう、何か手立てを打つべきかもしれない。

（……まあ、本音を言えば、多少は波風あったほうが面白いけど）

　すんなり勝てる〝ゲーム〟は、暇潰しにもならない。しかし予想に反し、澪の言葉は思いがけないものだった。

「日下さんは……今回の縁談に興味がないそうです。父親に押しつけられてとても迷惑しているし、結婚相手の血筋にこだわる理由がわからないって。すごく背が高くて、ニコリともしなくて、まったく愛想のない人でした」

「……へえ」

　日下家の息子の反応は、成島にとって意外なものだった。

　確かに自分も父親に縁談を押しつけられたときは辟易したが、渋々受け入れざるを得なかった。しかし彼は、堂々と不満を口にしたという。

（若いからか？　いずれ父親の後を継ぐのなら、反発してもいいことはないだろうに）

　自分とは違って意見をはっきり言える日下に、シクリと心が疼く。しかしあえて気づかないふりをし、成島は澪に向かって言った。

「そっか。こう言っちゃ何だけど、君にそんなことを言うなんて、かなり失礼な男だね」

「でも──日下さんの意見も、一理あると思ったんです。わたしの家は歴史だけはありますけど、興味のない人にとっては何の価値もないものなんだろうなって。だからあの人が『いきなり縁談を押しつけられて迷惑してる』っていうのも、きっと本音なんだろうと思います」

　彼女はどこか頑なな表情をしていて、冷静になろうとしつつも実は傷ついたことが透けて見える。成島は内心「ふうん」と思った。

（日下家の息子にその気がないなら、俺の独り勝ちか？　案外早く片がついちゃったな）

　その瞬間、車内に携帯電話の着信音が響く。

　音は澪のバッグの中からしていて、彼女は出るのを躊躇っているようだった。成島は微笑んで促す。

「いいよ、出て」

「すみません」

　スマートフォンを取り出してディスプレイを見た澪が、知らない番号なのか一瞬怪訝な表情をする。彼女は指を滑らせ、電話に出た。

「はい、及川です。……」

　相手の返答を聞いた澪が、驚いた様子で目を見開く。そしてわずかに顔をこわばらせ、硬い口調で答えた。

「いえ、そんな。こちらこそお約束もなく突然会社に訪問してしまい、大変申し訳ありませんでした」

　かすかに漏れ聞こえてくる相手の声は低い男のもので、成島は運転しながらチラリと彼女を見た。

（電話の相手は、日下家の息子か？　……昨日会ったっていう）

　澪がしばらく沈黙し、「えっ？」と声を上げる。

「謝っていただく必要はありません。いきなり訪問してご迷惑をおかけしたのは、こちらのほうですし。日下さんがおっしゃっていたことも事実ですから」

　やはり電話の相手は、日下なのだ。そう確信した成島はふと思いつき、助手席に座る彼女の顔を覗き込んで言う。

「──僕も会ってみたいな、もう一人の婚約者候補に」

「えっ？」

「ちょっとスマホ、貸して」

　驚く澪を見つめ、ニッコリ笑った成島は、彼女の手からやんわりとスマートフォンを取り上げる。そして電話の向こうの日下に向かって明瞭な声で言った。

「初めまして、成島といいます。日下社長の息子さん？」

　いきなり男の声で語りかけられたことに、日下が戸惑っているのが伝わってくる。成島は穏やかに言葉を続けた。

「僕は及川さんの縁談相手として、ランチデートをしていたんだ。君も昨日、彼女に会ったんだよね？」

『そうですが、俺は──』

　聞こえてきた声は低く男らしいもので、若さを感じる。成島は微笑んで言った。

「急な話だけど、日下くん、これからこっちに来ない？」

『えっ』

「僕らは及川さんを巡ってライバルになるわけだし、顔くらい知っておいたほうがいいと思うんだ」

　すると日下は、困惑した様子で答えた。

『俺は、別に……』

「彼女のことがどうでもいいなら、わざわざ電話せずにフェードアウトすればよかったんだよ。それなのに連絡してきたってことは、君も縁談について親からせっつかれているか、もしくは及川さん自身に興味があるか、どちらかだろ」

　電話の向こうで、彼がぐっと返答に詰まる。成島は小さく笑って説明した。

「僕のマンションは、中目黒駅の近くにあるんだ。及川さんも一緒だから、君もすぐ来て」

　成島はマンションの住所と部屋番号を告げ、何か言おうとしている日下を尻目に一方的に通話を切る。そしてスマートフォンを澪に返しながら、にこやかに言った。

「ごめん、そういうわけだから、予定変更だ。ドライブはやめて、僕のマンションに行こう」

「えっ……」

「日下くんも来るから。君は縁談についての意思を、もう一度彼に確かめればいい」
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　一方的に通話が切られたスマートフォンを、日下は呆然と見つめる。思いがけない成り行きに、頭の中がひどく混乱していた。

（何なんだ、今の男は。あれが及川澪の、もう一人の縁談相手……？）

　穏やかで落ち着いた、大人の男の声だった。

　澪と話していたはずなのにいきなり電話を代わられ、しかも「これから自分のマンションに来るように」と一方的に申しつけられた日下は、不快な気持ちを押し殺した。

（何で見ず知らずの奴に、突然「来い」なんて命令されなきゃならないんだ。「自分たちはライバルになるんだから、顔くらい知っておいたほうがいい」とか、もっともらしい理由をつけやがって）

　澪の携帯に電話をしたのは、前日の自分の言動を謝りたかったからだ。

　昨夜日下は父の友幸に経緯を説明し、彼女の連絡先を尋ねた。しかし及川家の令嬢を泣かせたという息子の報告を聞いた父は、激怒した。

『一体何をやっているんだ、お前は。言うに事欠いて、縁談相手を初対面で泣かせただと？』

　友幸いわく、今回のようなことがないかぎり、及川家のような名家と縁続きになるチャンスはまずないという。彼らは通常、自分と同等の相手以外からは縁談を受けず、財界で新興の日下家は家柄で明らかに劣るからだ。

　父は何としても澪を息子の嫁に迎えるつもりでいるらしく、日下に向かってはっきり言った。

『もし破談になった場合、お前が俺の後継者になることはないと思え。会社には優秀な社員が何人もいるし、役立たずの息子に任せるより、よほどましだからな』

　その言い方に強い反発心をおぼえた日下だったが、後継者のポジションから外されるのは不本意だ。

「父親からすべてを奪ってやる」と心に決めて入社して、まだ一年ちょっとしか経っていない。今はとにかく経験を積み、いつか堂々と会社の実権を手にするべく努力しなければならない時期だった。

　そんな最中に結婚するというのは、何度考えても現実味がない。〝相手の困窮につけ込んで〟という部分も、気が進まない一因だった。

（……でも）

　やはり彼女に対し、自分の言動について謝らなければ後味が悪い。

　そう考え、日下は父から聞き出した及川家の屋敷の番号に電話してみたものの、澪は外出中だった。しかし電話口に出た彼女の母親が、こちらの名前を聞いて娘の連絡先を教えてくれた。

　上流階級の夫人らしく、いかにもおっとりとした母親に礼を述べた日下は、澪の携帯に電話をかけた。

『──はい、及川です』

　六コール目くらいで出た彼女に対し、日下は口を開いた。

「日下です。昨日はどうも」

　まさか自分から電話がくると思っていなかったらしい澪は、驚いていた。そんな彼女に対し、日下はなるべくきつい口調にならないように気をつけながら言った。

「いきなり電話してすまない。親御さんから、この番号を聞いたんだ。昨日はわざわざ来てくれたのに、すぐに帰すような真似をしてしまって、悪かった」

『いえ、そんな。こちらこそお約束もなく突然会社に訪問してしまい、大変申し訳ありませんでした』

「冷静になれば失礼な言い方だったし、あんたを泣かせるつもりはなかった。一言詫びたいと思って、電話したんだ」

　すると澪が、わずかに狼狽して答える。

『……謝っていただく必要はありません。いきなり訪問してご迷惑をおかけしたのは、こちらのほうですし。日下さんがおっしゃっていたことも事実ですから』

「…………」

　彼女の言う「おっしゃっていたこと」とは、「迷惑している」という部分だろうか。それとも、「〝名家の血筋〟なんて煮ても焼いても食えないようなものに、こだわる理由がわからない」という部分だろうか。

（……どっちにしろ、彼女の立場にまったく配慮してない言葉だよな）

　大人なのだから、極力相手を傷つけないよう、オブラートに包んだ言い方をするべきだった。

　日下が再び口を開きかけた瞬間、電話の向こうで何やら男の声がした。そして突然、澪とは違う声で呼びかけられた。

　どうやら彼は澪のもう一人の縁談相手であり、ランチデートの最中だったらしい。成島は「こっちに来ないか」と誘ってきて、驚いた日下はそれを断ろうとした。しかし彼は笑みをにじませた口調で、こう言った。

『彼女のことがどうでもいいなら、わざわざ電話せずにフェードアウトすればよかったんだよ。それなのに連絡してきたってことは、君も縁談について親からせっかれているか、もしくは及川さん自身に興味があるのか、どちらかだろ』

　その言葉は、日下の痛いところを突いていた。

　父親からは、「この縁談を破談にすることは許さない」ときつく釘を刺され、後継者から外すとまで言われている。さらに年下である澪を図らずも泣かせてしまったことに、良心の呵責を感じていた。

（でも……それ以上のことはない。親父の思惑通りに結婚するなんて、そんなの御免だ）

　成島は自宅の詳しい住所と部屋番号を告げ、一方的に電話を切ってしまった。

　日下はスマートフォンを操作し、マンション名を検索してみる。するとまだ築年数の浅い、タワーマンションであることがわかった。

（政治家の息子だけあって、いいとこに住んでるな。しかもこの立地で二十階なんて、かなりの家賃のはずだ）

　彼の思惑に乗って、わざわざ顔を見せに行く筋合いはない。むしろ縁談を断るつもりなら、彼らと積極的に関わりを持つような真似は控えるべきだ。

　そう思うのに迷いがこみ上げて、日下は眉間に皺を寄せる。

（もしかして俺が行かないと、彼女はあの男のマンションで二人きりになるってことか？）

　まだ出会って間もない男女を二人きりにするのは、何となくまずい気がする。しかも昨日会った澪はいかにも箱入り娘といった雰囲気で、話し方はきちんとしていたものの、育ちが良すぎる部分が逆に危うい感じがした。

　しばし躊躇った日下は、やがて深くため息をつく。そしてスマートフォンを手に取り、立ち上がった。

（余計なお世話かもしれないけど……仕方ない。行くか）

　成島の思惑に乗るのは癪だが、澪を放っておけない。

　もう一度顔を合わせて昨日のことを直接謝罪し、ついでに彼のマンションから連れ出して「安易に男の部屋に上がり込むな」と忠告すればいいだろう。

　時刻は午後一時を少し過ぎた頃だった。目的地までのルートを考えながら、日下は自宅をあとにした。
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　薄曇りの天気で経過している今日は、気温が高く空気が蒸している。

　銀座のリストランテで昼食を取ったあと、葛西臨海公園に向かって新木場辺りまで来ていたものの、急遽成島のマンションに行くことになってしまった。

　彼の車の助手席に座った澪は、戸惑いを押し殺す。

（どうしよう……いきなり成島先生の家に行くことになるなんて）

　しかも突然電話してきた日下を、成島はなぜか自宅に誘ってしまった。

　縁談相手二人が同時に顔を合わせるかもしれない事態は、想定外だ。澪は先ほどから、自分がどう立ち回るべきかを考えあぐねていた。

（先生は一体、どういうつもりなの？　……日下さんは縁談に興味がないんだから、わざわざ顔を合わせる必要はないのに）

　だが電話をしてきた日下は、昨日の発言を詫びてくれた。

　ぶっきらぼうで愛想のない人物だと思っていたが、意外に優しい性格なのだろうか。そう考え、澪は目を伏せる。

（先生は日下さんに、「君も縁談について親からせっつかれているか、もしくは及川さん自身に興味があるのかどちらかだろう」って言っていたけど、そんなことってあるかしら。……日下さんは、先生のマンションには来ないかもしれない）

　そう考えた澪は顔を上げ、運転席の成島に向かって問いかける。

「先生はご実家ではなく、お一人で住まわれてるんですか？」

「うん。実家は板橋区の常盤台にあるけど、職場まで遠いからね。父が持ってるマンションに住まわせてもらってる」

「そうなんですか」

　彼の自宅に行ってしばらく待ち、日下が来なさそうだったら帰ろう──と澪は考える。

　ランチを奢ってもらったとはいえ、成島とはまだ二度しか顔を合わせていない。長居はせず、適度な距離を保つべきだろう。

　それから三十分ほど走り、車は駅に程近いタワーマンションの駐車場に乗り入れる。成島の住まいは、二十階にあった。

「どうぞ、入って」

「……お邪魔いたします」

　建って数年とおぼしき建物内は洗練されており、清潔感がある。

　リビングは十四畳、主寝室は八畳、それに書斎が五畳という間取りは、独り暮らしにはかなり贅沢なものだ。

　明るい室内はシンプルモダンな家具でまとめられており、スタイリッシュな印象だった。普段マンションを訪れる機会のない澪は、感心してつぶやく。

「都会的で素敵ですね。それに眺めがとても良くて」

「どうかな。最上階の四十二階ならもっとすごいんだろうけど、ここは二十階だから。住んでるうちに慣れちゃって、もうあまり感動はない」

　ソファを勧められ、腰を下ろす。

　キッチンに入った成島がアイスコーヒーを出してくれ、澪は「ありがとうございます」とお礼を述べた。隣に座った彼が、ふと楽しそうな顔で笑う。

「日下くんは来るかな。わざわざ君に電話してきたくらいだから、きっと興味がないわけじゃないだろうし、たぶん来るだろうね」

「……そうでしょうか」

　縁談を受ける気がないのなら、来ないような気がする。

〝昨日のことを詫びる〟という意味では、電話でもう用が済んでいるからだ。成島が「ところで」と言って澪を見た。

「今日君と一緒にいて、僕は楽しかった。及川さんはどんなときでも姿勢が良くてマナーがしっかりしているし、受け答えも丁寧だ。それにとにかく可愛いから、連れ歩いていて鼻が高い。これだけきれいな容姿で、しかも名家のお嬢さまなんて、高嶺の花と言っても過言ではないよ。君と縁談をセッティングされた僕は、本当に幸運だと思う」

「そんな」

　手放しの褒め言葉に、澪は居心地の悪さを味わう。視線を泳がせる様子を愛でるように眺め、彼はニッコリ笑った。

「そこでひとつ、提案があるんだ。これから三ヵ月間、互いをよく知るためにつきあって、それから結論を出すのはどうだろう」

「つきあう、って……」

「〝お試し交際〟ってことだよ。いきなり結婚するより、そっちのほうがいいと思わない？」

　澪は驚き、成島を見つめる。

　彼の言うことには一理あるが、結婚に関して主導権を握られるわけにはいかない。澪は表情を改め、毅然として言った。

「先生と日下さん、どちらと結婚するかを決めるのはわたしに委ねられているはずです。ですから勝手に話を進められては困ります」

「へえ、強気だな。確かに表向きはそうかもしれないけど、及川さんは今回の話の本質がよくわかってないんじゃないか」

「本質？」

　戸惑って問い返す澪に対し、成島が微笑んで答える。

「及川家は今は何とか持ちこたえているが、いずれ成島家うちか日下興産の援助を受けなければ、生活が立ち行かなくなる。聞けば君のご両親は、見るからにおっとりして働くことに縁がなさそうな雰囲気の人たちだと僕の父が言っていた。元華族として長く裕福な暮らしをしてきた人間が、土地家屋を奪われて身ぐるみ剥がされ、貧乏な生活に耐えられるかな？　僕はそうは思わない」

「……っ」

　彼の言葉に胸を衝かれ、澪は狼狽する。

　父の佳典から家の経済状況を聞かされていたが、今回の縁談はあくまでも相手が望んだことであり、選ぶ権利は自分にあると思っていた。

　しかし実際は澪の結婚と引き換えに援助を受けなければ、及川家は土地家屋を奪われてしまう。そんな状況であるにもかかわらず、上から目線でいるのはおかしいのではないか──そうやんわりと指摘されているのだと気づき、澪はぐっと言葉に詰まった。

（成島先生の……言うとおりだわ。とどのつまり、わたしは金で買われるわけだし、もし両方に縁談を断られる事態になってしまったら、お父さまの会社は倒産せざるを得なくなる……）

　今さらながらに自分の立場を自覚した澪を見つめ、成島が微笑む。そして腕を伸ばし、澪の優しく髪を撫でて言った。

「とはいえ、選ぶのは確かに君だし、その気の強さは嫌いじゃないよ。手懐ける楽しみがあるしね」

　彼の眼差しの奥に、それまでの〝穏やかで優しい大人の男性〟という印象とは違うものが垣間見え、澪はドキリとする。

　この部屋に上がり込んだのは、間違いだったのかもしれない。成島は優しいだけの男ではないのかもしれない──そう考える澪を見つめ、彼がニッコリ笑って思わぬことを告げた。

「僕の言いたいことはわかったかな？　じゃあ早速、身体の相性でも確かめようか」

　成島がこちらの片手をつかみ、口元に持っていく。その様子を、澪は混乱しながら見つめた。

（身体の相性？　確かめるって──えっ？）

「あ、あの、成島先生……あっ！」

　指先に口づけられ、澪はびっくりして声を上げる。すると彼が微笑み、舌先で関節をチロリと舐めてきた。

「……っ」

　温かく柔らかい感触に、思わずビクッと身体が跳ねる。心臓がドクドクと速い鼓動を刻み、澪はつかまれた手を取り返すべく力を込めながら必死に訴えた。

「やめてください……わたし、先生の提案に賛成したわけじゃ……」

「男女が結婚する際、身体の相性はかなり重要だよ。もし合わなければ離婚事由にもなりうるし、そうなれば結婚自体も無駄になるわけだから」

「そ、そうかもしれませんけど」

　だが自分たちは、会ってまだ二度目だ。実際に結婚するかどうかもわからないのに、いきなりこんな行為をするのは間違っている。

（でも……日下さんが縁談を受ける気がないなら、わたしはこの人と結婚することになるの？　だったら応じるべき……？）

　そんなことをグルグルと考えているうち、グイッと強く腕を引かれる。三人掛けのソファの上で、澪は成島に抱き寄せられていた。

「そんなに身体を固くしないでくれ。ひどいことをするつもりはないから」

　頬に触れる硬い身体の感触、馴染みのない男の匂いに、心臓が跳ねる。混乱する澪をよそに、彼はまったく動じた様子もなく問いかけてきた。

「君は、男性とつきあった経験は？」

「……ありません」

　突然の成り行きにすっかり畏縮しながら、澪は小さな声で答える。細身に見えるが成島の身体は大きく、華奢な澪はすっぽり包み込まれてしまっていた。彼が笑って言った。

「深窓のご令嬢は、今どき珍しく身持ちが固いってわけだ。誰の手垢もついていない、まっさらな君に触れられるなんて、僕は幸運な男だな」

「……っ」

　突然耳朶を舐められ、澪は首をすくめる。

　温かな吐息が肌に触れ、舌先で耳の輪郭をゆっくりなぞられる感触は強烈で、目の前の成島の胸に手を突っ張って言った。

「ごめんなさい、わたし、やっぱり今日は……ぁっ！」

　彼の舌が耳の中にねじ込まれ、一気に肌が粟立つ。

　舌先が動くたびにかすかな水音が鼓膜をくすぐって、澪は声を漏らした。

「……っ……はっ、……んんっ……」

　成島は片方の手で澪の頭をつかんで耳の中を愛撫しながら、残った手で身体をゆっくり撫で下ろしていく。

　肩から背中、腰まで撫でた手は、もう一度上に戻って細い二の腕に触れた。

「細いな。でも柔らかくて、触り心地がいい。いかにも女の子の身体だ」

「……っ」

　耳元で低くささやかれるとかすかな吐息にゾクゾクし、澪はぐっと唇を噛む。そうするうちに彼の手が片方の胸のふくらみを包み込んできて、驚きに息をのんだ。

「や……っ」

「ここも柔らかい。感度はどうだろう」

　服越しにふくらみをやんわりと揉まれ、男の大きな手の感触に澪は顔を歪める。

　恥ずかしくてここから逃げ出してしまいたいのに、成島の腕に抱き込まれていてそれが叶わない。相変わらず耳を嬲り続けている舌にも翻弄され、追い詰められた澪の目にじわりと涙がにじんだ。

　やがてふくらみを揉みしだいていた手が、ふいに先端をきゅっと摘まんだ。その瞬間、鋭い疼痛が突き抜けて、澪は高い声を上げる。

「あっ……！」

　思わずのけぞった瞬間、後ろに身体が傾いで、そのままソファに押し倒される。その拍子にバッグが床に落ち、中身が散らかるのが見えた。

　上に覆い被さった彼がこちらを見下ろし、色めいた眼差しで笑った。

「なるほど、感度も悪くない。……愉しめそうだな」

　目元に唇を落とされ、澪はぎゅっと目をつむる。

　するとすぐに生暖かい感触に唇を塞がれ、成島にキスされているのがわかった。

（嘘……キスされてる……？）

　呆然としつつも、何とかそれ以上の蹂躙を拒もうと唇をきつく引き結ぶ。しかし彼は合わせをなぞり、表面を吸い上げたりと、繰り返し甘い攻撃を仕掛けてきた。

　やがて息苦しさをおぼえた澪がほんの少し唇のこわばりを解いた途端、成島の舌がぬるりと中に押し入ってくる。

「んんっ……」

　ぬめる感触が怯える澪の舌に絡みつき、きつく吸い上げてくる。

　逃げようにも身体をしっかりと押さえ込まれ、頭を振ることすらままならなかった。それをいいことに彼の舌は我が物顔で小さな口腔を舐め尽くし、蒸れた吐息を混ぜる。

「ぅっ……んっ、……んぅっ……」

　苦しさに目に涙がにじみ、顔が紅潮する。

　成島のキスは巧みだった。執拗に舌を吸い上げられ、ザラリとした表面をこすり合わせられるのはひどく官能的で、すぐに息が上がる。

　澪の抵抗が弱まり、ただ喘ぐだけになった頃、彼はようやく唇を離す。そして間近でこちらを見つめ、笑った。

「泣きそうな顔して、可愛い。……君はつんと澄ましているより、そうやって乱れているほうが魅力的だ」

「あ……っ」

　成島が澪のカットソーをまくり上げ、胸元をあらわにする。

　胸の谷間にキスを落とした彼は、繊細なレースで縁取られたブラのカップに指をかけ、そのまま引き下ろした。途端に弾力のあるふくらみと、清楚な色合いの先端があらわになり、成島がそこに吸いついてくる。

「やっ……！」

　彼の舌が乳暈をなぞり、尖りにきつく絡みつく。

　じんとした疼痛をおぼえ、澪は身体を震わせた。舌がもたらす刺激に先端が芯を持ち、硬く張り詰め始める。

（どうしよう……こんな……っ）

　与えられる感覚は強烈で、身体がどんどん熱を帯びていく。

　同意のない行為に強い抵抗感が募るのに、逃げられない。やんわりとしながらも強引な成島の手は、荒っぽいところはなく余裕があり、経験のない澪はただ翻弄されるしかなかった。

「はっ……んっ……ぁ……っ」

　息を乱し、胸への愛撫を続ける様子をなすすべもなく見つめていると、ふと視線を上げた彼と目が合う。端正な顔に眼鏡を掛けたままの成島が微笑み、片方の手を澪の太ももに這わせながら言った。

「感じやすいね。こっちはどうかな」

「……っ」

　ストッキング越しに脚の間を撫でられ、澪は身体をこわばらせる。

　胸への刺激で熱を持ったそこは、下着の内側がじんわりと湿っていた。それを感じたらしい彼が、微笑んで言う。

「ああ、もう熱くなってる。……ほら」

「や……っ！」

　ストッキングの中に入り込んだ手が、下着の上から花弁をなぞる。布越しに敏感な突起に触れられた瞬間、身体の奥から甘い疼きがこみ上げて、澪は息をのんだ。

「んんっ……」

　絶妙な力加減で繰り返し割れ目をなぞられ、蜜口がどんどん潤んでいくのがわかる。

　心とは反対に、たやすく反応してしまう身体が情けなかった。声を出すまいと必死に息を詰める澪に、指の動きを止めないまま成島が口づけてくる。そのとき猛烈な衝動がこみ上げ、気づけば澪は彼の唇に強く噛みついていた。

「……っ」

　彼がびっくりしたように顔を離し、こちらを見る。涙目で睨みつける澪を見下ろしてしばし絶句していた成島は、やがて血のにじんだ唇を舐めて笑った。

「へえ、そう簡単に流されないってわけだ。──面白い」

　穏やかな口調は変わらないものの、彼を取り巻く空気が微妙に変化するのを肌で感じ取り、澪はじわりと危機感を募らせる。

　もしかして自分は、間違ったやり方で成島を刺激してしまったのかもしれない。そう思った瞬間、室内に電話の着信音が鳴り響いた。

「あ……」

　それは床に落ちたままの、澪のスマートフォンから発せられていた。ディスプレイに表示されているのは先ほどかかってきた番号で、澪は目を瞠ってつぶやく。

「この番号、日下さん……？」

　するとそれを聞いた成島が腕を伸ばし、床からスマートフォンを拾い上げる。彼は指を滑らせ、電話に出た。

「もしもし。……ああ、日下くん？」

　どうやら日下はマンションの入り口まで来ていて、部屋番号の確認のために電話してきたらしい。成島が楽しそうに答えた。

「部屋番号は、二〇一二だよ。玄関の鍵は開いてるから、そのまま部屋に上がってきて」

　通話を切った彼は立ち上がり、壁面のパネルでオートロックを解除する。

　澪はその隙にソファの上に急いで身体を起こすと、乱れた衣服を直そうとした。しかし成島が腕をつかみ、押し留める。

「いいよ、そのままで」

「えっ……」

「日下くんに見せつけてやればいい。彼がこの光景を見てどんな顔をするか、君も興味あるだろう？」

　あまりにも悪趣味な提案に、澪の頭にカッと血が上る。こんな姿を日下に見られて、楽しいはずがない──そう思いながら、目の前の彼を睨みつけて言った。

「馬鹿なこと言ってないで、離してください」

「まあまあ」

　立ち上がろうとした澪を、成島が笑って背中から抱き込んでくる。いつしか敬語を使う余裕すらなくしながら、澪は必死に身をよじって言った。

「嫌だって言ってるでしょう。ふざけた真似はやめて……っ」

　顔を見て訴えようとした途端、グイッと強く後頭部を引き寄せられ、口づけられる。

　強引に押し入ってきた舌が口腔を舐め、澪は喉奥からくぐもった声を漏らした。

「んぅっ……ん……っ……」

　ザラリとした舌が絡みつき、喉奥まで探ってくる。そのままソファに押し倒され、胸のふくらみを握り込まれて、澪は彼の二の腕をつかんだ。

「やめて……先生……っ、んっ……」

　少し強めに胸の尖りを摘ままれた澪は、顔を歪める。抗議しようと口を開きかけるとキスで塞がれ、ただ呻くことしかできなかった。

　そうするうちにインターフォンが鳴り、日下が玄関の前まで来ているのがわかる。猛烈な焦りが募るものの、成人男性である成島の身体は重く、押しのけることができない。

（どうしよう……日下さんが来ちゃう……っ）

　じりじりとしているうちに時間ばかりが過ぎ、やがて玄関から人が入ってくる気配がした。かすかな衣擦れの音がし、リビングのドアが開く。

　そしてしばしの沈黙のあと、低い声が響いた。

「……何をやってるんだ」

　戸口に立った日下が、眉をひそめてこちらを見ている。

　成島に押さえ込まれた状態の澪は、羞恥で涙目になった。ノースリーブのサマーニットは首までまくれ上がり、ずらされたブラのカップから胸のふくらみが零れ出ている。スカートも大胆にめくられて、下着があらわになってしまっていた。

　澪の上に覆い被さった成島が、微笑んで答えた。

「身体の相性を確かめてるだけだけど？　いずれ結婚するなら、こういうことも大事だと思ってね」

　それを聞いた日下が成島を睨み、舌打ちする。彼は不快さを隠さずに言った。

「仮にも縁談相手に対して、会って早々にすることじゃないだろう。しかも俺をわざわざ呼びつけて見せつけるなんて、牽制にしても悪趣味だ」

　日下が大股でソファに歩み寄り、澪の腕をつかむ。そして強い力で易々と身体を引き起こしながら告げた。

「帰るぞ。俺が送っていく」

　澪が慌てて衣服を整えるのを、成島はそれ以上邪魔しなかった。彼は床に散らかった澪の私物を日下がバッグに入れるのを眺めていたが、やがて口を開く。

「及川さんが君と僕のどちらかを選びやすいように、三ヵ月間お試しでつきあうことにしたんだ。この行為は、その一環だよ」

「一環って……」

「身体の相性は大事だろう？　途中で君が来たから最後まではしてないけど、僕としては彼女をすごく気に入ってる。見てのとおり可愛いし、感度もいいし」

　チラリと意味深な視線を向けられ、澪はカッと頬を赤らめる。先ほど成島の手管にさんざん乱されたことを、揶揄された気がした。彼は余裕の顔で笑い、日下を見た。

「ライバルの君がどんな人間か気になってたから、会えてうれしいよ。三ヵ月間、僕は自分なりのアプローチをして及川さんを落とすつもりだけど、そのあいだ君が彼女と会っても一切関知しない。好きにしていい」

　成島は自信たっぷりで、その態度が癇に障った様子の日下が低く答える。

「あんたに『好きにしていい』なんて許可される筋合いはない。俺の行動に口出すな」

「ははっ、それもそうだね」

　日下に肩を引き寄せられて促され、澪は成島を気にしながら玄関に向かおうとする。すると彼は、ニッコリ笑って言った。

「じゃあね、及川さん。──また連絡するよ」







　マンションから出ると、午後二時の外はひどく蒸し暑かった。

　エレベーターの中での日下は無言で、それは今も同様だ。彼が成島の言葉に苛立っているのを感じ、澪は居心地の悪さを噛みしめる。

（日下さんが、わざわざここまで来てくれたのはどうして？　……無視することもできたのに）

　成島からされた行為を思い出すたび、落ち着かない気分になる。

　優しくて大人の落ち着きがあり、かつ澪が通う大学の准教授である彼が、まさか会って二度目で性的な接触をしてくるとは思わなかった。

（日下さんが来てくれなかったら、あのまま成島先生のいいようにされていたかもしれない。……助けてもらったお礼を言うべきかしら）

　そんな考えが頭に浮かんだものの、隣を歩く日下は近寄りがたい雰囲気で、どうにも話しかけづらい。

　彼はここまで来るのに車ではなく、公共交通機関を使ったらしい。駅に向かって歩きながら、日下がおもむろに口を開いた。

「会ったばかりの相手とあんなことをするなんて、元華族のお嬢さまは意外に尻が軽いんだな。部屋に入るなりいきなり濡れ場を見せられて、びっくりした」

「……っ」

　彼の指摘が胸に突き刺さり、澪は言葉を失う。

　先ほどの光景を、日下はそんなふうに見ていたのだ。気づけば涙がポロリと零れていて、それを見た彼がぎょっとして言った。

「おい、泣くなよ。さっきのは同意の上だったんだろ？」

「……同意してないもの」

　いきなり有無を言わさず行為に及ばれたときの混乱がよみがえり、澪はバッグの持ち手を強く握る。

　必死にそれ以上涙が出ないように気持ちを押さえながら、説明した。

「成島先生のお宅にお邪魔してすぐ……三ヵ月の〝お試し交際〟を提案されたの。いきなり結婚するより、そっちのほうがいいだろうって」

　成島は澪を気に入ったものの、身体の相性は大事だと語った。もし合わなければ離婚事由になり得る、それでは結婚自体が無駄になると。

　それを聞いた日下が、苦虫を噛み潰したような顔になってつぶやく。

「適当なこと言いやがって。それならそれで、もっと時間をかけるべきだろう」

　彼は深くため息をつき、澪を見つめて言った。

「だったらさっきのあれは、不本意だったってことだよな。そうとは知らず、あんたを貶めるような言い方をして悪かった。最初もそうだけど、俺はだいぶ言い方がきついみたいだ。反省してる」

　澪は首を横に振る。確かに日下は言葉がきつい部分があるが、すぐに反省して謝ってくるところは好感が持てる。成島に対して毅然とした態度を取り、自分をあの部屋から連れ出してくれたことにも、感謝していた。

　澪はうつむき、言葉を探しながら言った。

「成島先生が……言ってたわ。二人のうちどちらかを選ぶのは確かにわたしだけど、そもそもこの縁談は困窮した及川家を助けるためのものなんじゃないかって。それなのに上から目線でいるのは、おかしいって」

「…………」

「わたし、夫になる人を選ぶのは自分だって考えて、縁談の主導権を握ることでプライドを保とうとしてた。でも……それは間違ってたわ。あなたたちのどちらかに結婚相手として望まれなければ、家族の暮らしが立ち行かなくなるんだもの」

　だから今後も成島と会わなければならない──と澪は思う。

　彼は多少強引な手段を取ってきたが、態度に粗暴なところは一切ない。むしろ自分は成島を上手く転がして、手玉に取るくらいの気概がなければ駄目なのかもしれない。

（そうよ……結婚することがゴールじゃない。わたしの家族が生活に困らないように、援助を続けさせなければならないんだから）

　澪は足を止め、日下を見つめる。そして頭を下げて礼を述べた。

「わざわざ成島先生のマンションまで来てくれて、ありがとう。でもあなたは、わたしとの縁談を受ける気はないのよね？」

「……それは」

「さっきは心の準備がないままあんなことをされたから混乱したけど、家のために結婚するなら、我慢しなければならないことはたくさんあると思うの。だからわたしは、今後も先生と会うつもり」

　澪の覚悟を悟ったのか、日下が複雑な表情になる。彼はこちらを気遣うように問いかけてきた。

「あんたはいいのか？　それで」

「仕方ないわ。父はあまり仕事向きではない人のようだし、わたしが縁談を受けるしかないんだもの」

　日下が深々とため息をつく。彼は気が進まない様子ながらも、澪に思いがけない提案をしてきた。

「──もし困ったことがあったら、俺に相談しろよ」

「えっ？」

「乗りかかった船だからな。あんたはどうも世間知らずな感じがして、危なっかしい」

　澪は戸惑い、彼を見つめる。そして小さく言った。

「でも日下さんは、わたしに興味ないって……」

「確かに縁談を受ける気はないけど、俺にもいろいろしがらみがあって、親にせっつかれてるのは確かだ。まあそれを抜きにしても、放っておくのは寝覚めが悪いし」

　日下の申し出をどう捉えていいのか、澪は迷う。

　昨日のスーツ姿とは違い、グレーのインナーの上に紺色のシャツを羽織り、黒のパンツを合わせたラフな格好の彼は、思いのほか真摯な眼差しで告げた。

「一人で抱えきれなくなったら、電話しろ。──話を聞いてやることくらいはできるから」








　　第五章









　Ｓ大の川崎キャンパスは緑豊かな高台に位置し、敷地面積は広大だ。

　農学部と理工学部の一年生から四年生、そして院生が学んでいて活気がある。月曜の二時限目、成島は三年生を対象にした常微分方程式の講義を行っていた。

「ここでは行列の対角化の応用として、定数係数の連立常微分方程式の解法をやっていきます。Ａをｎ次正方行数とするとき、関数 y1(x),...,yn(x) に関する微分方程式は……」

　授業の概要は、線形常微分方程式の解の作る空間について理解し、かつその厳密解を求められるようになることだ。

　二時限目の講義が昼の十二時半に終わり、成島は自分の研究室に戻る。今日は午後の講義はなく、学内の委員会が一件と夕方からゼミがある予定だ。それまでは書類作成などの事務仕事をこなしつつ、書きかけの論文を執筆しようと思っていた。

（二、三日中に書き終えられるかな。英語のチェックをしてくれる人も頼まないと）

　理系の大学教員の評価は勤務期間で決まるものではなく、審査付き論文の数で決まる。

　教授を目指す場合、年間少なくとも一本の審査付き論文を必要とされるが、中には十本書く者もいるため、気が抜けない。しかも執筆は英語表記が推奨されており、ひとつの執筆にかなりの時間を要していた。

　その他の評価の基準は、担当する授業数や卒論生や修士、博士の修了者の人数、そして学内の委員会の仕事ぶりや学会での成果と、専門分野の受賞歴も対象になる。准教授になって一年の成島は、そうしたさまざまな仕事を抱えて日々忙しくしていた。

（食堂、今はまだ混んでるだろうな。人が少なくなった頃に行こう）

　そう考え、パソコンを立ち上げて書類のフォーマットを呼び出した成島は、ふいに一昨日のでき事を思い出す。

　二日前の土曜日、成島は及川澪を誘ってランチデートをした。その後ドライブに行こうとしたとき、彼女の携帯にもう一人の縁談相手である日下冬真から電話がかかってきて、成島は彼を自分のマンションに来るよう誘った。

　日下が到着する前に澪に手を出したのは、わざとだ。自分たちの親密な様子を見せつければ、彼は澪を諦めるかもしれない──そんな計算と牽制の意味があった。

（なかなか硬派そうな青年だったな。……でも、俺のことを睨みつけてきた）

　日下は鋭さのある精悍な顔立ちの持ち主で、しなやかな体型と高い身長が印象的だった。

　彼は服がはだけた状態の澪、そして上に覆い被さる成島を見て眉をひそめ、不快感をありありとにじませながら「仮にも縁談相手に対して、会って早々にすることじゃないだろう」とこちらの行為を咎めてきた。

　日下が澪を連れ帰ろうとしたため、成島は彼に向かって「澪が自分と日下のどちらかを選びやすいように、三ヵ月間お試しでつきあうことになった」と告げた。一連のやり取りを思い出した成島は、ふと微笑む。

（あんな愛想のない顔をしてるけど、彼は存外お節介な性質のようだ。わざわざ俺のマンションまで来るのは、及川さんに対して無関心じゃないってことの証なんだけど、わかっててやってるのかな）

　本当に縁談を断るつもりなら、彼女と関わりを持たないほうがいいはずだ。なのに日下は、成島が呼びつけてから三十分以上かけてわざわざマンションまでやって来た。

　それはすなわち、彼が澪を巡る〝ゲーム〟に参戦したことに他ならない。今後日下がどう関わってくるかを想像し、成島はワクワクした気持ちを押し殺した。

（やっぱり及川さんがあれだけの美人だから、無視できなくなったのか？　もしくは親父さんから縁談を受けるように、強く言われたか）

　両方かもしれない──と成島は考える。

　日下友幸は、父が縁談話をしている際に無理やり割り込んできた男だ。是が非でも及川家と姻戚関係になるべく、息子に発破をかけているに違いない。

　そして当の澪はといえば、成島が仕掛けた淫靡な悪戯に動揺していた。これまで男性とつきあったことがないという彼女は、成島の手管にただ翻弄されていたものの、キスの途中で噛みついてくるという気の強さも見せた。

　恥辱と誇り高さが入り交じった眼差しを思い浮かべ、成島は笑みを浮かべる。

（最初から少しやりすぎたかな。彼女は俺を警戒してるかもしれないけど、成島家うちか日下家のどちらかから援助を受けなければ困るのはわかっているはずだ。だから俺からの誘いを、断ることはできない）

　とはいえ、強引な手段を取って嫌われては元も子もない。日下が今後も関わってくる可能性を考えれば、澪の気持ちをこちらに繋ぎ留める努力をしなければならないだろう。

　仕事が一段落した夕方六時半、成島は澪の携帯に電話をかけた。五回ほどコールが鳴ったのちに、彼女が電話に出る。

『はい、及川です』

「及川さん？　成島です。今、電話大丈夫かな」

　澪が少し硬い声で「大丈夫です」と答える。成島は穏やかに言った。

「一昨日のことを謝りたくて、電話したんだ。やっぱり怒ってるかな、初デートで君に触れたりして」

『それは……』

　彼女が言いよどみ、声が尻すぼみになる。成島は言葉を続けた。

「しかも日下くんまで巻き込んだのは、明らかにやりすぎだったって反省してる。だから直接会って、謝らせてほしいと思って。今どこにいる？」

『まだ大学です。ちょうど五時限目が終わったところなので』

　澪が「……でも」とモソモソ言う。

『このあとちょっと、図書館で調べ物をしようと思っていたんですけど……』

「僕も今から大学を出るから、そっちに行くには少し時間がかかる。一時間後に、表参道駅でどうかな」

　彼女が了承し、成島は「じゃあ、あとでね」と言って通話を切る。そして手の中のボールペンをクルクル回しながら考えた。

（ずいぶん歯切れが悪かったな。たぶん心情的には、「繋がりを切るわけにはいかないのはわかってるけど、ほとぼりが冷めないうちは会いたくない」ってところか。さて、どう攻めよう）

　グイグイ押してばかりでは、澪のように初心な女性はきっと逃げようとする。ならばここは一旦引いて、意外性のある行動をとるべきだ。

　そう方針を決めた成島は、パソコンを終了させて立ち上がる。上着を手に取り、研究室の鍵を閉めると、意気揚々と廊下を歩き出した。





＊　＊　＊






　大学図書館は構内の北側に位置する、地上三階建ての建物だ。閲覧席数は一五〇〇席、蔵書数一〇五万冊を誇る。

　そこに向かいながら通話を切った澪は、スマートフォンを手にじっと考え込んだ。

（成島先生、一昨日のことを謝っていたけど……本心なのかしら）

　二日前の土曜の記憶は、まだ鮮烈だ。彼の手管にさんざん翻弄され、なすすべもなく喘がされたのを思い出し、澪はじわりと頬を赤らめる。

（先生に会って、どんな顔をしていいかわからない。だってあんな恥ずかしいことをされて、まだ心の整理がついてないんだもの。……でも）

　自分に与えられている時間は、あまりない。早急に父の会社への援助を確約させなければ、数ヵ月後には一家で路頭に迷う羽目になるだろう。

　本当はこちらの了承を得ずに身体に触れた成島には、苦手意識もあった。だが日下に縁談を受ける気がない以上、本命は成島だ。もし彼がまだ昨日のような接触を仕掛けてきても、自分に拒否権はない。そう考え、澪は目を伏せる。

（日下さんの気持ちも、よくわからない。最初はわたしに興味がないって言ってたくせに、「放っておけない」なんて）

　成島のマンションを出たあと、日下は澪を自宅の最寄り駅まで送ってくれた。

　そして「もし困ったことがあったら、俺に相談しろ」「あんたはどうも世間知らずな感じがして、危なっかしい」と言った。その言葉の意味をどう捉えるべきか、澪はずっと思い悩んでいる。

（日下さんが気遣ってくれるのはうれしいけど、あの人に相談したところで何も変わらない。このままいけば、わたしは先生と結婚することになるんだし）

　結婚が確定の流れなら、せめてこちらの利となるように上手く立ち回らなくてはならない。成島に翻弄されず、むしろ自分が振り回すくらいでなければ──それが一昨日のでき事を経て、澪が心に決めたことだった。

（家族を守るためなら、わたしは悪女にだってなる。先生に抱かれるくらい、何でもないわ。要は結婚ってそういうことだし、身体を使って言うことを聞かせられるなら、かえって都合がいい）

　心の中にある処女らしく潔癖な部分、そして未知の体験への怯えは、あえて見ないふりをする。

　そして明日の小テストに向けての予習に取りかかった。配布された現代フランス語の統辞論のプリントから、実際の使用例や正確な使い分け方をノートにまとめ、例題を解く。

　集中してこなし、四十五分後に図書館を出ると、外はすっかり日が暮れていた。大学から表参道駅までは、徒歩五分だ。時刻は午後七時二十五分で、Ａ３出口で待っていると、やがて横から声をかけられる。

「ごめん、待たせたかな」

　現れた成島は、白のＶネックカットソーにベージュのジャケットを羽織り、黒のパンツという、適度な抜け感のあるオフィスカジュアルな服装だった。

　相変わらず端整な顔に、黒縁の眼鏡がよく似合っている。澪はドキリとして身体をこわばらせた。

「あ……」

　一昨日彼にどんなふうに触られたか、そのとき感じた混乱をまざまざと思い出し、手のひらにじわりと汗がにじむ。

　ドクドクと心拍数が上がり、成島の顔を正視できずに思わず視線を泳がせると、彼が突然謝罪してきた。

「──土曜日は本当にごめん」

「……っ」

「君の気持ちを考えずにあんな行為に及んだことを、深く反省してる。家の経済状況を盾に関係を迫るなんて、男として情けない話だ。どうか許してほしい」

　いきなり謝られた澪は、戸惑いをおぼえた。

　一昨日の成島はいかにも世慣れた大人の男としての顔を見せ、こちらをたやすく翻弄してきた。澪が日下と共に帰るときも余裕の表情を崩さなかったのに、この豹変ぶりは一体どうしたことだろう。そう思いながら、澪は慌てて彼に声をかける。

「あの……お顔を上げてください。こんなところでする話でもありませんし」

「この二日間、君に謝りたくて落ち着かない気持ちだった。しかも日下くんにまで見せつけるような真似をして、軽蔑されても仕方ないと思ってる」

「…………」

「土曜日はあれから、まっすぐ帰った？」

　成島に問いかけられ、澪は頷く。

「はい。……日下さんが、自宅の最寄り駅まで送ってくれたので」

「彼は、君との縁談を受けるつもりだって？」

「いえ。そういうわけではないみたいなんですけど、わたしのことを放っておけないって言っていました。『困ったことがあったら、連絡しろ』とも」

　それを聞いた成島が目を瞠り、どこか考え込む様子で「……へえ」とつぶやく。彼はすぐに表情を改めると、澪を見下ろして思いがけないことを言った。

「実は今日、僕は縁談を辞退しようと思って及川さんに連絡したんだ。あんなことがあった以上、君は僕をもう信用できないだろうと思って」

「えっ？」

　澪は驚き、成島を見る。

　まさか彼がこんなことを言い出すとは思わず、咄嗟に何と答えていいかわからなかった。日下が縁談を受けないなら、消去法で彼が自分の〝本命〟となると考えていた。一体どうやって手玉に取ろうかと思案していただけに、辞退を申し出られるのは想定外で、澪は慌てて口を開く。

「あの……っ、わたしは成島先生を信用できないとは思っていません。現にこうして、謝ってくださっていますし」

「でも君は、途中で僕に噛みついてきただろう？　会って二度目であんな展開になるのは、望んでいなかったんじゃないか」

「そ、それはそうですけど……」

　澪は目まぐるしく考える。

　このまま彼に、辞退されるわけにはいかない。援助を申し出てくれた成島家か日下家の者と結婚しなければ、家族の生活が立ち行かなくなってしまう。

（何とか先生を……繋ぎ留めないと）

　澪は顔を上げ、目の前の成島に向かって言った。

「一昨日先生がおっしゃっていたとおり、わたしの結婚を条件に援助していただかなければ、及川家は破産しなければなりません。ですからどうか、辞退するという考えを撤回していただけませんか。お願いいたします」

　頭を下げて懇願する様子を、彼がじっと見つめているのがわかる。

　駅の周辺は人が多く、こんな中で男に必死に食い下がっている自分に、惨めさがこみ上げた。先ほどは成島がこちらに頭を下げていたが、わずかな時間で立場が逆転した形だ。

　生ぬるい風が吹き抜け、スカートの裾をかすかに揺らしていく。やがて彼が口を開いた。

「君は怒ってないの？　このあいだ僕にされたことを」

「怒って……いません。途中で噛みついてしまったことも、お詫びいたします。大変申し訳ありませんでした」

「なるほど。そこまで下した手てに出てまで、援助を受けたいってわけか」

　さらりと言われた言葉が、澪の心に突き刺さる。

　だがそれは、事実だ。たとえ意に染まぬ相手に頭を下げて媚を売っても、自分は家族を守りたい。

　惨めさを噛みしめながら頭を下げたままでいると、彼が「顔を上げてくれないか」と言った。

「君の気持ちは、よくわかったよ。だったら一昨日ことは、お互いに水に流そう。これからは、もっとよく知り合えるように努力していくってことでいいかな」

　澪は弾かれたように顔を上げ、小さく問いかける。

「……いいんですか？」

「いいよ。及川さんのことは、すごく気に入ってるしね。君が僕を受け入れてくれるなら、結婚を前向きに考えたい」

　成島の態度は至って穏やかで、澪の心に安堵が広がる。彼がにこやかに言った。

「じゃあこれからは、澪ちゃんって呼ばせてもらおうかな。〝お試し〟とはいえ、婚約者候補なわけだし」

「は、はい」

「ご飯でも食べに行こうか。何か希望はある？」

「嫌いなものはないので、何でも大丈夫です」

　成島の提案で、タクシーで二十分ほど走り、神楽坂に移動する。

　ビルの三階にある鉄板焼店は、木のぬくもりが漂う和モダンな内装で、ラグジュアリーな空間だった。成島はワイン、澪はウーロン茶で乾杯し、まずはズワイ蟹のサラダが出てくる。そのあとは目の前でシェフがウニやあわび、伊勢海老などを順番に焼き始めた。

「澪ちゃんは、どうしてフランス文学科に入ったの？」

　問いかけられ、澪はウーロン茶を一口飲んで答える。

「今まで何度かフランスに行ったことがあって、あちらの歴史や文化に興味を持ったんです。英語以外の言語を日常会話レベルで話せるようになりたかったのも、入学の動機のひとつです」

「なるほど。確かにグローバルなビジネス展開をしている会社が多い今は、複数の言語を操れたほうが就職も有利だろうね」

「先生は准教授ですから、学会で英語を使われますか？」

「うん。英語は話せるけど、論文の執筆にはいつも時間がかかってる。専門用語がややこしくて」

　焼き有機野菜はれんこんやズッキーニ、かぼちゃ、アスパラなどで、こんがりとした焼き目と色合いが食欲をそそった。メインの黒毛和牛のシャトーブリアンに舌鼓を打ち、最後のデザートまで食べると、かなりのボリュームだ。

　店の外に出たのは、午後九時半近くだった。ここからなら飯田橋駅から総武線に乗り、新宿で小田急線に乗り換えるのがスムーズだろうか。澪がそんなふうに考えていると、成島が言う。

「タクシーで、家まで送っていくよ」

「いえ。電車で帰りますから、大丈夫です」

「女の子を一人で帰すほど野暮じゃないよ」

　微笑んで言われ、澪はそれ以上断れずに一緒にタクシーに乗り込む。

　夜の首都高は、昼間より幾分空いていた。車窓から流れる夜の街を眺めていると、渋谷の手前辺りでふいに成島が運転手に向かって言う。

「すみません、行き先は上目黒に変更でお願いします」

　澪は驚き、隣に座る彼を見つめる。そして戸惑いながら問いかけた。

「先生、どうして……」

「うちに寄っていって。帰りはちゃんと送るから」

「でも」

　時刻はもうかなり遅く、誰かの家を訪問する時間帯ではない。すると成島が、ニッコリ笑って言った。

「あまり遅くなると、ご両親が心配する？」

「は、はい」

「じゃあ僕から澪ちゃんの自宅に、電話を入れておこうか」

　彼がポケットからスマートフォンを取り出そうとして、澪は慌てて首を振る。

「そこまでしていただかなくて大丈夫です。わたしから母にメッセージを送れば……」

「そっか」

　心臓がドクドクと、速い鼓動を刻む。このまま彼のマンションに連れていかれたら、自分は一体どうなるのだろう。

　そんなことを考えているうちにタクシーは首都高を降り、旧山手通りを進む。そして一昨日も訪れたタワーマンションの前に停車した。

　精算を済ませた成島がオートロックを解除して中に入ると、カウンターにいたコンシェルジュが頭を下げてくる。彼が壁面にカードキーをかざしてエレベーターを呼ぶのを、澪は気もそぞろに見つめていた。

　やがて成島の家に到着し、「どうぞ」と促された澪は、靴を脱ぐ。しかしリビングの戸口で立ち止まり、中に入るのを躊躇っていると、彼が笑って言った。

「どうしたの？　そんなところに立ち尽くして」

「先生、わたし……」

「──おいで、澪ちゃん」

　優しいが有無を言わさぬ響きで名前を呼ばれ、澪はおずおずと成島がいるソファに歩み寄る。

　すると強い力で腕を引き寄せられ、彼に抱きしめられた。

「あ……っ」

　硬い胸の感触、そして成島の匂いに昨日の記憶が呼び覚まされ、澪は身体をこわばらせる。にわかに焦りが募り、腕を突っ張って彼と距離を取ろうとした。

「待ってください、あの……っ」

「──拒むの？　僕らは結婚前提のつきあいのはずなのに」

　澪はギクリとして成島の顔を見た。

　ほんの二時間前、縁談の辞退を申し出てきた彼を引き留め、「君が僕を受け入れてくれるなら、結婚を前向きに考えたい」という発言を引き出したのは、確かに自分だ。

　彼がニッコリ笑い、澪を見つめ返しながら言う。

「一昨日の件はお互い水に流して、これからもっとよく知り合えるように努力していくってことになったはずだよ。もう忘れた？」

「わ、忘れていません……けど」

「だったら少しずつ慣れてほしいな。男女づきあいには、こうしたスキンシップが必ずついて回るものだし」

「スキンシップ……」

　成島の言うことには、一理ある。

　そもそも彼と結婚するなら、身体の関係は避けては通れない問題だ。家に対する援助と引き換えに、何でもする──そう覚悟を決めたはずだった。

（そうよ……そのために、先生に頭まで下げたんだから）

　グルグルと考え込む澪を安心させるように、成島が言う。

「心配しなくても、急いで事を進めたりしないよ。初心者の君に合わせて、ちゃんと段階を踏むと約束する」

「ほ、本当ですか……？」

「うん」

　彼は微笑み、澪の頬を撫でて言った。

「──まずは、キスとハグからだ」







　成島の大きな手が頬を撫で、指先が耳元をくすぐって、澪はビクッと身体をこわばらせる。

　カーテンが開け放された大きな窓からは、きらめく夜景が見えた。柔らかな間接照明が灯る部屋の中、ソファに座ったまま彼に抱き寄せられた澪は、緊張して息を詰める。

　成島は片方の腕で澪の身体を抱き寄せながら、もう片方の手で後頭部に触れた。そして髪を優しく梳き、やんわりと掻き混ぜてくる。

「……っ……」

　彼の指の腹が頭皮に触れた瞬間、ゾクッとした感覚が走って、澪は驚きに息をのむ。

　ただ頭に触れられているだけなのに成島の力加減は絶妙で、じわじわと顔が赤らんだ。その感覚は触れられるほどに強くなり、震える息を吐いた澪は思わず目の前の彼の肩に額を押しつける。すると成島が、楽しそうに言った。

「耳も頭も、小さくて可愛い。髪もサラサラできれいだ」

「…………」

「それに、すごく感じやすいし」

「ぁっ……！」

　頭を撫でていた手がスルリとうなじを包み込み、その乾いた感触と体温に澪は小さく声を上げる。

　彼の大きな手は首の細さや顎の下を愛でるように撫で、肩甲骨や背中までくまなく辿ってきた。その動きはひどくゆったりとしていたものの、じわじわと性感を煽るような触れ方で、次第に澪の呼吸が乱れていく。

　いたたまれなさが募って顔を上げた途端、成島と視線が合った。

「あ、……」

　間近で見る彼の顔は端整で、目を離せなくなる。そんな澪の頭を成島が引き寄せ、口づけてきた。

「……んっ」

　身体がビクリと跳ね、つい唇をきつく引き結んでしまう。

　しかし彼は焦らず、何度も触れるだけのキスを繰り返した。やがて根負けした澪がほんの少し唇を開くと、そこから舌をもぐり込ませてくる。

「……っ、……ぅっ……」

　ぬめる柔らかな感触に、じわりと体温が上がる。

　緩やかに舌を絡ませ、徐々に深くを探られて、澪は小さく喘いだ。気づけば成島の腕に深く抱き込まれていて、そのシャツを強く握っている。ときおり息継ぎをする程度に唇を離され、すぐに角度を変えて塞がれて、いつまでもキスが終わらない。

　ようやく解放されたとき、澪はすっかり息を乱して彼にもたれ掛かっていた。それを受け止めながら、成島が笑って言う。

「キスくらいでぐったりして、澪ちゃんは本当に可愛い。ちょっと触るだけでビクビク反応するし」

　澪は潤んだ目を伏せる。そんな様子を眺め、彼はこちらの髪を撫でて甘くささやいた。

「今日はここまでにしよう。──これから先が楽しみだな」








　　第六章









　金属資源部は社内でも花形だが、ようやく下積み期間から脱却しつつある日下は上から指示される細かな仕事をすることが多い。

　指導する社員は二人いて、入社六年目の安あん藤どうと、課長の中なか田ただ。彼らは社長の息子である日下を指導するのを最初「やりにくい」と思ったようだが、二年目である今は遠慮なく仕事を申し付けてくる。

　昼休憩から戻るなり安藤に呼ばれ、日下は「はい」と返事をした。

「メキシコのプエブラ州の会社法を、法務部と現地店とでクリアにしておいてくれるか？　あと税制も、経理部と確認しといて」

「わかりました」

「あと、リオデジャネイロオフィスの今こん野の拠点長にも、今朝のミーティングの内容について報告を頼む」

「了解です」

　矢継ぎ早に仕事を頼まれた日下は、デスクでパソコンを開きつつ段取りを考える。

（リオとの時差はマイナス十二時間だから、現地は今、深夜の一時過ぎか。今野拠点長が朝に出勤するときにちょうどメールを見られるようにするには、午後八時半までに送らないと）

　ならば先ほど頼まれたことをこなしつつ、午後八時半までにメールに添付する資料を作成しなければならない。

　早速作業を始めながら、何気なく卓上カレンダーを見た日下の脳裏に、及川澪のことが思い浮かぶ。

（あれから連絡はないけど……やっぱりあの男と会ってるのかな）

　もう一人の縁談相手である成島は三十代で、眼鏡の似合う知的な男だった。

　顔立ちは端整で、住んでいるところや服装にも経済的な余裕が垣間見え、おそらく誰が見てもイケメンだと思うに違いない。そんな成島は明らかにこちらを煽ってきて、それを思い出した日下は不快さを押し殺す。

（あの男なら、彼女を上手いこと言いくるめてさっさとモノにしそうだよな。心配だし、一度連絡を取ってみるべきか）

　澪は成島からされた行為に動揺しつつも、「今後も成島と会うつもりだ」と発言していた。

　その横顔には二十歳という若さには似合わぬ悲壮なまでの覚悟がにじんでおり、それを見た日下は彼女に対する評価が変わるのを感じた。

（苦労知らずのお嬢さまかと思っていたけど、彼女なりに真剣に縁談について考えてるんだな。……最初に冷たい態度を取ったりして、悪いことをした）

　父の友幸からは、月曜に澪についての進捗を聞かれた。日下が渋々「最初に泣かせたことは謝罪した」「連絡先を交換した」と答えると、彼は発破をかけてきた。

『とにかく及川家の娘と会って、とっととモノにしろ。この俺の息子が女の一人や二人、たやすく落とせなくてどうする。モタモタしてると、成島の息子に出し抜かれるだろう』

（ああいう下品なところが「成金」つて陰口を叩かれる一因なんだって、親父はわかってないんだろうな。……でも）

　父の意向に従うのは業腹な上、仕事を優先するべき今は結婚など考えられないが、後継者から外すことを仄めかされるとそうもいかなくなる。

　結局澪にも中途半端に関わってしまい、どっちつかずの立場に追い込まれている現状に、日下の中に苦い思いがこみ上げた。

（今の俺の態度は、かなり優柔不断だ。親父の思惑に乗るのは納得いかないが、成島とかいう男も気に食わないし、いっそ腹をくくるべきか……）

　そのときスマートフォンが鳴り、日下はディスプレイを見る。電話をかけてきたのは父の友幸で、指を滑らせて「はい」と電話に出た。

『冬真、今電話大丈夫か』

「大丈夫です」

　職場のため、あえて敬語で応えると、彼が言う。

『今夜八時に、銀座の料亭で会食がある。宇津木商事の社長と会う予定で、お前も連れていくと言ってあるから、何を置いても参加しろ』

　宇津木商事は同業他社で、日下興産より少し大きい規模のグループ企業だ。

　最近、旧財閥系の大企業である八嶋物産と業務提携し、業界内での存在感が増している。その社長との会食に自分も呼ばれているのなら、後継者として紹介してもらえるということだ。日下は父に対して答えた。

「わかりました。行きます」

　友幸は出先から直接向かうつもりらしく、「くれぐれも遅れないように」と念を押し、店の名前を伝えてきた。電話を切った日下はスマートフォンで住所を検索し、ブックマークしておく。

（会食か。さっさと仕事を終わらせないとな）

　集中して仕事をこなした日下は、午後七時二十分頃に会社を出た。

　最寄駅から銀座までは、丸ノ内線一本で行ける。駅から八分ほど歩いて目的の店に着いた日下は、受付で名前を告げた。

「日下という名前で、予約が入っていると思うのですが」

「はい、承っております。お連れさまはもうご到着されておりますよ」

　和服姿の女将に案内され、磨き上げられた廊下を進む。

　そして奥の個室の前まで来ると、彼女が美しい所作で襖を開けた。そして「ただいまお茶とおしぼりをお持ちいたします」と言って去っていき、日下は室内に向かって声をかける。

「失礼します、日下です。……」

　てっきり父か宇津木商事の社長がいると思っていた日下は、驚きのあまり言葉を失くす。

　床の間のある広々とした和室の中にいたのは、澪だった。座布団にきれいな姿勢で正座していた彼女は、日下を見て挨拶してきた。

「あ……こんばんは」

「何であんたが、ここに」

　思わずそんなつぶやきを漏らすと、澪が困惑した顔で答える。

「何でって、日下さんのほうから誘ってくれたんでしょう？　だからわたし……」

「────」

　そのときポケットの中でスマートフォンが鳴り、日下はディスプレイを見た。そこに表示されていたのは父の名前で、急いで電話に出る。

「親父？　これは一体どういうことだ」

『ああ、もう店に着いていたのか』

　友幸は上機嫌な声で言った。

『宇津木商事との会食の話は、嘘だ。お前がいつまでもモタモタしてるから、お膳立てしてやろうと思ってな。及川家に電話をかけて、お前の名前で令嬢を呼び出しておいた』

「……余計なことを」

『何が余計だ。せっかく呼び出してやったんだから、上手くやれ。確実に令嬢を繋ぎ留めるんだ、いいな』

　一方的に通話が切られ、日下はため息をついてスマートフォンを閉じる。すると澪が、遠慮がちに問いかけてきた。

「あの……もしかして日下さんは、知らずにここに呼び出されたの？　だったらわたし、もう失礼するから」

　会話で事情を察したらしい彼女にそう言われ、日下は答える。

「いや。確かに俺は知らずにここに来たが、あんたが帰ることはない」

「……でも」

「座ってくれ」

　座布団から腰を上げかけていた澪が、気まずそうに腰を下ろす。襖を閉めて室内に入った日下は、彼女の向かいに座って頭を下げた。

「どうやらお膳立てしたのは、うちの親父のようだ。わざわざそっちの家まで電話をかけて、ここの予約を……。騙したみたいで、ごめん」

「あ、ううん、そんな」

　澪が首を横に振って言う。

「このあいだのお礼を言いたくて、いつ日下さんに連絡を取ろうかって考えていたの。でも、たぶんお仕事が忙しいし、週末のほうがいいかと思っていたら、自宅に電話があったって母から聞いて」

　そのとき廊下から「失礼いたします」と仲居の声が響き、冷たいおしぼりとお茶を出される。

「お料理のほう、お運びしてもよろしいでしょうか」

「お願いします」

　飲み物のオーダーを聞いた仲居が、部屋を出ていく。日下は目の前に座る澪に問いかけた。

「それでその後、どうなんだ」

「えっ？」

「あの男とまだ会ってるのか？」

　すると彼女は狼狽した様子で視線をさまよわせ、どこか言いにくそうに「……ええ」と頷く。それを見た日下は、じっと考えた。

（気まずそうなのは、こっちに引け目を感じてか？　……それとも、このあいだみたいなことをされているのか）

　やがてよく冷えた瓶ビールとウーロン茶が出され、同時に氷が敷き詰められた盆の上に青紅葉と一緒に盛りつけられた美しい八寸が運ばれてくる。

　仲居からお酌を受けた日下は、グラスを掲げて言った。

「じゃあ、とりあえず乾杯」

　八寸は初夏らしいメニューで、生ウニとフカヒレの煮凝りや鰻の黄身焼き、蛸とズイキの梅肉和えなど、味も彩りも素晴らしい。旬菜は涼やかなガラスの器に素麺と叩きオクラ、ニシンと茄子の旨煮が盛りつけられており、上に載った茗荷の風味が爽やかだった。

　料理に箸をつけながら、日下は目の前の澪を観察する。今日の彼女は、黒のパフスリーブのトップスに大きな花柄がプリントされた白いスカートという服装で、相変わらずお嬢さま然として品が良い。

　セミロングの髪は適度な緩さのあるアップスタイルにまとめられ、細い首元と控えめなデザインのアクセサリーを引き立てている。

（……きれいな子だよな）

　最初に見たときも思ったが、透明感のある肌と猫を思わせる大きな目、清楚な美貌を持つ澪は、文句なしの美人だ。所作もエレガントで美しく、その物腰からは育ちの良さが如実ににじみ出ている。

　そんな彼女は先週、服を乱された姿で成島に組み敷かれていた。帰り道では泣いていたはずなのに、「家のために、今後も彼に会う」と話していた澪は、もしかするともう成島に抱かれてしまったかもしれない。

　ふいにそんな想像が頭をかすめ、日下はじわりと不快感をおぼえる。

（何だこれ。……彼女が何をしようと、俺には横槍を入れる権利はないのに）

　グラスのビールをぐいっとあおると、仲居が絶妙なタイミングで新しい瓶ビールを運んでくる。日下はふと思いつき、澪に向かって言った。

「あんたも飲むか？」

「えっ？」

「確か、二十歳になったんだろ？」

　すると彼女は戸惑った様子を見せ、小さく言う。

「二十歳にはなったけど……まだ一度もお酒を飲んだことがなくて」

「じゃあビールじゃなく、もっと飲みやすいもののほうがいいか」

　仲居に相談すると、口当たりの甘いスパークリングの日本酒を勧められる。

　やがて運ばれてきた発泡清酒を、澪がこわごわと一口飲んだ。そしてすぐに目を輝かせ、こちらを見る。

「美味しい……！　フルーティーで甘くて、これなら飲めそう」

「そうか、よかった」

　明るい表情になった彼女は思いのほか可愛らしく、日下もつい笑みを浮かべる。それを見た澪が目を瞠り、ポツリと言った。

「日下さん、笑うとすごく優しい顔になるのね。普段からそういう顔をすればいいのに」

「そんなに変わるか？　別に意識はしてないけど」

「いつもはこーんなむっつりした顔をして、愛想もまったくないわ。背が高いだけでも無駄に威圧感があるんだから、もっと周囲に気を使うべきじゃない？」

　自分の顔真似をする彼女が可愛く、日下はつい噴き出す。少しリラックスしてきたのを感じながら手酌で自分のグラスにビールを注ぎ、澪に向かって言った。

「あんたは喋ると、少し雰囲気が変わるな。黙ってればおしとやかに見えるのに、結構ポンポン言い返してくるし」

「そ、そんなことないわ。……言い返したりなんか」

　自覚があるのか言葉が徐々に尻すぼみになり、彼女は気まずさを紛らわせるようにグラスの中身を飲む。それを見た日下は、やんわりと忠告した。

「口当たりがいいからってグイグイいくと、あっという間に酔っぱらうぞ」

「平気よ。これ、まるでサイダーみたいだし」

　しかし煮物の椀が出てきた頃、澪の頬がほんのりと赤くなってくる。しぐさも何となく緩慢になっていて、日下は呆れて言った。

「ほら見ろ、酔ってきた。飲み物は水かウーロン茶にして、酒はもうやめろよ」

「しょうがないじゃない。……初めて飲んだんだから」

　むくれた澪が、渋々グラスをテーブルに置く。それを見ながら、日下は気になっていたことを問いかけた。

「あんた、もう一人の縁談相手を〝先生〟って呼んでるけど、あいつは一体どういう素性の奴なんだ？」

　すると彼女は、水を一口飲んで答える。

「成島先生は、わたしが通うＳ大の准教授なの。理工学部で数学を教えてる」

「同じ大学？　それって周囲にばれたら、問題になるんじゃないのか」

「キャンパスが違っていて履修科目の被りもないから、きっとばれないんじゃないかしら。今回の縁談が持ち上がるまで、わたしはあの人のことをまったく知らなかったし」

　聞けば成島の年齢は三十一歳で、澪より十一歳年上らしい。いくら縁談相手とはいえ、同じ大学の准教授という立場で二度しか会っていない彼女にあんなことをする成島に、日下は否定的な気持ちを抱く。

（それだけの年齢差があって相手も若いんだから、普通はもっと気を使うべきじゃないのか？　……よく手を出せるよな）

　しかも彼は「君が彼女と会っても、自分は一切関知しない」と余裕の表情でこちらを挑発してきて、それを思い出した日下の中にじわじわと反発心が募る。

　そんな日下を尻目に、澪がうつむいて言った。

「実は──先週のでき事の二日後、先生が謝ってくれたの。『君の気持ちを考えずにあんな行為に及んだことを、深く反省してる』って」

　成島は「家の経済状況を盾に関係を迫るなんて、男として情けない話だ。どうか許してほしい」と謝罪し、その上で縁談の辞退を申し出てきたという。日下は驚いて彼女を見た。

「辞退するって？」

「ええ。『あんなことがあった以上、君はもう僕を信用できないだろう』っていうのが、先生の意見だった。だからわたし……どうか考え直してほしいって、あの人にお願いした」

　結婚を条件に経済的な援助してもらわなければ、及川家の破産は免れない。

「何としても家族を守りたい」と考えた澪は、成島に対して縁談を辞退しないでいてくれるよう頭を下げたらしい。彼女が言葉を続けた。

「先生はわたしの気持ちをわかってくれて、土曜日のでき事はお互いに水に流すことになったわ。そして──『これからは、もっとよく知り合えるように努力していこう』って言われたの」

　しかしその〝努力〟には、性的な接触も含まれるというのが彼の主張だった。

　結局、澪は月曜と昨日の二回成島と顔を合わせ、〝結婚前提〟のつきあいとして二人きりの時間を過ごしたという。それを聞いた日下は眉をひそめ、低くつぶやいた。

「……要するに、もうヤったってことか？」

「ち、違うわ。先生は初心者のわたしに合わせて、少しずつ事を進めるって約束してくれて……まだそこまではいってないっていうか、その……途中、までで」

　しどろもどろに答える彼女を見つめ、日下はふつふつとした苛立ちを押し殺す。

（ふざけるな。──それは全部、あの男の計算だろう）

　おそらく成島は澪に揺さぶりをかけるため、わざと縁談の辞退を申し入れたに違いない。

　そして焦った彼女が思い留まってくれるように懇願し、それを鷹揚に受け止めることで、上手く立場を逆転させたのだ。「君に頼まれたから、結婚を前向きに考える。だから性的な接触も受け入れるべきだ」と納得させて──。

（やり方が汚なすぎる。世間知らずな年下の女を言葉巧みに言いくるめるなんて、どれだけ悪知恵が働くんだよ）

　幸か不幸か、澪はそうした成島の計略に気づいていない。

　ただ純粋に家族のためを思い、彼の意のままに頭まで下げて、「成島に縁談を辞退されなくてよかった」と考えている彼女が、日下は哀れだった。

（そこまでして家族を守りたいのか？　まだ二十歳なのに、自分の気持ちを犠牲にしてまで）

　澪に苦行を強いている両親は、一体何を考えているのだろう。日下はそんな怒りの感情をおぼえる。〝家のため〟という大義名分の下、年若い娘に結婚させようとしている彼らは、良心の呵責を感じたりしないのだろうか。

　しばらくじっと考え込んだ日下は、やがて顔を上げる。そして目の前の彼女を見つめ、問いかけた。

「──なあ、もし俺も縁談相手になるって言ったら、あんたはどうする？」

「えっ？」

　澪がびっくりした顔をして、日下を見る。彼女は戸惑った様子で言った。

「でも……日下さんは、縁談に興味はないはずだったんじゃ」

「確かに最初はそう思ってた。名家の令嬢を息子の嫁に迎えたがっている親父の思惑に、乗りたくなかったのも事実だ。俺は……親父に対して、いい感情を持ってないから」

「…………」

「でも何度か会って話しているうちに、家のことを真剣に考えているところとか、つらい状況から逃げずに一生懸命なところを前にして、見る目が変わった。俺が力になれるなら助けてやりたいと思ったし、何ていうか『放っておけない』っていう庇護欲が湧くんだよな、あんたを見てると」

　日下は「だから」と言って、澪に真剣な眼差しで告げる。

「成島が言ってた〝お試し交際〟に、俺も参加したい。あいつと俺のどっちが結婚相手としてふさわしいか、あんたの目で確かめてほしいんだ」

　それを聞いた彼女が、じわりと頬を赤らめた。そして躊躇いの表情で確認してくる。

「日下さんは……本当にそれでいいの？　わたしは成島先生とあなたを、天秤にかけようとしてるのに」

「構わない」

「先生とはこれからも会うし、最終的には日下さんではなくあちらを選ぶこともありえるわ。それでも？」

「成島じゃなく、俺に惚れさせればいいんだろ。そうなるように全力を尽くす」

　澪が「……全力って」とつぶやき、瞳を揺らした。その様子を微笑ましく思いながら、日下は考える。

　この気持ちが成島への対抗心なのか、彼女への同情なのかは、わからない。あるいは両方かもしれないが、目の前の澪に対しては確かに好意がある。

（これも何かの縁だ。彼女がどっちを選ぶかはわからないけど、関わると決めたからには、俺なりに誠実に向き合う）

　中途半端に関わってしまった自分にモヤモヤしていたが、決断するとすっきりした。日下は笑みを浮かべ、彼女に向かって言った。

「そういうわけだから。──これからよろしく、お嬢さま」





＊　＊　＊






　初めて飲んだ酒は口当たりのいい発泡清酒で、つい飲み過ぎてしまった。

　しかし目の前の日下からの申し出は、そんな酔いも吹き飛ぶほどの驚きだ。酔いも手伝って、澪はまだ上手く状況を飲み込めずにいた。

（日下さん、最初はすごく愛想が悪かっただけに、何だか調子が狂う。……どんな顔をすればいいのかしら）

　先週の土曜日以降、何かとこちらを気にかけてくれる彼を前にすると、胸がきゅうっとする。

　だが縁談を前向きに考えてもらえるのをありがたく思いつつも、成島か彼かを選ばなくてはならないという状況に、悩ましさも感じた。

（そうよ……日下さんだけじゃない。わたしは、成島先生とも）

　──ふいに澪の脳裏に、成島と過ごした時間のことがよみがえる。

　月曜日は身体を撫でられ、深いキスをされた。ただ触られているだけなのに、彼の触れ方はゾクゾクするほど官能的で、性的なことに免疫のない澪はたやすく腰砕けにされた。

　そして、昨日は──。

「おい、顔が赤いけど、本当に大丈夫か？　もし気分が悪いんだったら」

　ふいに日下にそう声をかけられ、澪はハッと我に返る。

　淫靡な記憶を思い返していたことに、にわかに恥ずかしさをおぼえた。澪と成島がどんな時間を過ごしたのか、日下は知らない。そんな自分が日下ともつきあうのがはたして正しいことなのか、ふと躊躇いがこみ上げる。

（でも……）

　実家への援助を条件に結婚する自分は、二人のうちどちらかを選ばなくてはならない。

　それは同時に「自分が妻として望んでもらえるか」という一面も持っていて、それを見極める手段として〝お試し交際〟は必要だ。

　澪は表情を取り繕い、極めて何でもないように答える。

「平気。……何でもないから」







　どこか気もそぞろに食事を終え、料亭を出る。夜の銀座はかなりにぎわっていて、昼間より幾分涼しくなった風が吹き抜け、酒で火照った頬に心地よかった。

　こちらを振り向いた日下が澪の顔を見つめ、ふと笑う。

「やっぱりほっぺた赤いな。本当に気分は悪くないか？」

　突然腕を伸ばした彼に頬に触れられた澪は、ドキリとしながら答える。

「だ、大丈夫。……ちょっと、ふわふわしてるだけで」

「それを酔っ払ってるっていうんだ。家までタクシーで送っていくよ」

「あの、平気。一人で帰れるから」

　慌てて答えた澪は、日下に小さく問いかける。

「日下さんのお住まいって……？」

「うちは東田端。山手線沿線で一番家賃が安くて、庶民的なところだ」

　家賃の話をするということは、彼は実家ではなく独り暮らしなのだろうか。澪は遠慮がちに言った。

「東田端なら、わたしを家まで送ったあとで日下さんの自宅に行くと、すごく遠回りになってしまうわ。タクシーなら乗ってるだけで着くし、一人でも大丈夫だから、心配しないで」

「まあ、それもそうか」

　日下は胸ポケットからスマートフォンを取り出し、画面を操作しながら告げた。

「改めて連絡先を交換しよう。会えそうなときに、メッセージを送る」

　ＱＲコードをかざしてメッセージアプリの友達登録をし、メールアドレスも交換する。

　彼は澪をタクシーに乗せると、運転手に「これで行ってください」と言いながら料金トレイに一万円札を置いた。

「じゃあ、またな」

「……おやすみなさい」

　タクシーのドアが閉まり、車体が緩やかに動き出す。シートに背中を預けた澪は、高鳴る胸の鼓動を押し殺した。

（わたし、ドキドキしてる。……日下さんが〝お試し交際〟の相手になって）

　こんなことを考えるのは、もしかすると不謹慎だろうか。二人の男性を天秤にかけている状況なのに、日下に優しくされてうれしいと思う自分がいる。

（これからどうなるんだろう。……日下さんと先生、二人と会って、どちらかを選ばなきゃいけないなんて）

　不安と戸惑い、そしてかすかなときめきが、胸を疼かせる。

　窓から道路を行き交う車のランプを眺めながら、澪は自宅に着くまでの二十分余り、じっと物思いに沈み続けた。








　　第七章









　朝の光が差し込む部屋の中、電話越しに依子の元気な声が響く。

『ええー、ほんとに？　日下さんとも〝お試し交際〟することになったの？』

　土曜の朝九時半、澪は自室でフランス語文法演習の課題をやりながら、スピーカーにしたスマートフォンに向かって答えた。

「昨日のお食事は、あちらのお父さまが勝手にセッティングしたものだったみたい。それで日下さんといろいろ話しているうちに……そういうことになってしまって」

『ふーん。彼がいきなり考えを変えたのって、何か理由があるのかなあ？　だって最初に澪ちゃんが会いに行ったとき、かなりの塩対応だったんでしょ』

　確かにその点は、澪も気になっている。

　昨日話した中で、日下は「自分の父親に、いい感情を持っていない」と言っていた。それなのに確執のある父親の意向に従うのは、一体なぜだろう。

（何か打算があって、わたしとの縁談を了承した？　……でも）

　彼は澪のことを、「放っておけない」と言った。

　家のことを真剣に考えているところや、つらい状況から逃げずに一生懸命なところを前にして、見る目が変わったのだと。

（信じていいのかしら。あの人が……真剣に結婚について考えてくれてるって）

　そんなふうに心が揺らぐ反面、澪の中に「期待しすぎては駄目だ」という思いが募る。

　この縁談は、政略結婚だ。あくまでも家への援助を引き出すのが目的であり、愛のある家庭を築くためではない。そもそも二、三ヵ月というわずかな期間で、愛情が育まれるわけがないと澪は考える。

（そうよ。愛情じゃなく、お金のために結婚するんだから。……より夫としてふさわしいほうを見極めて、かつ相手にもわたしを選んでもらうのが、〝お試し交際〟の目的だわ）

　そう決意する澪を尻目に、スマートフォンから依子ののんびりした声が響く。

『私も会ってみたいなー、その二人に。もし好みだったら、澪ちゃんがお断りしたほうを狙うのもありかも』

　確かに依子は、高級スーパーを経営する会社のお嬢さまだ。成島と日下とも、家柄的に釣り合いは取れるかもしれない。

　そのときスマートフォンから短い不規則な電子音がし、澪はディスプレイを見る。するとキャッチホンが入っていて、名前は〝日下〟となっていた。澪は急いで本体を手に取り、依子に向かって早口で言う。

「ごめんなさい依子ちゃん、日下さんから電話がきたみたい。切っていい？」

『えー、やったじゃん！　じゃあ、またかけるねー』

　彼女が通話を切り、澪は画面を素早くタップする。そして電話に出た。

「もしもし、及川です」

『──ああ、日下だけど』

　低い声が鼓膜をくすぐり、澪はドキリとする。日下が言葉を続けた。

『もう起きてたか？　今日は休みかと思って、電話したんだ。もし忙しかったら……』

「お、起きてたわ。今は自分の部屋で、課題をやっていたの」

『そっか。大学生だもんな』

　電話の用件は、「何も予定がないなら、どこかに出掛けないか」というものだった。昨日の今日での彼の行動の早さに驚きつつ、澪は返事をする。

「別に何も予定はないから、大丈夫」

『──成島あいつとは？』

　ふいに切り込むような声音でそう問いかけられ、澪は内心ドキリとしつつ、精一杯平静な声で答えた。

「今日はまだ、あちらからは何も連絡がきていないから……」

『そうか、よかった』

　日下は渋谷駅での待ち合わせを提案してきて、澪は頷く。

「じゃあ、十時半とかでいい？」

『ああ。メトロのＡ３ａ出口にいてくれ』

　通話を切った澪は、一息つく。そして目まぐるしく考えた。

（何を着ていこう。日下さん、一体どこに連れていってくれるつもりなのかしら）

　クローゼットから何枚もの服を取り出し、あれこれ悩んだ挙げ句、シフォン素材の黒いワンピースにする。

　深いＶ字の首周りとパフスリーブがフェミニンな印象で、籠バッグと茶色いフラットなパンプスでナチュラルな色味を添えた。

　今日は梅雨の谷間の晴れの天気で、外に出ると気温がぐんぐん上がっているのがわかる。電車に乗って渋谷駅まで出た澪は、指定された出口の前で日下を待った。するとしばらくして、横から声をかけられる。

「ねえ、君一人？」

　声をかけてきたのは、大学生とおぼしき二人の男性だ。彼らは興味津々の眼差しで澪を見つめ、誘いをかけてきた。

「もしかして、友達と待ち合わせ？　俺らと一緒に遊ばない？」

「友達も一緒でいいからさ」

　どう見ても二人の目的はナンパで、澪はバッグの持ち手を強く握って言いよどむ。

「……あの」

（どうしよう……）

　下手に断って、相手が逆上したりしたら怖い。そう思った瞬間、彼らの背後から低い声が響く。

「──俺の彼女に、何か用？」

　そこにいたのは、日下だ。自分たちより高い身長で、上から睥睨するような目つきの彼を前に、男たちが顔を引き攣らせる。

「あ、いや……俺たちは、別に」

「行こう」

　一人が連れを促し、二人はそそくさとその場を立ち去っていく。それを見送った日下が、澪に視線を向けて呆れた顔で言った。

「何でナンパなんかされてるんだよ。危なっかしいな」

「わ、わたしのせいじゃないでしょ。あの人たちが……いきなり声をかけてきたから」

　言い返しつつも、「どうやってナンパを断ろう」と考えていた澪は、彼が来てくれたことにホッとしていた。

　今日の日下は、グレーの五分袖のカットソーに黒のクロップドパンツを合わせ、足元は白のスニーカーという適度に緩さのある恰好だ。腕時計と右肩に無造作に掛けた黒いリュックが、シンプルな服装のアクセントになっている。

　スーツのときとだいぶ印象が違うのは、髪の毛をラフに下ろしているからに違いない。澪はじんわりと頬が熱くなるのを感じた。

（……恰好いい）

　背が高くスラリとしている日下は、適度に筋肉質で均整の取れた身体つきをしている。

　野性味がある端整な顔立ちは眉をひそめると威圧感が増し、だからこそ先ほどの二人は逃げるように立ち去っていったのだろう。澪はさりげなく彼から視線をそらし、問いかけた。

「それで、これからどこに行くの？」

「まずは飯かな。辛いものとか、極端に苦手だったりするか？」

「いえ、多少は平気」

　土曜の渋谷は若者たちの姿が多く、ひどく混んでいる。

　日下が足を向けたのは、道玄坂の方角だった。じりじりとした日差しを感じながら人混みを縫って歩いていると、ふいに彼が謝ってくる。

「俺は運転免許は持ってるけど、車は持ってないんだ。歩かせて悪いな」

「せっかく免許があるのに、車は買わないの？」

　澪の素朴な疑問に対し、日下がさらりと答える。

「駐車場代が馬鹿みたいにかかるし、東京を移動するなら公共交通機関を使ったほうが速いだろ。まあ、車があればドライブとかは行けるけど」

　彼の発言は大企業の社長令息のものとは思えず、澪は内心首を傾げる。

（住んでいるところも東田端だって言っていたし、日下さんはずいぶん庶民的な人みたい。……何だか意外だわ）

「あんたはお嬢さまだから、普段歩いたりはしないんだろ。大学の行き帰りも、車で送迎してもらってるのか？」

「いいえ、徒歩と電車を乗り継いで通ってるわ。自宅から駅まで、毎日十分少々歩いてる。たまに電車では移動に時間がかかるところに行くとき、運転手さんの手が空いていたら乗せてもらったりはするけど」

「へえ」

　七分ほど歩いて着いたのは、ビルの一階にある素朴な雰囲気の店だった。開店前にもかかわらず、既に二十人ほどが並んでいて、人気店なのだとわかる。

「ここって……？」

「カレー屋だ。昔からよく来てる」

　確かに辺りには、スパイスの香りが漂っている。

　やがて開店し、カウンター席に案内された澪は、注文したものが運ばれてきたとき目を疑った。

「えっ……そんなに食べられるの？」

　カレーはトッピングの違う五種類から選べ、澪は〝トマトとチーズ〟を、日下はすべての具材を載せた〝全部盛り〟を頼んでいた。

　しかしその量が凄まじく、彼の皿は唐揚げやカツ、素揚げした数種類の野菜、トマトとチーズなどが山のように折り重なっている。これで値段が八〇〇円だというから驚きだ。

（わたしのも、かなりの量だけど……）

　野菜とトマトとチーズが載った皿は普通でもかなり大盛りで、澪は「全部食べられるかしら」と不安になる。

　それでも一口食べると甘みのあるルーの味が口いっぱいに広がり、思わず感嘆の声を漏らした。

「美味しい……！　そんなに辛くないし、味に深みがあって」

「だろ」

「日下さんのお皿、すごい量だけど大丈夫？」

「いつもこれなんだ。本当は大盛りも食えるけど」

　驚くことに、彼の食べている皿はこれで〝普通盛り〟らしい。

　日下は事も無げにスプーンを口に運び、皿の中身をどんどん平らげていく。澪も一生懸命食べるものの、半分ほどでお腹がいっぱいになってしまった。

（せっかく連れてきてくれたんだから、残さず食べないと……）

　そう考えるが、満腹感だけは如何ともしがたい。するとそれに気づいた日下が、あっさり言った。

「残していいよ。俺が食うから」

「えっ」

　澪の皿を持っていった彼は、たった今自分の分を食べ終えたとは思えないスピードで残りを口に運ぶ。澪はその光景を、呆然と見つめた。

「……日下さんって、そうは見えないけどすっごく食べる人なのね」

「まあな。学生時代はずっと運動してたから、このくらいは毎日普通に食ってたよ。今はこういう店に来ないかぎり、ここまでは食わない」

「何のスポーツ？」

「バスケ」

　確かに日下の高い身長と引き締まった体型は、スポーツをしていたからだと思えば素直に頷ける。

（でも……）

　自分の残したものを食べられるのは初めてで、澪はドキドキした気持ちを味わっていた。ごく自然に親密な態度を取られ、どんな顔をしていいかわからない。

（これって普通なの？　食べ残しを片づけるなんて、まるでちゃんとつきあってるカップルみたい）

　会計を済ませて外に出る頃には、多くの客が行列を作っていた。次に日下が歩いて向かったのは、またもや意外なところだった。

「ここって……」

「ＶＲアトラクションが楽しめる、アミューズメント施設。あんたはたぶん来たことないだろ」

　老若男女問わずにぎわっている館内に入り、受付をする。

　──結果的にＶＲアトラクションの施設は、かなり楽しかった。シューティングや絶叫系など、現実さながらの仮想空間を体験し、ひととおりやり終えた頃には澪はすっかり疲れ果てていた。

「すごい……ＶＲって聞いたことはあったけど、実際にやると本当にリアルなのね」

「きっとお嬢さまは、こういう体験はしたことないだろうなと思って。面白かっただろ」

　またもや出自を揶揄するような言い方をされ、澪はムッとして言い返す。

「そうやって、いちいち〝お嬢さま〟っていうのやめて。ちゃんと名前を呼ばないの、失礼だと思うわ」

　するとそれを聞いた日下が、笑って答える。

「確かにそうだな。だったらちゃんと名前を呼ぶよ」

「わ、わかればいいのよ」

「──澪？」

　いきなり下の名前を呼び捨てにされ、ドキリとして彼の顔を見つめる。じわじわと頬が熱くなっていくのを感じながら、澪は小さな声で言った。

「……どうして呼び捨てなの」

「だって俺が『澪さん』とか『澪ちゃん』とか呼ぶの、柄じゃないだろ。『及川』って呼ぶのも、友達とか会社の同僚みたいでおかしいし」

「そうかもしれないけど」

　日下はチラリと笑い、言葉を続けた。

「それに忘れたのか？　俺があんたを口説くつもりでいるの」

「えっ？」

「意識してほしいから、わざと呼び捨てにするんだ。わかれよ」

　澪は狼狽し、言葉に詰まる。

　こんな白昼堂々、周囲に人がいる状態で思わせぶりな発言をされて、何と返していいかわからなかった。しかし当の彼はまったく平然としていて、腕時計で時刻を確認する。

「一時半か。遊んで疲れたし、どっかで茶でも飲むか」

　そう言っておもむろに手を繋いで歩き出し、澪はびっくりして日下の横顔を見る。

「日下さん、手……」

　彼は涼しい顔をして答えず、澪は日下の手の大きさを強烈に意識する。

（すごく大きくて硬いし、それにあったかい。……考えてみればわたし、男の人と手を繋ぐのって初めてだわ）

　世の中の彼氏持ちの女の子たちは、皆こんなに甘酸っぱい気持ちを味わっているのだろうか。

　そのとき澪のバッグの中でスマートフォンが鳴り、それに気づいた日下が手を離す。澪は「ごめんなさい」と謝り、急いで取り出してディスプレイを見た。

（……あ）

　──電話をかけてきたのは、成島だ。

　一瞬どうしようか迷ったものの、結局澪は指を滑らせ、電話に出た。

「もしもし、及川です」

『澪ちゃん？　成島です』

　低く穏やかな声が耳をくすぐり、彼が言葉を続ける。

『土曜だし、何してるかなと思って電話したんだ。今は家？』

「いえ、今は……」

　澪は隣の日下をチラリと見上げ、正直に答える。

「日下さんと、渋谷にいるんです。一緒にご飯を食べて、ちょうどお茶しようと思っていたところでした」

『……日下くんと？』

　澪の言葉を聞いた成島が、意外そうに言った。

『彼は、どういうつもりで君と会ってるの？　縁談を受ける気はないって言ってたんだよね？』

「それは」

　そのとき日下が腕を伸ばし、澪の手からスマートフォンを取り上げる。そして電話の向こうの成島に向かって告げた。

「日下です、どうも。一応報告しておくけど、俺も澪と〝お試し交際〟を始めることになったんだ。だからあんたと、同じ立場ってことになる」

　彼はしばらく黙って成島の話を聞いたあと、再び口を開いた。

「関わると決めたからには、俺は澪に選んでもらえるように努力するつもりでいる。……ああ。今、彼女に代わる」

　日下がスマートフォンを差し出してきて、澪は慌てて呼びかける。

「先生、あの……っ」

『今、彼と一緒にいるなら仕方ないね。俺とは明日会ってくれる？』

「は、はい」

『じゃあ明日の午前、また連絡するよ』
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　空調の効いたリビングの中に、窓越しに強い日差しが降り注いでいる。

　今日は朝から晴れていて、外はだいぶ気温が上がっているようだった。通話を切った成島は、スマートフォンを手にしたままじっと考えた。

（日下がいつその気になるんだろうって考えていたけど、意外に早かったな。……しかも俺に、宣戦布告してくるなんて）

　先週の土曜日、このマンションまで来た日下の顔を、成島は思い出す。自分より数センチ高い身長、しなやかで筋肉質な体型の彼は、どこか尖った雰囲気が若さを感じさせた。

　日下は縁談に興味がないらしいと澪から聞いていたが、ここにきて彼が自分と同じ〝お試し交際〟を始める気になった理由を成島は思案した。

（親から「縁談を受けろ」って、よほど強く言われたとか？　……いや、たぶん違うな）

　日下の意志の強そうな眼差しを思い出し、成島は心の中でそれを否定する。

　おそらく澪に対して惹かれる部分があったからこそ、彼はライバルとして名乗りを上げたに違いない。そう結論づけた成島は、ふと小さく笑みを浮かべた。

　先週、澪を押し倒している自分を見て、日下は「仮にも縁談相手に対して、会って早々にすることじゃない」と渋面を作っていた。そんな彼は、今後どんな〝お試し交際〟をする気なのだろう。

（まさかプラトニックとか？　社会人二年目なら、まだ二十代前半だ。そんな年齢の男が、はたして性欲を我慢できるかな）

　澪に会うつもりの予定がなくなった成島は、溜まっていた家事をこなし、来週の出張のルート検索をしたり、学生の課題の採点をしたりして過ごす。

　そして翌日の日曜、夕方の五時に彼女の自宅まで車で迎えに行った。

「先生、わざわざ迎えに来ていただいてすみません」

「いいよ。僕から誘ったんだし」

　今日の澪はライトグリーンのノースリーブワンピースで、ウエストの大きなリボンが可愛らしい。ストラップサンダルとミルクティー色の革バッグが、いいアクセントになっている。

　ルーズに編み込んだ髪、華奢なデザインのネックレスとピアスがほっそりした首周りを引き立て、匂い立つような清楚な色気があった。車の助手席に乗り込んだ彼女が、控えめに問いかけてくる。

「あの、今日はどこに……？」

「天気もいいし、夕焼けを見ながら横浜まで行こうかなと思ってる。フレンチを予約しておいた」

　高速道路を使えば、四十分少々で移動できる距離だ。

　走り出した車の中、ハンドルを握る成島は、隣に座る澪の様子をチラリと窺った。彼女は前を向いて座っているものの、どことなく緊張しているように見える。

　それはやはり、昨日の件が関係しているのだろうか。そう考えながら、成島は口を開いた。

「──どうだった？　昨日」

「えっ？」

「日下くんとデートだったんだろ、渋谷で」

　すると澪はじわりと頬を赤らめ、どこか言いにくそうに答える。

「待ち合わせて……半日一緒に過ごしました。夕方には解散したんですけど」

「へえ」

「お昼は、ものすごく大盛りのカレー屋さんに行ったんです。日下さんが昔から通っているお店で、彼はわたしが残した分まで食べてくれて」

　その後、ＶＲアミューズメントを楽しめる施設に行ったり、カフェで休憩したり、日下の買い物につきあい、夕方には帰宅したという。成島は笑って言った。

「何ていうか、若いね。まるで学生のデートだ」

「そうなんです。わたし、今までそういう経験をしてこなかったので、昨日はすごく新鮮で。あんなふうに身体を動かすのも、意外に楽しいものなんだってよくわかりました」

　彼女の日下に対する反応が思いのほか好意的に感じ、成島はかすかに眉を上げる。

〝学生のデート〟という発言は遠回しの揶揄だったのだが、澪はそんなチープなデートが楽しかったらしい。

（確かにこの子は筋金入りのお嬢さまだから、大盛りのカレー店とか、アミューズメント施設には行ったことないかもしれないけど。……そういうのを新鮮だと思うのか）

　ほどほどに混み合う首都高を進み、横浜市内に入る。向かったのは、市の歴史的建造物に指定されたクラシックホテルだった。

　中に入っているフレンチレストランは日本におけるフランス料理のルーツのひとつになったとも言われ、数々の料理人を送り出した名店だ。豪華客船をイメージした店内はロマンチックかつ重厚な雰囲気で、Ｌ字型の大きな窓からは、みなとみらいからベイブリッジまでのきらびやかな夜景が見渡せる。

　席に通された澪は場の雰囲気に負けず、至って落ち着き払っていた。背すじの伸びた姿は優雅で美しく、他の席に座る男性からの羨望の眼差しを感じた成島は、優越感をおぼえる。

（やっぱりこの子は、こういう場所が似合う。臆した態度を取らないし、マナーもきっちりしていて）

　こうして会うようになって一週間が経つが、澪には同年代の女性にありがちな浮ついた雰囲気は微塵もない。受け答えは思慮深く、言葉遣いがきれいで聞き上手だ。それでいて知的好奇心が旺盛で、こちらの仕事に関してよく質問してくる。

「先生は数学者として問題を解くのがお仕事だと思うんですけど、解の求め方は勘なんですか？　それとも、いくつか違う手法を試して導き出す感じなんですか？」

　甘エビのタルタルにウニを載せたもの、そして菜の花のムースにズワイ蟹とそら豆を添えたサラダ仕立てを口に運びながら、成島は答える。

「両方かな。〝解きたい問題〟が山の頂上だとすると、そこに辿り着くにはいくつかのルートがあって、〝正しいルート〟がひとつしかない場合もある。でもやっぱり数学者としては、『誰も知らないルートを開拓したい』って思いが常に心の中にあるんだ。それを導き出すために山の周りをグルグル歩き回って、引っかかるところや難しいところを特定して、その部分を攻略するためにいろんなアプローチをする感じ。何を試しても正しいルートが見えてこなかったら、ちょっとその山から離れてみたり」

「新しい理論とか定理を、自分で発見したいってことですか？」

「そうだよ。『この問題を解くために、新しい理論を作った』っていうのが、数学者にとっては最高に栄誉なことなんだ。おそらくどんな数学者も目指してることだけど、そんなに簡単にはできないから、皆ずっと研究を続けてる。単発の問題を解くのが目的っていうより、ターゲットを解くために新しい理論を作って、その新しい理論が他の問題にも使えて、数学全体の発展に寄与するっていうのが理想だ」

　食事をしながら、成島は澪との会話を楽しんでいる自分に気づく。

　彼女の醸し出す空気や受け答えは、ストレスにならずに心地いい。いずれ結婚して生活を一緒にするなら、こうしたフィーリングは大事なのではないか。そう成島は考える。

（この子はどう思ってるんだろう。俺は年上な分、上手く甘やかしてやれると思うけど……）

　だが先ほど日下とのデートの話をした際、澪がキラキラと目を輝かせていたことが、成島の心に引っかかっている。

　何となく面白くないような、ザラリとしたこの感情は、一体何だろう。始めは「波風があったほうが面白い」と日下の参戦を喜んでいただけに、自分の気持ちの変化に釈然としないものを感じる。

「……生、先生？」

　気づけば物思いに沈んでいたようで、成島はふと我に返る。テーブルを挟んだ向かいに座る澪が、不思議そうにこちらを見ていた。

「どうかしました？　もしかして運転をして、お疲れなんじゃ……」

「ああ、ごめん。何でもない」

　桜鯛のポワレ、黒毛和牛のステーキの春野菜添えなどのメイン、そしてデザートとコーヒーに舌鼓を打ち、食事を終える。

　レストランを出た成島が向かったのは、ホテル内のクラブフロアにある部屋だった。スタッフに案内されて入った部屋の中、澪が困惑してつぶやく。

「先生、わたし、明日は大学が……」

　ドアの前に佇む彼女を振り返り、成島は微笑んで答える。

「知ってるよ、だから宿泊はしない。せっかく横浜まで来たんだし、たまには僕の部屋じゃなく趣向を変えようかと思って」

　一体何の〝趣向〟なのかまではあえて口にしなかったが、察しがついたらしい彼女が、いたたまれない様子で目を伏せる。

　室内は広々としていて、インテリアはモダンでラグジュアリーな印象だ。大きな窓の外にはきらめく横浜の夜景が広がり、ライトアップされたクルーズ船が何隻も見える。

　成島はダブルサイズのベッドに腰掛けると、澪に声をかけた。

「澪ちゃん。──おいで」

　呼ばれた彼女がおずおずと歩み寄ってきて、成島は目の前に立った澪の片方の手をつかむ。そしてその甲に口づけ、上目遣いに言った。

「君は本当に色が白いね。それにどこもかしこも細くて、すべすべしてる」

「…………」

「このあいだ、どこまでしたか覚えてる？」

　成島の問いかけに、彼女がじわりと頬を紅潮させる。ほっそりした身体を抱き寄せた成島は、その胸元に顔を埋めて言った。

「月曜は、キスとハグだったな。そして木曜日はここを、うんと可愛がってやった。手のひらで揉みしだいて、君の清楚な胸の先が赤く充血するまで、さんざん舐めてしゃぶって──」

「……っ」

「そしてじんわり湿った下着の上から、君の恥ずかしいところをいっぱい擦ってやった。布越しでもわかるくらいに熱くなって、ぬるぬるして……でも、直接は触れてない」

　澪の身体がこわばり、羞恥に震える声が懇願するようにささやく。

「やめて、ください……そんなふうに言うの」

「真実だろう？　……でも、感じやすくて可愛い」

　顔を上げた成島は、泣きそうに目を潤ませた彼女を微笑んで見つめる。腕を伸ばして頬を手のひらで包み、指先で耳元をくすぐりながら優しく言った。

「初心者である君のために、僕は約束どおりに段階を踏んでる。その努力は認めてくれないの？」

「それは……わかってます。でも」

「でも、恥ずかしい？」

　澪が頷き、素直なその様子を成島は「可愛いな」と思う。しかしもっと恥ずかしがるのを見たくなって、ことさら穏やかに提案した。

「僕としては、嫌がることをするつもりは毛頭ない。だから君からしてもらおうかな」

「えっ？」

「キス」

　彼女がドキリとした顔をし、こちらを見下ろす。そして明らかに狼狽した様子でつぶやいた。

「わたし……」

「もう何度もしただろう？　しかも僕らは、結婚を前提とした交際中だ」

　すると澪はぐっと言葉に詰まり、わずかな逡巡ののちに成島の頬に触れる。

　顔を傾けた彼女は、こちらの唇に触れるだけのキスをした。吐息の触れる距離で目を開けた澪が、小さく言う。

「こ、これでいいですか……？」

「全然足りない。──こうするんだよ」

　成島は彼女の後頭部を引き寄せ、深いキスをする。

　ぬめる舌を絡めて口腔を舐め尽くすと、澪が苦しそうに喉奥で呻いた。それに征服欲を煽られた成島は、何度か角度を変えながら執拗に柔らかな舌を貪る。

　ようやく唇を離したとき、彼女は上気した顔ですっかり息を乱していた。

「……っ……」

「可愛い。昨日、そういう顔を日下くんにも見せた？」

「えっ？　……ぁ……っ」

　答えを聞く間もなくベッドに押し倒し、細い身体に上から覆い被さる。

　首筋に顔を埋めて唇を這わせると、澪がビクッと身体を震わせた。手のひらで胸のふくらみを包み込み、やんわりと揉む。適度な大きさのそれは弾むような弾力が手に愉しく、ずっと触っていたいくらいだった。

　成島は彼女のワンピースの裾をまくり、太ももを撫でる。すんなりと細い脚はストッキングに包まれており、一旦上体を起こして言った。

「脱がすよ」

　サンダルとストッキングを脱がせた成島は、それを次々と床に放る。

　繊細なレースでできた下着があらわになり、澪が隠したそうなそぶりで膝を閉じようとした。それを押し留め、彼女の脚の間に自らの身体を割り込ませた成島は、下着越しに秘所に触れながら言う。

「澪ちゃんは清楚でおしとやかで、どこから見ても完璧なお嬢さまだけど、やってることは結構大胆だよね。こうして僕の求めに応じるし」

「……っ、それは、相性を確かめるためだって……先生が……っ」

「君は恥じらいながらも感じやすくて、僕はとても気に入ってる。時間さえ合えば、もっと頻繁に会いたいくらいに」

　下着の上からゆっくり花弁をなぞると、澪がピクリと身体を震わせ、息を詰める。それを眺めながら、成島は微笑んで提案した。

「今日は、直接触ってみようか」

　初めて身体に触れたときもここは少し触ったが、直接の接触はない。

　下着の中に手を入れた成島は、怖がらせないように慎重に花弁に触れる。蜜口はかすかに潤んでいて、愛液をにじませていた。ゆるゆるとなぞり、ぬめりを広げるような動きに、澪が「んっ」と声を漏らす。成島は花芽をやんわりと押し潰した。

「あ……っ」

　彼女の腰がわずかに跳ね、蜜口の潤みが増す。

　敏感なそこは触れると芯を持ち、指の腹を押し返してくるようになった。ときおり蜜口をくすぐってわざと淫らな音を立てながら、成島は澪に向かってささやく。

「澪ちゃん、口開けて」

「……っ、ぅ……っ」

　唇を塞ぎ、熱っぽい彼女の口腔に舌をねじ込む。

　絡ませて吸い上げ、喉奥まで探ると、澪がくぐもった声を漏らした。潤んだ眼差しを見つめて花芯を嬲り続ける動きに、秘所がトロトロと愛液を零す。

　そんな素直な様子を目の当たりにした成島の中に、目の前の澪に対するいとおしさがこみ上げた。そしてふいに、自分の気持ちに気づく。

（そうか。──俺は日下に、嫉妬しているのか）

　昨日、ライバルとして宣戦布告してきた日下が澪の痴態を見たかもしれないことに、成島は面白くない気持ちになっている。

　彼が言っていたとおり、自分たちの立場は対等だ。〝お試し交際〟を経て澪に選ばれたほうが、彼女と結婚する資格を持つ。

　縁談が持ち上がって以降、成島が澪と顔を合わせるのは今日で四度目だが、会うたびに好感が増しているのを感じていた。整った容姿はもちろん、にじみ出る上品さや洗練された物腰、落ち着いた受け答えが好ましく、一緒にいて退屈しない。

　加えて、快楽に素直な身体だ。異性と交際経験がないという彼女は当然ながら処女であるものの、恥じらいながらも反応するところや潤んだ瞳、甘い声に煽られ、少しずつ自分に馴らしていく工程が楽しくて仕方なかった。

（……でも）

　この身体に日下も触れていると思うと、じわじわと対抗意識がこみ上げる。

　しかも彼は昨日、電話口でさらりと「澪」と呼び捨てにしていた。そんな些細なことが癇に障る自分を青く感じ、成島は苦く笑う。

　キスを解いた成島は、澪の目元に口づけながら問いかけた。

「──昨日、どこまでした？　彼と」

「えっ……」

「俺に宣戦布告してきたってことは、日下くんは君に興味があるんだろう？」

　おそらく最後まではしていないだろうが、何かしらのことはしたに違いない。だがその問いかけに対する彼女の答えは、意外なものだった。

「し、してません……何も」

「してない？」

「はい。ご飯を食べて、普通に健全なデートで終わったので。……手は繋ぎましたけど」

　澪の言葉を聞いた成島は、しばし言葉を失くす。

　やがてじわじわとこみ上げてきたのは、笑いだった。こらえきれずに噴き出しながら、独り言のようにつぶやく。

「そうか。手を繋いだだけなんて、中学生みたいなことをするんだな」

　早速手を出したのなら、自分に向けてきれいごとを言っていたのを嗤ってやろうと考えていた。それなのに日下は、至って健全なデートをしたらしい。

　しかも学生かと思うほど、庶民的な内容だ。それが箱入りお嬢さまの澪を大切にしているように感じ、しかも彼女が楽しんだと聞いて、成島の心の一部がチリッと疼く。

（俺とは真逆の方向から攻めようってことか？　……面白い）

　澪を挟んで反対側にいる日下の存在を、成島は強く意識する。

　知らず笑みを浮かべている様子を見つめ、彼女が「先生……？」と声をかけてきた。成島は澪を見下ろし、乱れた髪を撫でてやりながら、ニッコリ笑う。

「面白いね。日下くんのことが好きになりそうだ」

「えっ？」

「もちろん俺は俺のやり方で、君を落とすつもりだけど。──今後彼がどう出てくるか、本当に楽しみだな」








　　第八章









　月の最終日で週末でもある金曜、金属資源部はひときわ忙しない空気に満ちている。

「日下、ベルギーの洋上風力発電所の案件、稟議書のドラフトを頼んでいいか？」

「はい」

「篠田たちと三人くらいに任せるつもりだけど、お前がリーダーで頼む。稟議書にどのレベルまでの役職者のハンコが必要か、確認しといてくれ。その際、押さなければならない人のスケジュールもちゃんと見ておけよ。あと案件組成の経過は、森本部長に定期的な報告が必要だ」

　日下は頭の中でやるべきことを整理しながら、直属の上司である中田に問いかける。

「事業計画書と併せて、どのビジネススキームが一番メリットがあるかを比較した資料も作成しますか？」

「ああ、頼む。財務モデリングを作って、一目で理解できるパワポのプレゼンも用意しなきゃならないな。その段階になったら、一度俺に声をかけて」

「わかりました」

　自分のデスクに戻った日下は、早速仕事に取りかかる。

　他の同期たちと仕事の割り振りをしたあと、必要な資料を集めるうち、あっという間に時間が過ぎた。時刻が昼の十二時半になり、オフィスの人がまばらになっているのに気づいた日下は、「飯でも食おう」と考えて立ち上がる。

　外の飲食店は混んでいる時間帯のため、ビルの地下にあるコンビニに足を向けた。

（麺類だと、食べ終えたあとに汁を捨てるのが面倒臭いな。サンドイッチにするか）

　カツサンドとミックスサンド、唐揚げ棒とブラックのコーヒーを手に、レジに向かう。

　オフィスに戻ってサンドイッチにかぶりつきながらマウスを動かし、日下は午後からの仕事の進行を考えた。

（稟議書のドラフトはまずは大まかに作って、家に持ち帰って日曜の夜までに書き上げよう。ハンコが必要な役職者とスケジュール確認、それに添付資料のまとめは、今日中にやっといたほうがいいな）

　おそらく今日は、午後八時過ぎには退勤できる。そう考えた日下は、スマートフォンを操作してメッセージを送った。

『午後八時頃に仕事が終わりそうだけど、今日は会えるか？』

　さほど待たずにバイブ音が鳴り、返信が届く。

『大丈夫です』

　彼女は五限目が午後六時半に終わり、その後は図書館で課題に関する調べ物をするため、八時の待ち合わせはちょうどいい時間だという。真面目な大学生らしいその返答に、日下はふと微笑んだ。

（金持ちのお嬢さまが腰掛けに通ってんのかと思いきや、すごく一生懸命に勉強してるんだよな）

　──本当に育ちのいい人間とは、ああいう子をいうのだろうか。

　縁談相手の澪と会うようになって、そろそろ一ヵ月半が経とうとしている。始めはまったく興味がなかったが、家への援助を取り付けるために結婚しようとしている彼女を放っておけず、日下は〝お試し交際〟に踏み切った。

　実際につき合い始めてみると、澪は今どき珍しいくらいに真面目で浮ついたところがなく、何事にも真剣に取り組む性格の持ち主だった。品のある佇まいはきちんとした家で育ってきたのを如実に表しており、ふと目を奪われる瞬間がある。

　その一方で、彼女には箱入り娘らしく世事に疎い部分があって、日下が連れていく庶民的なところにいつも興味津々だ。

　子どものように目をキラキラさせている澪を見ると、「わざわざ時間を割いてデートに来た甲斐があった」と思え、いつしか日下は彼女と会うのを楽しみにしていた。

　早々に昼食を片づけ、仕事に取りかかる。稟議書を大枠で作る傍ら、役職者のスケジュール確認や添付資料集めをこなし、何とか午後七時半過ぎに仕事を切り上げる目途をつけた。

「お先に失礼します」

「おう、お疲れ」

　残っている社員に挨拶し、会社を出る。

　澪との待ち合わせは、平日は大抵渋谷駅だ。彼女の大学から徒歩十分の距離で、かつ日下が普段通勤で使っているのが山手線のため、双方にとって都合がいい。

　駅に着いて地上に出ると、澪は先に来て人待ち顔で佇んでいた。今日の彼女は黒の半袖トップスに白のフレアスカートという恰好で、ヒラヒラした袖が二の腕の細さを際立たせている。

「お疲れ。待ったか？」

「ううん。今来たところだから」

　澪を促し、歩き始める。彼女がこちらを見上げて問いかけてきた。

「今日はどこに行くの？」

「刺身を食いたいから、和食の店」

　澪とのデートは、いつも気取らない庶民的な店をチョイスしている。

　それは彼女はおそらく高級店などに慣れていて、そうしたところに行っても目新しさがないと思ったからだ。事実、日下が連れていくところは澪にとって新鮮なようで、毎回楽しんでくれているのがうれしい。

　しかし今日行く店は、居酒屋ではなく割烹だ。駅から五分ほど歩いた路地裏にあるそこは、入ってみると一枚板のカウンターが印象的な高級感のある店だった。

「素敵なお店ね」

「ああ。たまに海外の客を連れてくることがあるんだけど、すごく評判がいい」

　おしぼりで手を拭きながら、澪が質問してくる。

「日下さんのいる金属資源部って、海外を相手に仕事をしてるの？」

「欧米とか発展途上国とか、仕事をする相手はさまざまだな。うちの会社は、銅やニッケル、石炭、鉄鉱石、亜鉛とかの金属資源の他に、天然ガスや石炭なんかのエネルギー分野も扱ってる」

　とはいえ若手である日下は、第一線で働く者たちのサポート業務に追われる日々だ。ときおり上司の海外出張に同行するものの、自分で投資案件を立案するまで至ってない。

　例えば今日頼まれた稟議書の作成は、事業への期待度や社会的意義、予想される収益など、プレゼンの場でされるであろう質問を想定してひとつひとつロジックを固めていかなくてはならない。もちろん自分一人ではなく、調査は若手の数人で手分けして作業することになるが、そうして苦労して作り上げたものを実際に発表するのは上司だ。

　こちらはそもそも会議に出席することすらできないのに、上司は若手が作った資料で饒舌にプレゼンし、かつ答えきれなかった質問を再びこちらに調査依頼してくる。

　そんな説明を聞いた澪が、瞳に同情を浮かべながらつぶやいた。

「……商社マンって、すごく大変なのね」

「そうやってコツコツ下積みしないと、案件を作るチームに入れないから。俺なんかまだペーペーだよ」

　彩りの美しい八寸やお造り盛り合わせが出てきて、日下は彼女の小皿に醤油を注いでやる。澪が遠慮がちに口を開いた。

「あの……日下興産は、日下さんのお父さまが経営されてる会社でしょう？　日下さんは、いずれ後を継ぐつもりで入社したのよね」

「まあ、そうだな」

「そうやって一般社員みたいに働いているのは、お父さまの方針なの？　後継者なら、初めから役職付きでもおかしくないんじゃ」

　日下はビールを一口飲み、笑って答える。

「『下積みから始めたい』って、俺が親父に進言したんだ。経営者になるには、現場の空気や仕事のプロセスを、ちゃんと知っておくべきだと思ったから」

「日下さんってあまり大企業の御曹司っぽくないっていうか、すごく庶民的よね。普通はブランド物のスーツを着ていたり、高い時計を着けていたり、パッと見でだいたい素性がわかるものだけど、そうじゃないし」

「意地みたいなものかな。なるべく親父の恩恵は受けたくないっていう」

　澪が不思議そうに「意地？」とつぶやく。日下は頷いて言った。

「うちの親父は一代で会社を大きくして、確かにものすごく商才があると思う。でも人間性は最低で、昔から愛人を何人も囲って、ろくに家に帰って来なかったんだ。俺のおふくろは気が弱くて繊細で、自分の夫に文句ひとつ言えないような性格だったから……精神的に病んでしまった」

　気鬱から体調を崩しがちだった母親は、日下が高校二年生の頃に自死してしまった。

　彼女が夫の愛人からさんざん嫌がらせを受けていたと知ったのは、死後に日記を読んだときだ。同じ家に住んでいた日下は、母の苦しみにまったく気づかなかった。

「電話や手紙で『友幸さんと別れろ』と迫られたり、外から家の敷地内にゴミを投げ込まれたり、直接会いに来てひどい言葉をぶつけられたり……いろいろされてたみたいだ。でもおふくろは俺に心配をかけまいと、そんなことは一言も話さなかった」

　遺書には一人息子を残して逝くことへの謝罪が綴られており、日下は母親の葬儀のあと、「母さんが死んだのはお前のせいだ」と言って友幸を殴った。激昂した父が殴り返してきて、周囲の人間が慌てて割って入るほどの壮絶な親子喧嘩となった。

「親父は愛人の一人が嫌がらせをしていたことはまったく知らなくて、さすがにそいつとの関係はすぐ切ったみたいだ。それから俺には充分な生活費を渡すだけで全然口もきかなくなったけど、大学に進学するときに当たり前のように言われた。『大学卒業後は、日下興産に入社しろ』って」

　友幸に対して強い反発心を抱いていた日下は、当初その命令を無視するつもりでいた。しかし自分の将来を真剣に考え、結局父の後を継ぐことを了承した。

「あいつが持ってる金も会社も、いずれ全部奪ってやろうって心に決めた。下積みから始めて周りが納得するくらいの実績を積んで、至って合法的にだ。でも大学の学費はおふくろが俺を受取人にしてくれていた死亡保険金で出したし、実家を出てバイトで生活費を稼いで、親父からは一銭ももらわずに卒業した。今も実家には帰らず、自分の給料だけで暮らしてる。まあ、社長を継ぐまでは極力あいつの世話にはなりたくないっていう、意地みたいなもんだ」

　澪が複雑な表情で話を聞いている。日下は苦く笑い、鮪の刺身を口に放り込みながら続けた。

「俺が社長の息子っぽくないのは、そういう事情があるからだ。俺の就職先は商社で、同年代の男より多少給料はいいだろうけど、莫大な金額をもらってるわけじゃない。いずれ親父の後は継ぐから、そのときはそれなりの資産家にはなる。でも今は、しがないサラリーマンだ」

　グラスの中のビールを飲み干した日下は、彼女に問いかける。

「幻滅したか？　でも俺と澪が結婚したら、親父は経済的に不自由させないくらいの財産を生前贈与すると言ってる。もちろん、及川家への援助とは別にだ」

　父親の財産をできるだけ削りたい日下は、それを受けるつもりでいる。

　会社の正当な後継者となり、莫大な資産を受け継いだら、あとは彼と接触を持たない。老後は老人ホームに入居させ、孤独に過ごせばいいと思っている。

（母さんを苦しめて死なせたあいつには、そんな人生がお似合いだ。……でも）

　いきなりこんな話を聞かされた澪は、一体どう思っただろう。大企業の御曹司との縁談を受けたはずなのに、「当てが外れた」と考えているだろうか。

（いつか話さなきゃいけないことだったけど、さすがに引かれたかな。澪は金持ちの男と結婚するつもりでいただろうし）

　それからの彼女は何か考えている様子で、ひどく言葉数が少なかった。やがて会計を済ませて外に出た日下は、澪を見つめて口を開く。

「──なあ、さっきの話だけど」

「…………ごめんなさい」

　ふいに硬い表情で謝られ、日下は心のどこかで「やっぱり」と思う。

　現時点で普通の会社員である自分は、彼女の縁談相手としてふさわしくなかったのかもしれない。澪が望んでいたのが〝今までどおりの暮らし〟で、それが元華族の名に恥じぬ裕福なものだとしたら、限りなく庶民に近い日下とは価値観が合わない。

　そう覚悟を決めた日下が見つめ返すと、澪が口にしたのは意外な内容だった。

「言いにくいことを、話させてしまってごめんなさい。わたし……日下さんにそんな事情があるなんて、思いもよらなくて」

「いや、俺のほうこそ、今まで黙っていてごめん。もし俺を金持ちの御曹司だと思っていたなら、騙されたと思って当たり前だ。いずれ親父の会社を継ぐにしても、今はただのサラリーマンなんだから」

「そうじゃないの。お母さまが突然亡くなられたとき……日下さんは、きっとすごくつらかったんじゃないかなって。苦しみの理由を知ったのが亡くなったあとで、お父さまとも対立して、苦労して自力で大学を卒業して──わたしが興味本位で聞いていいことじゃなかった。何の苦労もしていないわたしが、能天気にそんな深刻な話をさせてしまったのを、申し訳なく思っています。……ごめんなさい」

　彼女の顔はひどく思い詰めていて、日下はびっくりしながら言う。

「違う。俺が勝手に話したんだから、そんなふうに思わないでくれ」

　澪の素直さに、日下は驚きをおぼえていた。彼女はこちらの境遇にがっかりするどころか、「つらいことを思い出させてしまった」「踏み込みすぎてしまった」と気に病んでいる。

　澪が心から申し訳なく思っているのが表情から伝わってきて、日下は何ともいえない気持ちになっていた。こんなにも真っすぐに相手の気持ちを思いやれる彼女を、「いい子だな」と思う。それと同時に、これまで抱いていた好感が、明確な形になるのを感じた。

（俺は……澪が好きだ。成島に渡したくないくらい）

　清楚な美貌や品のある雰囲気はもちろん、純粋培養のお嬢さまらしい物慣れなさを、折に触れて「可愛い」と感じる。意外に勝気で言い返してくるところや、その反面ちゃんと謝れる部分も、素直でいい。

　この一ヵ月半、週に二回ほどのペースで会ってきたが、澪は毎回楽しそうな顔を見せてくれた。会うたびに好感が増していたものの、一方で日下はもう一人の縁談相手である成島が気になっていた。

　初めて顔を合わせたときに彼女を押し倒していた成島は、その後「縁談を辞退したい」と発言して澪の気持ちに揺さぶりをかけ、まんまと主導権を握ることに成功していた。

　大人の男らしい駆け引きといえばそれまでだが、彼女の世間知らずな部分につけ込むようなやり方に、日下は強い反発をおぼえていた。上手く澪の同意を引き出した彼は、きっと今も彼女に淫靡な悪戯を仕掛けている。そう思うと落ち着かない気持ちになり、でも澪には直接聞けないまま、時間が経っていた。

　日下は彼女に向き直って言った。

「本当に気にしなくていいんだけど、さっきの話を聞いて幻滅しなかったのか？　俺が今の段階では、ただのサラリーマンだって知って」

「幻滅なんてしないわ。むしろ社長の息子という立場に甘んじず、苦労を糧に成長しようとしていて、すごいと思う」

　澪の答えにくすぐったさをおぼえながら、日下は彼女の言葉を訂正した。

「さっきお前は『自分は苦労してない』って言ってたけど、そんなことはないだろ。現に今、家族のために二十歳の若さで結婚しようとしてる。普通はそう簡単に決断できないことだ」

「それは……」

　澪が言いよどみ、目を伏せる。それを見下ろしながら、日下は彼女に問いかけた。

「なあ、成島とどのくらいの頻度で会ってる？」

「えっ……日下さんと同じくらいよ」

　ならば、週に二回程度ということだ。日下は再度確認した。

「明日は、あいつと会う予定なのか？」

　澪が首を横に振って答えた。

「いいえ。先生は今日の午後から日曜まで、学会で九州に行ってるの」

「そうか」

　成島が日曜まで不在であることに、日下は安堵をおぼえる。

　想いを自覚した以上、絶対に彼に負けるわけにはいかない。そう思いつつ、彼女に提案した。

「じゃあ明日、午前中から会おう。──連れていきたいところがあるんだ」
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　毎度のことながら、デートには何を着ていくか悩む。

　土曜の朝、自室のクローゼットから何枚も服を引っ張り出した澪は、姿見の前で身体に当てて悩んでいた。

（これはこのあいだ着た服だったかしら。日下さんじゃなく、先生と会ったとき？）

　せっかくデートなのだから、同じ服はできるかぎり着たくない。そう思いつつ、澪は自分の置かれている状況について考える。

　おそらく世間一般の常識に照らし合わせれば、自分のしていることは〝二股〟に違いない。いくら結婚相手を決めるためとはいえ、二人の男性とお試しの交際をして、まるで恋人のように扱われている。

（たまに、「これが正しかったのか」って不安になる。……罪悪感が原因なのかな）

　この一ヵ月半、二人とは同じくらいの頻度で会っているが、デートの内容はまるで違う。

　成島はどこに行くにも高級感のあるところで、大人の男性の余裕がある。スマートなエスコートぶりには浮ついたところがなく、落ち着きがあった。

　一方の日下は至って自然体で、一緒に行く店は学生同士のデートのように気軽に楽しめる。今までそうした経験のない澪にはとても新鮮で、毎回「今日はどこに連れて行ってくれるのだろう」というワクワク感があった。

　だが片方と会っているときは、もう一人に対してひどく気兼ねしてしまう。まるで浮気をしているような、自分が不実に思えるこの感覚は、時間が経てば経つほど強くなっていた。

　そんな中、昨日日下から聞かされた話は、澪を複雑な気持ちにさせた。彼は高校生のときに母親を亡くしたことをきっかけに、長く父親と確執があるという。「日下興産に入社したのは、あいつが持ってる金も会社も全部奪うためだ」という発言を思い出し、澪は目を伏せた。

（お父さまへの反発心を糧に、金銭的な援助を一切受けずに大学を卒業したって言っていたけど、アルバイトで生活費の全部を稼ぎながら通うなんてなかなかできない。……でも、そんな父親に強制された縁談を受けるのは、日下さんにとって負担じゃなかったのかしら）

　日下は澪を「放っておけない」という思いからお試し交際に名乗りを上げてくれたが、確執のある父親の意向に従うのは相当苦痛だったのではないか。

　まるで自分が彼の足枷になっているように思え、澪は何となく気持ちが沈んでいた。

（それに……）

　クールに見えるが日下は優しく、澪に今まで知らなかった経験をさせてくれ、一緒にいてとても楽しい。

　だが毎回のデートがあまりにも健全で、色めいた展開はひとつもなかった。手を繋ぐことはあり、それに充分ときめきをおぼえるものの、ふとした瞬間に「なぜそれ以上のことをしないのだろう」と気になってしまう。

　そんな淫らな思考になってしまうのは、成島と過ごす時間が濃密だからかもしれない。澪は気まずい思いをじっと押し殺した。

（わたし……こんなふうに考えるなんて、いやらしい。日下さんに何かされるのを期待してるなんて）

　いつもそんなことを考えているわけではなく、日下と過ごす時間はかつて憧れた〝普通の恋愛〟をしているようで、甘酸っぱい思いが胸を疼かせる。なのにこうして一人でいると、さまざまな可能性が頭の中を駆け巡った。

（もしかして日下さん、わたしに女性として魅力を感じてない？　それとも、わたしが成島先生と会ってることがネックになってる……？）

　だが手を出さないことが彼なりの誠実さの表れなのだとしたら、自分のこんな願望を悟られるわけにはいかない。澪はじんわりと頬を染め、手の中のワンピースをぎゅっと握りしめた。

（先生が……悪いのよ。わたしに快楽を教えてしまったんだから）

　──この一ヵ月半、成島と会うときは、ほぼ毎回身体に触られる。

　最初に「初心者の君に合わせて、ちゃんと段階を踏むと約束する」と言ったとおり、彼は強引なことは一切せず、いまだに最後まではしていない。

　しかし愛撫は、回が増すごとに濃厚になった。初めはひどく抵抗感があった澪だったが、いつしか成島の手に馴らされ、今や快楽を素直に享受するようになっている。

　彼は大人の男らしく触れ方が巧みで、経験のない澪はたやすく翻弄された。ただひたすら快感だけを与えられるうちに警戒心は緩み、日下に対するのとは違った想いを成島に抱いている。

（先生のことは……嫌いじゃない。「寄りかかっていい」と思える安心感があるし、ちゃんと約束を守るところも、わたしを大事にしてくれていると感じる）

　とどのつまり、澪は結婚相手をどちらにするかを決めあぐねていた。

　二人はそれぞれ自分のやり方で澪に誠意を見せていて、優劣をつけ難いのが現状だ。しかしいつまでも、こんな状態を続けるわけにはいかない。近い将来、どちらかを結婚相手として選び、相手の了承を得たのちに家への援助を実行してもらう。それが澪の、当初の目的のはずだった。

（そうよ……恋愛が目的じゃない。わたしはよりよい夫を選ぶために、こうして〝お試し交際〟をしてるんだから）

　ただ漫然と、二人と会い続けるべきではない。きちんと見極める心構えが必要だ──そう澪は、気持ちを引き締める。

　結局服は淡い紫の小花柄のワンピースを選び、肩に白い薄手のカーディガンを羽織った。そして朝の八時五十分、今日の待ち合わせ場所である西早稲田駅に向かう。

（こんなに早くから、一体どこにいくんだろう。……この辺りって、学校関係しかないイメージだけど）

　駅の周辺は大学を始めとして小中学校も多く、そのせいか土曜日の今日は駅にいる人が少ない。

　往来を眺めながら立っていると、やがて道の向こうから日下がやって来た。

「ごめん、待ったか？」

「ううん、そんなに」

　今日の日下は白いシャツの上に紺色の七分袖のコットンシャツを羽織った、ナチュラルな服装だ。オフホワイトのスリムなパンツが、脚の長さを引き立てている。

「今日はどこに行くの？」

「この近く」

　私服姿の彼は髪をラフに下ろしていて、スーツのときとはだいぶ印象が違い、澪は見るたびにドキドキしてしまう。

　日下が向かったのは、駅から歩いて数分のところにあるスポーツセンターだった。社交ダンスや楽器演奏に使えるホール、柔道や合気道ができる武道場、弓道場の他、プールや会議室などもあり、多目的に使える施設らしい。

　二階には大きな体育室があって、片面で女性のフットサルグループが準備をしている。もう片方には十五人ほどの男女が集まっており、こちらを見て挨拶してきた。

「おはよう、日下。もしかしてその子、入部希望？」

「いや、見学」

　澪は戸惑い、日下に小声で問いかける。

「日下さん、ここって……」

「社会人のバスケサークル。今日はその練習」

「バスケサークル……」

　日下は学生時代にバスケットボールをやっており、就職して一旦やめたものの、高校時代の友人たちに誘われて彼らが所属するサークルに加入したらしい。

　練習は土日と祝日で、都合が合うときに参加しているという。日下が壁際で持参した練習着に着替え始め、引き締まった裸の上半身を見てしまった澪は、慌てて目をそらした。すると横から、一人の女性が声をかけてくる。

「冬真、おはよう」

「おはよう」

「珍しいね、女の子と一緒なんて。一体どういう関係？」

　日下の下の名前を呼び捨てにしている女性は彼と同年代に見え、茶髪のショートボブが快活な印象だ。彼が澪をチラリと見つめて答えた。

「恋人未満、かな」

「えー、そうなんだ。こんなおしとやかな人連れてるの、何だか意外だねー」

　彼女がクスクス笑い、日下が紹介する。

「澪、こいつは俺の高校時代の同級生で、小こ森もりみちる。部活でマネージャーをしてた」

「及川です。よろしくお願いします」

「小森です。よろしくー」

　日下が大きめサイズのＴシャツと短パン、黒いスパッツという練習着に着替え、バスケットシューズを履く。そして澪に向かって言った。

「壁際で見てて。もし喉が渇いたら、廊下に出れば自販機とかもあるから」

　彼が準備運動を始める様子を、澪は興味津々で見つめる。サークルのメンバーは二十代と三十代が多く、女性も五人ほどいた。いろいろな人が気さくに話しかけてくれ、居心地の悪さは微塵も感じない。

　そうするうちに、リーダーらしき男性が「じゃあ試合するよー」と声を上げた。

「今日は女子を二人ずつ入れようか。えー、小林くん、里田さんはＡチーム、日下くんはＢで、斉藤さんは──……」

　片方のチームはビブスを着け、日下が着けないほうに入る。黒いＴシャツ姿の彼は、遠目にもわかりやすかった。やがてホイッスルが鳴り、試合が始まる。

　身長が一八三センチあるという日下は、他の男性メンバーと比べて背が高かった。彼は飛んできたボールを受け取ると一旦足を止め、右から左にフロントチェンジし、素早く目の前の相手を抜き去る。そして鮮やかな動きでシュートを決めた。

（入った……）

　試合はスピード感があり、コート外にいるサークルメンバーが口々に檄を飛ばしている。隣のコートで行われているフットサルも盛り上がっていて、広い体育室内は活気に満ちていた。

　やがて十分間のハーフタイムに日下が戻ってきて、タオルで大量の汗を拭う。澪は感嘆のため息をついて言った。

「日下さん、想像以上にバスケが上手くてびっくりしちゃった。攻守に亘って活躍してて、点も取ってたし」

「小学校のときからやってるからな。見てて面白いか？」

「すっごく楽しい。ルールが少しずつわかってきて、展開にハラハラしたりして」

　キラキラと目を輝かせる澪を見た彼が、小さく笑う。そして飲みかけの水のボトルと汗を拭いたタオルを、澪にポンと手渡してきた。

「──持ってて」

「あ、はい」

　気安さのにじむ態度はまるで〝彼女〟に対するもののようで、澪はじんわりと頬を赤らめる。自分が日下の特別になれた気がして、面映ゆさがこみ上げていた。

（……もし学生時代に出会ってたら、こんな感じだったのかしら）

　実際は年齢が三歳違うため、同じ高校に通うのは無理だったが、彼と一緒にいるといつもそんな想像を掻き立てられる。

　やがて第三ピリオドが始まり、澪はワクワクして試合の様子を見守った。すると隣から、突然声をかけられる。

「ねえ、及川さんだっけ？」

　視線を向けると、そこにいたのは小森だった。試合に出ていない彼女は澪を見つめ、にこやかに問いかけてくる。

「バスケの試合はよく見るの？」

「いえ。ちゃんと見るのは、今日が初めてです」

「ふーん、そうなんだあ」

　隣に来た小森がしゃがみ込み、笑顔で言葉を続ける。

「メンバーの間で噂になってるよ、冬真がすっごいおしとやかな美人を連れてきたって。服装もそうだけど、醸し出す空気が違うもんねー、いかにもお嬢さまな感じで」

　服装が場違いだと遠回しに言われた気がして、澪はふと口をつぐむ。しかも小森は日下を下の名前で呼んでいて、それにも引っかかりをおぼえていた。

（……高校時代の同級生で部活も一緒だったのなら、それが普通なのかしら）

　彼女が身を乗り出して問いかけてきた。

「ね、さっき冬真が及川さんを〝恋人未満〟って言ってたけど、それってどういうこと？　すっごく仲が良さそうに見えるのに」

「あの……」

　澪は何と答えるべきか悩む。

　日下とは頻繁に顔を合わせているが、まだ正式な婚約者ではない。何しろ手くらいしか繋いだことがなく、とても微妙な関係だ。

　悩んだ末、結局澪は正直に答えた。

「実は日下さんとわたしに……縁談が持ち上がっているんです。まだお受けするかどうかは決めていなくて、お互いの人となりがわかるまで、こうして会っている段階で。だから恋人同士ではありません」

「……縁談？」

　意外な話だったのか、彼女が目を瞠る。そして独り言のようにつぶやいた。

「そっか、冬真って日下興産の社長の息子だから……。えー、じゃあそのお相手の及川さんは、本当にどっかのお嬢さまってこと？　すごーい」

　試合そっちのけで根掘り葉掘り聞いてくる小森に、澪は苦手意識を抱く。どうやって話を切り上げようかと考えていると、彼女が笑顔で驚くことを言った。

「ね、だったら私がアプローチしてもいいかなあ。実は前から冬真のこと、狙ってたんだよね」

「えっ？」

「だってほら、ああ見えて御曹司だし？　高校時代から知ってて、気が合うってわかってるしね。そうやって縁談とか持ち込まれるんなら、うかうかしてられないもん」

　あまりにあっけらかんとした発言に、澪はどう答えていいかわからない。小森が笑いながら言葉を続けた。

「今の段階で恋人じゃないなら、及川さんに私を止める権利はないよね？　あっ、でも冬真には、私がこんなこと言ってたって話さないでいてくれるとうれしいな。身構えられても嫌だし」

　彼女は相変わらず笑みを浮かべたまま、澪の顔を覗き込んで言った。

「あなたも本当は、こんな汗臭いところに連れてこられてうんざりしてるんでしょ？　冬真にはきっと、私みたいに少し大雑把な人間が合ってると思うんだ。だから及川さん、縁談相手は他にもっとふさわしい人を探して、私に協力して。ね？　お願いします」







　小森が立ち去ったあと、澪は気もそぞろに目の前の試合を見ていた。気持ちが動揺して、試合内容が頭の中に入ってこない。

（あの人、わたしを牽制するためにわざわざ話しかけてきたのかな。……それも日下さんがいないときを見計らって）

　日下を下の名前で呼び捨てにしているのを聞いたときから、「ずいぶん親密さを表に出す人なんだな」と感じていた。

　しかしあれほどあからさまに挑発されると思わず、圧倒された澪は結局何も言い返せなかった。一人になると、どんどん気持ちが落ち込んでくる。

（言われたことは、そのとおりなのかも。わたしは日下さんの正式な恋人ではないし）

　はっきり彼への好意を口にできる小森とは違い、自分は二人の男性を天秤にかけている。

　いわば不誠実なまま日下に会っている状態で、だからこそあれだけ言われても、何も言い返せなかったのかもしれない。

　それからチームメンバーを入れ替えた試合を行い、午前十一時半に練習は終わった。十二時には誰もいない状態で明け渡さなくてはならないらしく、皆それぞれ撤収の準備をしている。日下が着替えながら、澪に向かって言った。

「疲れたか？　結構長くて退屈しただろ」

「あ、ううん。平気」

　何とか普通の顔を作り、落ち込みを表情に出さないようにする。

　彼は汗に濡れた練習着をしまい、バスケットシューズもリュックに入れる。そして周囲に「じゃあ、お疲れ」と挨拶して帰ろうとしたところ、ふいに声が響いた。

「冬真、お疲れさま。話したいことがあるから、近々電話するねー」

「ん？　ああ」

　話しかけてきたのは小森で、澪はドキリとして視線をそらす。すると彼女がニッコリ笑い、挨拶してきた。

「及川さんも、またね」

「はい、……失礼します」

　堂々とした態度にプレッシャーをかけられている気持ちになり、澪の気持ちの落ち込みが増す。それに気づかない日下が、問いかけてきた。

「昼飯食おうか。何か食いたいものはあるか？」

「特に何も……あの、日下さんにお任せするわ」

　彼が足を向けたのは、歩いて十分少々のところにあるラーメン店だった。

　清潔感のある店内で出てきた〝鶏そば〟は、琥珀色に透き通った滋味豊かなスープに二種類のチャーシュー、ワンタン、味付き玉子、かいわれ大根が載っていて、盛りつけが洗練されていて美しい。

　濃厚な鶏だしスープを味わいながら食べていると、ふいに日下が提案してくる。

「このあと高田馬場辺りをブラブラしたら、俺ん家に行かないか？」

「えっ？」

「そんなに広い部屋じゃないけど。話したいこともあるし」

　突然提案されて驚いたものの、彼がどんなところに住んでいるのか興味がある。

　食べ終えてから店を出て、高田馬場周辺を気ままに散策した。澪が目を留めたヨーロッパの絵本の古本屋に寄ったり、レトロゲームを多く取り扱うゲームセンターで日下の腕前を見たり、カフェで休憩したあと、彼がときおり行くという酒の専門店で買い物をする。

　そうしながらも、澪はこのあとの展開が気になって仕方がなかった。

（日下さんのおうちに行くなんて、ちょっとドキドキする。それに、「話したいことがある」って……）

　電車に乗ったのは、午後三時半だった。高田馬場駅から山手線に乗って六駅、降り立った東田端駅は、池袋や上野まで十分かからない距離だとは思えないくらいに閑静な住宅街だ。

「あんまりお店がないのね」

「北口周辺には駅ビルも含めていくつか店があるけど、周りの駅に比べたら少ないな。ここから十五分くらい歩いたところに商店街があって、普段の買い物はそっちでしてる」

　駅ビルの中には高級スーパー、駅の東側には業務用スーパーを始めとする食料品店がいくつもあり、買い物には困らないらしい。日下の自宅は駅から徒歩十分で、商店街まで五分で行けるという。

「ちょっと食料品を買い足したいから、俺は商店街に行くけど。一緒に行くか？」

「ええ」

　住宅街を通り、駅から十五分ほどのところにある商店街は、山手線沿線とは思えないほどノスタルジックで庶民的な雰囲気だった。澪は驚き、思わずつぶやきを漏らす。

「すごい……」

　商店街は古き良き昭和の香りが色濃く残っており、たくさんの店がひしめいている。

　手作りの揚げ物や煮物がいい匂いを漂わせる惣菜店、豆腐屋や店主にお願いすれば炭火で魚を焼いてくれる鮮魚店、銘柄米を多く取り揃える米店に銭湯まであった。

　テレビでしか見たことのない光景に、澪はキラキラと目を輝かせる。

「たくさんお店があって、目移りしちゃう。どこも美味しそうね」

「飯を作るのが面倒臭いときに、重宝してる。洋食屋とか弁当屋も美味いし、餃子店は皮とか、中の餡だけでも売ってくれるんだ。今度一緒に行くか？」

　さらりと言われた〝今度〟という言葉に、澪はじんわりとうれしさを感じる。また日下と一緒に、ここに来ることがあるのだろうか。

（わたしは来たいけど……日下さんも同じように思ってくれてるのかしら）

　商店街の散策は、楽しかった。あちこちの店を興味深く眺めながら歩き、日下が食パンと豆腐、野菜を購入して、ようやく彼の自宅に向かう。

　四階建てのアパートは築二十一年だというが、見た目はそれほど古そうには見えなかった。中はリフォームされていて清潔感があり、「お邪魔します」と言って足を踏み入れた澪は、感心してつぶやく。

「きれいにしてるのね。もっとゴチャゴチャしてるのかと思ってた」

「そうか？」

　間取りは六畳半と八畳という広さで、どちらの部屋にも小さなバルコニーがあってとても明るい。しかし玄関を入った目の前にいきなりキッチンがあるところが、少し変わっていた。

　買ってきたものを冷蔵庫にしまいながら、日下が言う。

「座ってくれ。何か飲むか？」

「お構いなく」

　澪は遠慮がちにソファに腰を下ろす。

　テーブルの上にはノートパソコンが置かれていて、お茶のグラスを持ってきてくれた彼がその電源を入れた。聞けば海外と仕事のやり取りがあるため、休みの日でもメールチェックを欠かさないという。

「大変ね」

「英語はともかく、フランス語とかスペイン語がわかりづらくて困る。こっちから送るメールは定型文に単語を当て嵌めてるんだけど、たまに『意味がわからない文だ』って言われることがあって」

　日下は上司の下で関わっている案件について、相手先と事務的な確認などを行っているらしい。彼は澪の隣に座り、マウスを動かして言った。

「ベルギーからメールが来てる。ちょっと待っててもらっていいか？」

「ええ、どうぞ」

　日下がキーボードを叩き始め、手持無沙汰になった澪は興味深く室内を見回す。

　シンプルで少し素っ気ない印象のインテリアは、日下のイメージに通じる部分があった。「意外に人間性が出るものなのだな」と感じながら視線を巡らせると、開け放された六畳半の部屋は寝室になっていて、本棚にたくさんのマンガが並んでいるのが微笑ましい。

　ふと隣に座る彼を見やると、難しい顔でパソコンのディスプレイを見つめている。表示されている言語を見た澪は、気になって日下に問いかけた。

「ベルギーって、フランス語？」

「ああ。ドイツ語やオランダ語も公用語になってるが、日常会話はほとんどフランス語らしい。今、メールの返信文をフランス語で書いて推敲してるんだけど、正直どこかおかしい部分があっても俺にはよくわからないんだよな。複数の翻訳ツールに放り込んでチェックするしかなくて」

　それを聞いた澪は、彼に向かって申し出た。

「あの、ちょっと見せてもらっていい？」

　日下は驚いた顔をしたものの、内容が機密に関わるものではないと判断したらしく、こちらに見せてくる。

　メール文をざっと読んだ澪は、マウスを動かして言った。

「文章を組み立てるときは反復を避けたほうがいいから、何箇所も出てくる〝Je pense que〟、つまり『～だと思う』のpenseを、〝crois〟や〝suppose〟に変更したらいいと思うの。それから後半のこの部分、日下さんの文面では『利益を増やすために、利益を増やすための方法を考え、利益を増やすように全力を尽くす』って、同じフレーズのしつこい繰り返しになってるわ。だから『利益を増やすために、その方法を考え、達成のために全力を尽くす』って簡潔に書き変えたらどうかしら。こんなふうに」

　澪が打ち込む流暢な文章を見た日下が、目を瞠る。そして感心した顔で言った。

「ずいぶんフランス語に堪能なんだな。おかしな部分に気づいて書き変えるなんて、なかなかできることじゃないのに」

「わたし、大学はフランス文学科で、ずっとフランス語を勉強してるから」

　すると彼が眉を上げ、軽く噴き出した。

「そっか。そういえばそうだっけ」

　もう一度文面をチェックした日下が、メールを送信する。彼は一息ついて礼を述べてきた。

「ありがとう。澪のおかげで、助かった」

「ううん。かえって出しゃばってしまって、ごめんなさい」

　役に立ててよかったと思う反面、「仕事に首を突っ込みすぎただろうか」という思いも頭をよぎり、ほんの少し後味の悪さをおぼえる。そんな澪に対し、日下がさらりと言った。

「それだけフランス語ができるなら、海外と取引する部署で働けそうだな。英語ができる人間は多いけど、それ以外の言語を操れる人って貴重だから」

「わたしが？」

「ああ。澪は言葉遣いもしっかりしてるし、商社の営業補佐とか向いてると思う」

　彼に言われた言葉は、澪にとって思いがけないものだった。

（わたしの語学力が、誰かの役に立てる？　仕事として認められる……？）

　そのとき日下が表情を改め、「ところで」と話題を変えてきた。

「今日、いきなり家に連れてこられて驚いたと思う。でも澪と真面目な話がしたかったから」

「真面目な話？」

「──俺はお前が、好きだ」

　いきなり直球で告白され、澪はドキリとして彼を見つめる。日下が真摯な眼差しで言葉を続けた。

「この一ヵ月半、澪とは〝お試し〟っていう形で会ってた。今は本当の恋人になりたいって思ってるし、その先に結婚があるなら、それもいいと思ってる」

　まさかこんなふうにはっきり想いを伝えられるとは思わず、澪はしどろもどろに「どうして……」とつぶやく。彼が明瞭な声で答えた。

「初めに縁談の話を聞かされたとき、『親父に押しつけられた女なんて冗談じゃない』って考えた。俺はまだ入社二年目で、仕事の面ではまったく一人前じゃない。そんな人間が結婚なんて、いくら何でも早すぎるって」

「…………」

「でも、自分の家族を助けるために縁談を受けようとしてる澪の覚悟を前にして、見る目が変わった。素直で男慣れしてなくて、それでも真剣に結婚相手を見極めようとしてるお前が危なっかしくて……気づけば放っておけなくなってた」

　──日下は語った。

　お試し交際を始めてから、どこに連れて行っても目を輝かせて楽しんでくれる澪を可愛いと思っていたこと。見た目はもちろん、落ち着いた物腰や折に触れてわかる真面目な性格、きちんとした言葉遣いに、好感が持てたこと。

「いつしか俺は、澪に会うのが楽しみになってた。極めつきが、昨日おふくろについて話したときだ」

「えっ？」

「『おふくろを死なせた代償として、親父の金も会社も全部奪ってやるつもりだ』って話したとき、正直引かれるかなって考えてたんだ。でも、澪は……『つらいことを思い出させてしまった』『こっちの事情に踏み込みすぎてしまった』って謝って、母親を亡くしたときの俺の気持ちを慮ってくれた」

　日下が「だから」と言ってこちらに向き直る。

「そのとき思ったんだ。そうやって他人を思いやれる澪のことが好きだし、本当の恋人になりたい。そういう意味で、〝お試し交際〟を終わりにしてくれないかなって」

「……っ」

　澪の顔が、じわじわと赤らんでいく。

　見た目はクールであまり感情を表に出さない日下が、そんなふうに思ってくれていたことがとても意外だった。何より縁談に対する覚悟を感じ取ってくれ、その上で「本当の恋人になりたい」と言ってくれることに、胸がじんとしている。

（……でも）

　彼の告白を手放しで喜べない事情が、澪にはある。するとそれを悟ったように、日下が言葉を続けた。

「ただ俺の中には、ずっと引っかかってることがあった。──お前のもう一人の縁談相手の、成島だ」

「……っ」

「俺と同じくらいの頻度で向こうとも会ってるって聞いて、面白くない気持ちになってた。しかもあいつは、澪の身体に触れてる」

　頬に朱が差していくのを感じながら、澪はいたたまれずうつむく。すると彼が苦笑いして言った。

「お前の首筋の後れ毛とか細い二の腕とかが目に入るたび、『成島はこれに触れてるんだ』と思うと、たまらなくなった。毎回会ってるときは普通の顔をしながら、心の中でそんな想像をして悶々としてたんだ。笑えるだろ」

「そんなことないわ。わたしが二人を……天秤にかけたりしてるから」

　澪が小さな声でそう答えると、ふと日下を取り巻く空気が変わる。

　彼が腕を伸ばし、澪の頬に触れつつ問いかけてきた。

「──なあ、俺のことをどう思ってる？　第一印象は最悪だったし、刺々しい態度を取る嫌な奴だって思ってるか？」

「今は……そんなふうには思ってない。すごく優しいし、意外にまめな性格なんだってよくわかってる」

　澪は「でも」と言葉を続ける。

「ずっと手を握るくらいしかしなかったから、日下さんにとってわたしは女性として魅力がないのかもって考えていたの。それとも……先生と会ってることが、ネックになってるのかなって」

「そりゃ、あいつがお前を押し倒してるのを見て文句をつけたんだから、そんな俺が手を出せるわけないだろ。まあ、成島についてはいけ好かない奴だって思ってるし、同じことをしたくなかった部分もあるけど」

　日下の手が頬を包み込んできて、その大きさに澪の胸がきゅうっとする。

　指の長い大きな手は温かく乾いていて、彼に触れられていると思うとドキドキした。するとそんな気持ちが顔に出ていたのか、日下がこちらを見つめ、ふと動揺したそぶりを見せる。

「…………そんな目で見るなよ」

「えっ？」

「誘うような目しやがって。普段は品良く澄ましてるくせに、そんな顔するとか一体どうなってるんだ」

　舌打ちした彼は、どこか獰猛な瞳で澪を見つめる。そして押し殺した声で問いかけてきた。

「──さっき『女性として魅力がないのか』とか言ってたけど、だったら証明していいか？」

「証明？」

「俺がお前をどう思ってるのか。……身体に直接、教えてやる」








　　第九章









　頬に触れていた日下の手が、するりと耳の後ろに滑る。

　敏感な部分に触れられた澪が思わず身体を震わせた瞬間、彼の手が後頭部に回った。強い力が頭を引き寄せ、口づけられる。

「……っ」

　ぬるりとした舌が口腔に押し入り、絡みついてくる。

　表面をこすりながら吸い上げる動きに、澪は喉奥で小さく声を漏らした。するとそれに煽られるように、彼がより深く舌をねじ込んでくる。

「……ぅっ、……ふ……っ」

　ぬめる粘膜をこすり合わせる感触に、澪の体温がじわりと上がった。

　日下のキスは情熱的で、何度か角度を変えて唇を塞いでくる。息が上がって薄目を開けた途端、間近で彼の眼差しにぶつかって恥ずかしさが募った。こちらへの欲情をたたえた瞳に、求められていることを強く実感し、澪の胸が震える。

（わたし……）

　──もっと触れられたい。キスだけでは足りない。

　そんな気持ちが伝わったように、日下の手が胸のふくらみに触れてくる。バスケットボールを軽々とつかむ彼の手は大きく、やんわりと揉みしだかれた澪は熱っぽい息を吐いた。

　胸を揉む手を止めないまま日下が首筋に唇を這わせてきて、ときおり濡れた舌先がチロリと肌を舐める感触に、ゾクゾクする。澪は身体を震わせ、小さく声を上げた。

「ぁっ……は、っ……」

　服の上からの接触がもどかしくなった頃、彼がワンピースのボタンをいくつか外す。

　そして澪の身体をソファに押し倒し、ブラに包まれた胸の谷間にキスを落とした。日下の指がカップを引き下ろし、ふくらみをあらわにする。

「ぁ……っ」

　淡い色の頂に彼が吸いついてきて、澪は高い声を上げる。

　ふくらみをつかみながら乳暈を舌でなぞられ、強く吸われると、そこはすぐに硬く芯を持った。コリコリした感触を愉しむように、日下が繰り返し先端を舐める。もう片方も同じようにされ、澪は熱っぽい息を吐いた。

「はぁっ……」

　午後の日差しが差し込む明るい部屋の中、こんなことをされているのだと思うと、恥ずかしさが募る。しかし触れられたい願望もあり、身体の奥がじんと疼いた。

（どうしよう……こんな、わたし……）

　快楽を知っている身体はたやすく濡れ、もっと刺激を欲しがって熱くなっている。成島の面影がふいに頭をよぎり、日下とこんなことをしている自分に罪悪感がこみ上げた。

　それを日下に知られたくなくて足先を動かすと、彼が太ももに手をかけてきた。

「あ……っ」

　ストッキング越しに太ももを撫でさすり、日下の手が腰まで這い上がる。

　澪は制止しようとしたものの、胸の先端を噛まれてビクッと身体を跳ねさせた。強い刺激を与えたあとにゆるゆると舌でなぞられ、吸い上げる動きに甘い愉悦がこみ上げて、澪は息を乱す。

　胸を嬲り続けている彼とふいに目が合って、羞恥をおぼえた。

「……っ」

　日下は野性味のある端整な顔立ちだが、今はその眼差しに欲情をにじませていて、それを前にした澪は抵抗できなくなる。

　彼が上体を起こし、再び唇を塞いできた。それと同時にストッキングの中に手を入れてきて、澪はくぐもった声を漏らす。

「……ぅっ……ふっ、……ん……っ」

　日下は澪の口腔を深く蹂躙しながら、下着越しに脚の間に触れる。

　そこはすっかり熱くなって、じんわりと湿っていた。クロッチの横から侵入した指が花弁に触れ、澪は彼の二の腕を強くつかむ。少し武骨な指が蜜口をくすぐり、かすかに聞こえた粘度のある水音に、消え入りたい気持ちになった。

「──脱がすぞ」

　キスを解いた日下がそうささやいてきて、ストッキングと下着を取り去ってしまう。そして蜜口から、指を挿れてきた。

「んん……っ」

　ゴツゴツとして硬い指が、ゆっくり内襞をなぞる。

　一度根元まで埋められたそれは、やがて緩やかに隘路を行き来し始めた。彼の指先が敏感なところをかすめるたびに肌が粟立つほどの快感がこみ上げ、甘い声を抑えられなくなる。

　上気した顔で目を潤ませる澪を見つめ、日下が熱を孕んだ声でささやく。

「すっげー濡れてる……エロすぎだろ」

「んぁ……っ！」

　ふいに強く最奥を抉られ、澪は高い声を上げた。

　中を穿つ手を止めないまま、彼が身を屈めて澪の頭を抱え込んでくる。そして髪にキスをしながら提案した。

「──ベッドに移動しよう」

「えっ……？」

「ここには、避妊具ゴムがない」

　直截的な言葉に、澪は顔を赤らめる。だが心に迷いが渦巻き、日下の腕をつかんで必死に訴えた。

「そ、それは駄目……」

「何で」

「あの、わたし、成島先生とは最後までしてないの。だから……」

　彼が驚きに目を見開く。

　まじまじと澪の顔を見つめた日下は、信じられないという表情で問いかけてきた。

「本当にヤってないのか？　マジで？」

「……ええ」

「でも、身体には触られてるってことか」

　確認されて頷くと、彼が独り言のようにボソリとつぶやいた。

「何だよ……意外に大事にしてるのか？　それとも単にねちっこいだけなのか」

　日下が澪の体内から、指を引き抜く。そしてしばし考え込み、真剣な眼差しで言った。

「俺は澪を抱きたい。さんざんお前に触れて、こんなに感じやすい身体にした成島に対して、嫉妬の感情もある」

「……っ」

「優しくする。うんと大切に扱うって約束するから、抱かせてくれ」

　目元に優しく口づけられ、澪の心が揺れる。

　こんなふうに日下に求められて、うれしくないと言ったら嘘になる。第一印象こそ最悪だったものの、何度も会ううちに彼の優しさや細やかさを知り、毎回ときめきをおぼえていた。

（……でも）

　日下と会うたびに、成島の面影が必ず頭をよぎってしまう。

　それは逆のときでも同様だったが、成島もまた彼なりに澪を大切にし、日下とは違った安らぎを与えてくれていた。

　これまで自分の欲求を抑え、最後までせずにいた彼を差し置いて、今ここで日下に抱かれていいものだろうか。そう澪は自問し、やがて結論を出す。そして目の前の彼の目を見つめ、小さく告げた。

「ごめんなさい。今は最後までは──したくない」

「…………」

「わたしはまだ、結婚する相手をどちらにするか決めていない。そんな状況で身体の関係を持つのは、二人に対して誠実じゃないと思う」

　そんな澪の意見を聞いた日下が、何ともいえない表情になる。彼がぼやくような口調で言った。

「要はあいつにも最後までさせてないから、俺にも無理だってことか？　本当の恋人になるまでは、する気がないって」

「ご、ごめんなさい。勝手なのはわかってるの。でも……っ」

「謝るな。言いたいことは、よくわかった」

　日下が深くため息をつき、腕を引いてこちらの身体を起こしてくる。

　澪は内心、「怒らせてしまったのかもしれない」とハラハラしていた。流されてここまで行為をしておいて、土壇場で断られた彼が気分を害したとしても、それは当然の話だ。

（どうしよう……ちゃんと謝らないと）

　意を決した澪は、日下に再度謝罪しようとする。しかしそれより一瞬早く、彼が口を開いた。

「──なあ、だったら俺はお前に惚れられるように努力する。だからそのときは、はっきり成島を切ってくれないか？」

「えっ……」

「澪が俺を選んでくれれば、何の問題もないわけだろ。そうすればお前は、俺と会ってるときに変な罪悪感も抱かなくてよくなる」

　成島に対する引け目を感じ取っていたらしい彼の言葉に、澪の胸がぎゅっとする。

　日下は澪の乱れていた衣服を直し、ワンピースのボタンを上まで留め終えた。そして肩を抱き寄せ、髪に顔を埋めながらささやく。

「澪が嫌だって言うなら、それを押し切ってまで最後までするつもりはない。でも俺は本気でお前が好きだし、恋人になりたいと思ってる。──そのことだけは、よく覚えててくれ」





＊　＊　＊






　八月の九州は厳しい暑さで、連日気温が三十六度を超えていた。

　午後の飛行機で約二時間かけて東京まで戻ってきた成島は、駐車場に向かいながらホッと息をつく。

（二、三度気温が低いだけでも、だいぶ違うな。こっちも暑いのに変わりはないけど）

　車に荷物を積み込み、エンジンをかけて冷房の設定温度を下げる。そしてスマートフォンの電源を入れ、メッセージアプリを開いた。

（日曜だし、澪ちゃんの都合はどうかな。家にいればいいけど）

　澪の顔を思い出し、成島の頬が自然と緩む。縁談が持ち上がってから一ヵ月半、成島は彼女とまめに顔を合わせて交流を深めてきた。

　だが途中で日下冬真が、〝お試し交際〟に名乗りを上げた。最初は彼が混じってくるのを歓迎していた成島だったが、ここ最近は少し事情が変わってきている。

（近頃は澪ちゃんに「今日は日下さんと会うから」って断られる頻度が多くなってきてる。……彼を挑発したのは、失敗だったかもしれない）

　当初「縁談に興味はない」と言っていたはずの日下は途中で方針を変え、成島と同じくらいの頻度で澪と親睦を深めているらしい。

　そのデート内容は成島とは正反対で、ひどく庶民的なものだ。意外なのは澪がそれを楽しんでいること、そして日下がプラトニックな交際を貫いていることだった。

（俺への当てつけで、あえて手を出さずにいるのかもしれないけど。……日下の気が変わる前にさっさとモノにしておくほうがいいかな）

　初めはゲーム感覚で澪を落とすつもりでいたのに、気づけば成島は思いのほか彼女を気に入っている。極上の容姿はもちろん、真面目な性格に反して快楽に弱いところも、可愛いと思っていた。

（少しずつ俺に慣れて素直に感じるようになってきたところが、気位の高い猫を懐かせるみたいで楽しいんだよな。……一方的なのがつらいところではあるけど）

　顔だけではなく、身体もきれいな澪はひどく敏感で、触れればたやすく蜜を零す。

　成島に乱されているときの彼女は恥じらいを失わず初々しく、そこがかえって淫靡さを掻き立てていた。

　今の成島は、澪との結婚に俄然乗り気になっている。父に強制されたからではなく、成島貴士個人として、彼女を妻にしたいと考えていた。

（俺がこんなふうに思うなんて。……恋愛には、もうさして興味を持てないと考えてたのに）

　現在三十一歳の成島には、過去にそれなりの数の交際経験がある。

　かつては本気で好きになり、結婚したいと思う女性も一人だけいた。しかし年上で美しく才能があった彼女は、実は複数の恋人を持つ奔放な性格で、数ある中からもっとも条件のいい男を結婚相手に選び、成島の前から去っていった。

　それがきっかけで恋愛に夢を抱けなくなった成島は、気が向いたときに刹那的な交際をする方向にシフトした。そんなふうになってからもう数年が経つのに、今は澪との結婚に前向きになっている。それがひどく、不思議な感じがした。

（さて、今日は暑いし、夜はあっさりしたものが食べたいな。澪ちゃんに聞いてみよう）

　スマートフォンを操作して「今夜会えるか」という内容を送信し、車を発進させるべくセレクトレバーをＤに入れる。

　そのときスマートフォンの着信音が鳴り、成島は「もしかして澪か」と考えてディスプレイを見た。しかしそこに表示されているのは澪ではなく、父の名前だ。面倒に思い、一瞬スルーしようと考えたものの、出なければまたしつこくかけてくるのは目に見えている。

　成島は指を滑らせ、電話に出た。

「はい、成島です」

『──貴士か？　私だ』

　父の京三の声は相変わらず威圧的で、それを聞いた成島は無表情になる。彼が言葉を続けた。

『お前、及川家の娘の件はどうなってる。何か進展はあったのか』

「頻繁に会ってますよ。彼女はとても美しく、知性と品格を兼ね備えた素晴らしい女性です。きっと父さんも気に入ると思います」

『彼女はお前との結婚に、前向きなのか？』

「どうでしょう。日下くんとも会っているようですから」

　成島の答えに、京三が苛立ちをにじませる。

『何を悠長なことを言ってるんだ。最近及川家の当主が、いくつかの仲介業者にコンタクトを取っているという情報が入ってる。おそらくＭ＆Ａに応じてくれる企業を探してるんだ』

「Ｍ＆Ａ、ですか？」

『ああ。成島家うちでも日下家でもなく、第三の企業に身売りを考えているのかもしれない。もしかすると娘に結婚を強制させたくないがために、ない知恵を絞って動いているという可能性もある』

　確かに澪はまだ大学生で、年齢も二十歳と若い。

　家のために娘を犠牲にするのは忍びないと考えた父親が、第三の企業へのＭ＆Ａを検討しても、まったくおかしくない。京三が強い口調で言った。

『いいか、ここで断られたとあっては、私の面目丸潰れだ。お前は何としても彼女を口説き落とし、当家に迎え入れろ。失敗は断じて許さん』

「…………」

『聞いてるのか？　貴士。もし令嬢が日下家の息子と結婚することになったら、お前のような役立たずは勘当だ。大学で働けないように手を回してやるから、よく肝に銘じておけ』

　通話が一方的に切られ、成島は小さく息をつく。父の毒気に当てられ、気持ちがすっかり塞いでいた。

（何であんたの面目を保つために、俺が結婚しなきゃならないんだ。名家と姻戚になるのが、そんなにも大切か？　自分を大きく見せることばかりに必死になって）

　こんな心の中の毒づきを直接京三に言えたら、どれほどすっきりするだろう。

　だが自分は絶対に父に逆らえないのだと、成島はよくわかっていた。それは幼少期から身体に叩き込まれた、いわば刷り込みのようなものだ。

　スマートフォンを手にぼんやりしているうち、ふいにメッセージが届く。送ってきたのは澪で、「今は自宅にいる」と書かれていた。

　彼女と会う約束をし、家まで迎えに行く段取りをつけた成島は、車を走らせる。羽田空港から澪の家までは、三十分ほどの距離だ。

　通い慣れた道を通り、及川邸に到着した成島は、車を降りてインターフォンを押す。そして応対した家政婦に向かって告げた。

「成島です。澪さんをお迎えに上がったのですが、ご夫妻のどちらかはご在宅でしょうか」

　しばらく待つと門扉が開き、澪と一緒に母親の苑子が出てくる。娘とよく似た面差しを持つ彼女は、おっとりした口調で言った。

「まあ、成島さん。いつも澪がお世話になっております」

「ご無沙汰しております。わざわざ出てきていただいて、申し訳ありません。学会で福岡に行っておりましたので、些少ではありますが現地のものを買ってきました。どうぞ皆さんで召し上がってください」

「わざわざご丁寧に、ありがとうございます」

　成島が手渡した辛子明太子と菓子折りを、苑子が微笑んで受け取る。そして娘に向かって言った。

「成島さんは本当にまめでいらっしゃるわね。澪ちゃん、今日もお食事に連れていっていただくんでしょう？　楽しんでらっしゃいな」

「はい。……いってきます」

　苑子に見送られ、助手席に澪を乗せた成島は、車を発進させる。彼女が恐縮した様子で礼を述べてきた。

「先生、わざわざうちの家族にまでお土産をいただいて、すみません」

「ああ、いいんだ。せっかくだし、いつも君を連れ歩いてるんだから、ご挨拶はしておかないとね」

　出張土産を手渡すことにかこつけて苑子に挨拶したのは、実は計算ずくだ。

　折に触れて顔を合わせておけば、心象が変わる。礼節を弁えた大人の振る舞いをする自分のほうが、彼らも澪の夫にふさわしいと思うだろう。

　成島はハンドルを握りながら言った。

「暑いし、夜は寿司はどうかなと思っていたら、今日は日曜だから休みのところが多いんだ。二子玉川の店を午後七時半に予約したけど、時間があるから一旦うちに行こう」

「はい」

　時刻は午後五時を少し過ぎていて、車内にはオレンジがかった色の西日が差し込んでいる。

　それに照らされる澪は相変わらず可憐であるものの、どことなく浮かない表情に見えた。成島は運転しながら、ふとそれが気にかかる。

（何かあったのかな。俺がこの子に会うのは、先週の木曜日以来だけど）

　彼女の自宅から成島のマンションまでは、車で十数分で着く。

　駐車場に車を停め、出張に使ったスーツケースなどを抱えて自宅に戻った成島は、入ってすぐクーラーの電源を入れた。

「何日も閉め切っていたから、空気がこもってるな。少し窓を開けるか」

「手伝いますか？」

「うん」

　あちこちの窓を開けると風が通り、ムッとした熱気が徐々に抜けていく。

　リビングに戻ってきた澪を、成島はふいに腕を伸ばして捕まえた。そして細い腰を抱き寄せ、問いかける。

「少し元気がないように見えるけど、体調でも悪い？」

「いえ、あの……大丈夫です」

「三日ぶりに会ったのに、あまりうれしくなさそうだ。何かあった？」

　彼女がドキリとしたように表情を揺らし、口ごもる。

　嘘をつけないその様子を微笑ましく思いつつ、成島は心の中で「日下のことかな」と見当をつけた。

（彼に告白でもされたかな。この子は今まで恋愛の経験がないから、そういうシチュエーションにあっさり心をつかまれそうだ）

　だとすれば、うかうかしていられない。日下に横から掻っ攫われるのだけは、断固阻止しなくてはならないからだ。

　そう考えた成島は、それ以上澪を追求せずに言った。

「──澪ちゃん、キスして」

　誘いをかけ、そのまま反応を待つと、彼女が躊躇いの表情を浮かべる。

　やがて背伸びをした澪が、触れるだけのキスをしてきた。成島は彼女を見つめ、すぐに離れたそれを笑う。

「足りないよ。どうやってするのか、もうさんざん教えただろう？」

「……っ」

　じわりと頬を赤らめた澪が、再度成島に口づけてくる。

　舌先で表面をなぞり、合わせから忍び込んで絡める動きは、どこかぎこちなく稚拙だ。しばらくそれを愉しんだ成島は、やがて彼女の後頭部を引き寄せてキスを深くした。

「ん……っ」

　口腔に押し入り、舌の表面をこすり合わせ、絡めて吸う。澪が喉奥で小さく声を漏らし、それがより淫靡な雰囲気を掻き立てた。

「……ぅっ、……ん……っ……ぁ……っ」

　さんざん貪り、小さな甘い舌を味わった成島は、やがて唇を離す。

　彼女は目を潤ませ、すっかり息を乱していた。頬を撫で、耳の後ろから首筋を手のひらで撫で下ろすと、澪がピクリと身体を震わせる。こんな些細な愛撫でも感じてしまう敏感さを可愛いと思っていると、ふいに彼女が口を開いた。

「わたし……先生に、お話ししなければならないことがあるんです」

「何？」

　一瞬口ごもった澪は、こちらを見ないまま言う。

「日下さんに、告白されました。『好きだから、ちゃんとした恋人になりたい。その先に結婚があるなら、それもいいと思ってる』って」

「……へえ」

　成島は彼女を見下ろし、笑って言う。

「彼は本気になったってわけだな。それで日下くんは、君を抱いた？」

　問いかけられた澪が視線を泳がせ、言いよどんだ。

「……それは」

「彼は俺が、君の身体に触れてるのを知ってる。本気になったんなら、好きな子がそんなことされてるのが許せるはずがないし、俺への対抗意識で澪ちゃんを抱くぐらいのことはしそうだけど」

　笑みを浮かべて話しながらも、成島の心の中には不快な気持ちがじわじわとこみ上げる。

　この一ヵ月半、「初心者の君に合わせて、ちゃんと段階を踏む」と約束したとおり、成島は澪を最後まで抱いていない。それなのに日下に先に奪われたのだとしたら、あまりにも理不尽だ。

　すると彼女が、小さく答えた。

「確かに、触られはしましたけど──途中までです。……わたしが拒んだので」

「どうして？」

「先生と、最後までしてませんから」

　澪が顔を上げ、成島の目を見て言葉を続けた。

「どちらと結婚するかを決めないままに流されて最後までしてしまうのは、二人に対して失礼だと思ったんです。日下さんにはわたしの気持ちを話して、ちゃんと納得してもらいました」

　成島は驚きに目を瞠る。

　彼女は日下に告白されて迫られながらも、こちらに気を使って最後まではしなかったらしい。それを聞いた瞬間、成島の心にこみ上げたのは、面映ゆさに似た安堵の気持ちだった。

（この子は俺に気を使って、日下を拒んだ。……だったら少しでもこちらに情があるということか？）

　目の前の彼女は、双方に誠実であろうとする姿に好感が持てる。

　しかし裏を返せば、どちらかに気持ちの比重が傾けば、片方が切られるということだ。成島は澪の髪を撫で、微笑んで言った。

「澪ちゃんは、やっぱり真面目な性格なんだな。ひとつ確認しておきたいんだけど、君が日下くんを拒んだのは、まだどちらと結婚するか決めかねてるから？」

「……そうです」

「俺と彼は、今のところ同じくらい？」

　彼女は申し訳なさそうに「……はい」と答える。それを見た成島は、笑みを浮かべて告げた。

「──じゃあ俺は、君に選んでもらえるように頑張らないとな」







「ぁ……っ」

　西日が差し込む寝室の中、押し殺した喘ぎ声が響く。

　スーツの上着を脱ぎ捨てた成島は、クイーンサイズのベッドの縁に座って澪の身体を後ろから抱き込み、むき出しにした胸のふくらみを愛撫していた。

　身体つきは細いのに彼女の胸には適度な丸みがあり、形がきれいだ。先端は清楚な色をしていて、いじるとすぐに芯を持つ。

「……ぁっ……先生、そこばっかり……っ……」

　ふくらみを手のひらに包み込みながら、尖った先端を指で挟んで押し潰し、ときおり引っ張る。

　ふくらみがわずかに揺れ、刺激された頂が赤く色づいていくのが、ひどく煽情的だった。ずっとそこばかりを愛撫していると、彼女がもどかしげに足先を動かす。息を乱し、涙目でこちらを見る様子が可愛らしく、成島は笑って問いかけた。

「──日下くんは、君にどんなふうに触れた？」

「……っ」

「こうして反応する澪ちゃんを見て、きっと彼は俺を殺したくなっただろうな。処女なのに感じやすくて、触れればすぐ甘い声を出しちゃうんだから」

　澪の身体をそんなふうにしたのは、成島だ。痛みなど与えず、ひたすら快感だけを教え込んだ結果、無垢な身体は愛撫にたやすく反応するようになった。

　彼女が顔を歪め、ぐっと唇を噛む。その身体をベッドに横たえた成島は、澪のストッキングを脱がせて下着を取り去った。そして広げた脚の間に屈み込み、秘所に舌を這わせる。

「ぁっ……！」

　先ほどの胸への刺激で、蜜口は既に愛液を零している。

　下から上へと舐め上げ、上部にある花芯を舌で押し潰すと、澪の腰がビクッと跳ねた。舌のざらついた部分で舐め、すぐに硬くなったそこを吸い上げる動きに、彼女が切れ切れに声を上げる。逃げようとする腰を抱え込み、成島は舌での愛撫を続けた。

「ぁっ……はぁっ……ん……っ」

　溢れ出た愛液を舐め取り、蜜口に舌先をこじ入れる。

　身体の内側を舐められる感覚は強烈らしく、白い太ももがビクッと震えた。必死に声を我慢する様子を見た成島は、隘路にゆっくりと指を埋めていく。ぬるついた内襞が指に絡みつき、締めつけてくるのを感じながら、成島は再び花芯に舌を這わせた。

「んっ……それ、や……っ」

　一緒にされるのは刺激が強いのか、澪が腕を伸ばして成島の頭を押さえてくる。それに構わずに成島は指を深く挿入し、彼女が感じる部分で動かしながら花芯を舐めた。

「はぁっ……や……っ……ぁ……っ」

　隘路が断続的にわななき、指を締めつけてくる。

　澪の声が次第に切羽詰まったものになっていくのを、成島はつぶさに感じていた。やがて身体を起こし、中に挿れたままの指を抽送して彼女を追い詰める。最奥をぐっと強く抉った瞬間、一層締めつけがきつくなり、澪が達したのがわかった。

「ぁ……っ！」

　熱い愛液がどっと溢れ出し、成島の手のひらを濡らす。荒い呼吸でぐったりと身体を弛緩させる彼女の上に屈み込み、成島はその唇を塞いだ。

「ん……っ、うっ、……ん……」

　熱っぽい口腔を、舌で舐め尽くす。

　どこか苦しそうに漏らす声も欲情を煽り、このまま抱いてしまいたい衝動がふつふつとこみ上げた。澪の汗ばんだ額に唇で触れ、成島はささやく。

「──抱かせてよ、澪ちゃん」

「……っ」

「俺はここまで、かなり我慢しただろう？　極力痛みは与えないし、ちゃんと感じさせるって約束するから」

　日下に抱かれてしまう前に、彼女を自分のものにしたい──そう成島は考える。

　年下の彼に先を越されるなど、プライドが許さない。何より澪をここまで感じるように馴らしたのは自分なのだから、その権利は充分にあると思う。

　成島のそんな言葉を聞いた彼女が、瞳に葛藤をにじませながら首を横に振った。それが日下への遠慮と、「まだそこまでお前を好きではない」という意思表示に感じ、成島の心をチリリと灼く。

　腰を密着させ、昂ぶったものをぐっと押しつけると、澪が息をのんだ。そして怯えたようにつぶやく。

「……先生……」

「君を抱きたくて、こんなふうになってる。男が性欲を我慢するのって、結構きついんだけど。それも毎回だ」

　彼女は瞳を揺らし、「……でも」とつぶやく。

　なかなか頷かない彼女は泣きそうな顔をしていて、成島は「仕方ないな」と考え、小さく息をついて言った。

「わかった。だったら、挿れなければＯＫ？」

「……はい」

「じゃあ、うつ伏せになって」

　澪が不安そうにうつ伏せになるのを眺めつつ、成島は自身のベルトを外し、いきり立った屹立を取り出す。

　そして彼女の腰を高く上げさせ、スカートをまくり上げて、その背中に覆い被さった。

「あ……っ」

　柔らかな感触の尻に、剛直を擦りつける。何度か行き来させたあと、澪の脚の間にぐっと挟み込むと、彼女が焦ったように声を上げた。

「先生……っ」

「大丈夫、挿れないから。……そのまま強く太ももを締めてて」

　成島は澪のウエストをつかみ、素股の要領で腰を動かす。

　先ほど達したばかりの花弁はまだ濡れていて、しっとりと吸いつくような感触だった。愛液のぬめりを幹の部分に纏わせながら動かすと、彼女が切れ切れに声を上げる。

「あっ、あ……っ」

　剛直の先端部分が花芯を刺激し、愛液の分泌が多くなる。

　動けば動くほど滑りがよくなって、澪の声も次第に甘さを増した。ときおり亀頭が蜜口に引っかかり、彼女が怯えた様子でビクッと腰を跳ねさせる。まるで本当に挿れているかのような動きを繰り返しながら、成島は吐息交じりの声で言った。

「すごい。濡れてるから、このまま簡単に中に挿入っちゃいそうだな」

「……っ……駄目……っ……」

「指より気持ちいいよ。君は感じやすいから、最初はつらくても、きっとすぐに快感を得られる」

　澪が必死に首を横に振り、拒絶する。頑なな態度に成島は挿れるのを諦め、そのまま抽送を速めた。

「あっ……はぁっ……あ……っ」

　ぬるついた感触、そしてしなやかな太ももに挟まれる圧で、じわじわと射精感が高まる。いつしか息を荒げていた成島は、やがて腰を強く押しつけて吐精した。

「……っ」

　ベッドカバーの上にパタパタと白濁した体液が飛び散るのを見つめ、深く息を吐いた。ぐったりと身体を横たえた彼女と自分の後始末をし、汚れたベッドカバーを剥がして床に放った成島は、澪を抱き寄せて自分もベッドに寝転がる。

「先生……？」

　彼女が戸惑ったようにこちらを見つめてきて、成島は眼鏡を外してベッドサイドに置きながら言った。

「ちょっと疲れた。金曜日は授業のあとで福岡に移動したし、向こうにいるあいだは二日とも親睦会や飲み会で、今日も向こうの教授と昼食会を終えて飛行機に乗ったから」

　連日のハードスケジュールで、さすがに眠い。

　ふと気づくと澪がこちらをじっと見つめていて、成島は「何？」と問いかける。すると彼女が、少し恥ずかしそうに言った。

「先生の眼鏡のない顔、初めて見ました。……やっぱり整ってるんですね」

「ああ、見せたことなかったっけ」

　普段はこんなふうに横たわって語り合うことはなく、少し新鮮だ。澪の華奢な身体を抱き込み、手触りのいい髪を弄びながら、成島は説明した。

「本当はそんなに度が入ってない眼鏡なんだ。なくても充分見えるけど、俺はあんまり人に素顔を見せたくないっていうか、ワンクッション置きたくて」

「人前ではキャラを作ってる感じですか？　先生、普段は〝僕〟って言ってますけど、わたしの前では最近〝俺〟って言うようになりましたから、そうなのかなって」

　意外なことを言われ、成島は目を瞠る。

　確かに対外的には〝僕〟で通しているが、彼女の前で素を出している自覚がなかった。

（油断した。……この子の前では、俺は意外に取り繕えていないんだな）

　ばつの悪さをおぼえるのと同時に、彼女の洞察力に舌を巻く。いかにもおしとやかな見た目をしているが、澪は真面目で思慮深い女性だ。おそらく結婚相手を見極めるために、常に言動を観察しているのだろう。

　そんなことを考えているうちに、気づけば眠り込んでしまったらしい。──夢の中で、成島は小学六年生だった。自宅のダイニングの椅子に座っていて、目の前には八十七点の理科のテストがある。

　それを見つめながら父の帰りを待つ成島の手には、じっとりと汗がにじんでいた。今回のテストは難しく、どうしても九十点以上の点数を取れなかった。クラスの平均点は五十六点で、成島は担任に「頑張ったね」と褒められたくらいだったが、そんなことは父には通用しない。

（どうしよう……こんな点数、絶対お父さんに怒られる）

　やがて玄関のほうが騒がしくなり、京三が帰宅したのがわかった成島は、蒼白になった。

　息子のテストの出来栄えをチェックするのを日課にしていた彼は、案の定点数を見るなり「何だこれは」と声を上げた。

『こんな簡単なテストで九十点を取れないなんて、お前は怠けているのか？　一体何を勉強してるんだ』

『……ごめんなさい』

『私に恥をかかせる気か？　月謝の高い塾に通わせてきちんとした教育を受けさせてやっているのに、こんな点数を取るなんてゴミクズ以下だ』

　大きな手で頭を張り飛ばされ、成島は勢いよく床に倒れ込む。

　起き上がろうとしたところを再度叩かれて、痛みに顔を歪めながら無意識に手で頭を庇った。するとそんなしぐさが余計に気に障ったのか、父が容赦のない力で髪をつかんできた。

『自分が悪いのにそんな態度を取るなんて、まったく反省していないということだな。どうしたらお前はいい子になるんだ、ん？』

『ごめんなさい……ちゃんと勉強しますから、許してください』

『これで何度目だ。適当に言い逃れしようとして、父さんを馬鹿にしてるんだろう』

　何度も殴られて泣きじゃくり、繰り返し謝罪の言葉を述べて、ようやく解放してもらえたのは二十分後だった。

　床にうずくまってすすり泣く息子を見下ろし、父は傲然と告げた。

『無能な息子など、私には必要ない。見捨てられたくなかったら常にいい成績を取って、私の足を引っ張らないようにするんだ。──わかったな、貴士』







「……っ」

　ハッとして目覚めたとき、室内はだいぶ薄暗くなっていた。

　一瞬自分がどこにいるかわからなかった成島を、ベッドサイドから澪が心配そうに覗き込んでくる。

「先生、大丈夫ですか？　うなされていたみたいですけど」

　起き上がった成島は、無言で乱れた髪を掻き上げる。

　久しぶりに悪夢を見てしまったのは、数時間前に父と話をしたからだろうか。深くため息をついた成島は、彼女に向かって問いかける。

「俺は今、何か寝言とか言ってなかった？」

「いえ。でもすごく苦しそうにしていたので、具合が悪いのかと心配になってしまって」

　澪は成島と一緒にベッドでうとうとしたものの、先に目が覚めて身支度を整えていたらしい。彼女が気遣う口調で言った。

「お水でも持ってきましょうか？　先生、汗をかいてますから、着替えたほうが──」

　立ち上がりかけた澪の手をつかみ、成島はその場に引き留める。そして驚いた顔をする彼女に向かって告げた。

「ここにいてくれないかな。……水はいいから」

「……はい」

　澪は戸惑いながらもベッドの縁に腰掛けてきて、成島はしばらく沈黙する。

　外はだいぶ日が落ちて、室内は次第に薄暗くなってきていた。ベッドサイドに置かれた時計は、午後六時五十分を示している。

　握ったままの手から彼女の困惑が伝わってきて、ふと苦い笑いがこみ上げた。成島は目を伏せたまま口を開いた。

「いきなりおかしな態度を取って、君は困ってるだろうな。……さっき、昔の夢を見てた」

「夢、ですか？」

「ああ。疲れたり、プレッシャーを感じたりすると、ときどき見る」

　それは他人には絶対に知られたくない、過去の話だ。それなのに握りしめた手の中のぬくもりに縋るように、成島は澪に向かって話し始めていた。

「俺は幼少期から、ずっと父に抑えつけられて育ってきた。精神的にも、肉体的にも──今でいう虐待だ」

　彼女が驚いた様子で、息をのむ。成島は淡々と続けた。

「俺の父親は元々市議会議員からスタートした人で、いつか国の中枢に行きたいっていう野心を持ってた。甘いマスクとソフトな口調で女性の人気を得ていたけど、内と外ではまるで人格が違う人だった」

　外でニコニコと如才なく振る舞っている反動なのか、家での京三は怒りっぽい暴君だった。

　些細なことで苛立っては物に当たり、高圧的に怒鳴り散らす。いつしかその対象は次男である成島に向けられ、毎日のようにひどい折檻をした。

「テストの点数が悪いとか、食事のときの箸の持ち方がおかしいとか……理由は何でもいいんだ。彼にはストレス解消のために絶対に歯向かわないサンドバッグが必要で、俺はその恰好のターゲットだった。毎日何十分も殴られたり、髪をつかんで引きずり回されたりしたけど、周囲には虐待してることがばれないように周到にやってた」

　成島に日常的に暴力を振るいながら、京三は見えるところには絶対に傷を作らなかった。

　そして殴る前には何かしらの理由をつけ、「お前が悪いから、私は仕方なく躾けてやってるんだ」と息子に言い聞かせた。繰り返される暴力に成島はすっかり竦んでしまい、いつしか「父には絶対に逆らえない」という刷り込みが定着していた。

　母親と兄は、自分たちの身に火の粉が降りかからないよう、見て見ぬふりだった。

「中学で背が伸びてくると、ようやく肉体的な折檻はなくなった。父も国政に進出して、忙しくなってたしね。大学に入って独り暮らしを始めたら、自分がいかに異常な環境で育ったのかがよくわかったよ。たぶん生活を別にすることで、父の影響がだいぶ薄れたからだと思う」

　大学の四年生に上がった成島が、「大学に残って研究を続けたい、政治の世界には行かない」と京三に直談判したのは、大きな賭けだった。

　本来なら問答無用で叩き潰されるはずだったが、数学の分野で優秀な成績を出している次男を彼が自慢していたこと、そして長男が政界に進んで気をよくしていたのもあり、それは了承された。

「俺がこの歳で准教授になったのは、いくつも書いた論文の内容が認められたからだ。でも父は、自分がいろいろ手を回してやったおかげだと思ってる。このマンションも彼の持ち物だし、威圧的な態度で話されると、気持ちが萎縮して逆らえなくなってしまって。だから君との縁談を持ち込まれたときも、俺には断るという選択肢がなかった」

　話が一段落し、成島は小さく息をつく。そしてずっと黙ったままの澪を見やり、自嘲して笑った。

「……ごめん。突然こんな話を聞かされて、君はきっと困ってるだろうな。結局俺はいまだに父の呪縛から抜け出せない、器の小さい男なんだ。表面を取り繕うことばかり上手なのは、彼に似ているのかもしれない。ニコニコして人当たり良く振る舞いながら、実はかなり計算高いところも、考えてみればよく似てる」

「──そんなことありません」

　ふいに彼女が強い口調で言い放ち、成島を見る。

「先生はお父さまとは、全然似ていません。だって先生は、優しいじゃないですか。わたしに対してひどいことはしないし、ちゃんと約束を守ってくれています。世間知らずの小娘を騙して意のままにすることだってできたはずなのに、あえてそうしなかったでしょう？」

「……それは」

　──それは〝ゲーム〟にしたほうが、面白いと思ったからだ。

　日下と競合し、彼に勝って人形のようにきれいな澪を自分のものにする。あえて一気には落とさず、じわじわと快楽を教えて篭絡していくのは、きっと楽しいに違いない──そんな不純な動機から始めたことなのに、彼女は断固として言う。

「先生はもう自立した大人なんですから、お父さまのことなんて気にしなくていいと思います。嫌なことは嫌だと、はっきり言っていいんです。この縁談も……断ってよかったんです」

　澪の語尾がかすかに震え、ふと見ると目にいっぱい涙を溜めている。成島は驚いて問いかけた。

「どうしたの、そんな顔して」

「だって……先生がかわいそうで。小学六年っていったら、わたしの弟と同い年じゃないですか。あんな身体ができ上がっていない子どもを、大人の男の力で毎日殴ったり、髪をつかんで引きずり回すなんて、ひどすぎます。どれだけ怖くて痛かったか」

　澪の目から涙がポロリと零れ落ち、成島は虚を衝かれてそれを見つめる。

　その瞬間、胸にこみ上げたのは、泣きたいような感情だった。十一歳も年下の彼女が、かつて自分が感じた痛みや恐怖を慮ってくれている。それがやるせなく、何ともいえない気持ちになって、気がつけば澪の後頭部を肩口に引き寄せていた。

「先生……？」

「優しいね、澪ちゃんは。……俺は君の弱みにつけ込むような、どうしようもない男なのに」

　彼女が「弱み？」とつぶやき、成島は頷く。

「君が家族を救いたいと思う気持ちにつけ込んで、〝お試し交際〟を提案した。父からの命令に逆らえなかったのも、もちろんある。でもわざわざ日下くんを挑発して巻き込んだのは、俺がひねくれていたせいだ。どうせ断ることができない縁談なら、多少プロセスを楽しんでも構わないだろうと考えていた」

　成島は澪の肩をつかんでわずかに身体を離し、彼女と視線を合わせる。そして真摯に告げた。

「信じてもらえるかわからないけど、今は違う。元々君の容姿や品の良さには魅力を感じていたけど、素直なところや真っすぐで芯が通っているところ、それに相手のことを思いやれる性格に、強く心惹かれてる。……君に好かれたいと、心から思ってる」

　澪が驚きの表情になり、こちらを見つめる。

「先生……」

　成島は彼女の手をつかみ、その指に口づける、そして懇願するように言った。

「俺を好きになってよ、澪ちゃん。絶対に苦労はさせないし、お姫さまみたいに扱う。──誰よりも君を、大切にするから」








　　第十章









　八月に入ってからの東京は雨がまったく降らず、盛夏らしく厳しい暑さの日が続いている。

　明日から夏季休暇に入るため、大学構内はどことなく華やいだ雰囲気だ。二時限目のフランス語速読の講義を終えた澪は、依子に昼食に誘われた。

「お腹空いたねー、何食べようか」

「依子ちゃん、わたし、お昼は早く切り上げて、三時限目の前にキャリアセンターに行ってくるから」

「えっ、何しに？」

「ちょっと調べもの」

　パニーニとサラダ、ヨーグルトのセットで手早く昼食を終えた澪は、依子と別れて構内のキャリアセンターに向かう。

　進路や就職、会社のセミナーの案内の閲覧や相談ができる施設内には、企業情報や求人情報を検索できる資料室があった。しかし資料室は午後三時で閉まってしまうため、講義の合間にしか来ることができない。

　今まで入ったことのない施設内を興味深く見回した澪は、資料室のパソコンで就職支援システムを開いた。ここに来たのは、フランス語を生かせる就職先があるかどうかを調べるためだった。

（ふうん、フランス語が使える職種って結構あるんだわ。……日下さんが言ってたの、本当だったんだ）

　これまで卒業後はしばらく花嫁修業をし、いずれ結婚するものだと考えていた澪にとって、就職はまったく選択肢になかった。しかし日下に語学力を褒められ、「それだけフランス語ができるなら、海外と取引する部署で働けそうだな」と言われて以来、澪の中で就職への興味が湧いている。

（家の財政状況が逼迫してるのに、今まで働くことを選択肢に入れなかったのって、考えてみればすごく傲慢だったわ。誰かに何とかしてもらうのではなく、わたし自身が仕事をして自立することを考えるべきかもしれない）

　日下が〝特技のフランス語を生かして働く〟という選択肢を示したくれたことは、澪にとって新鮮だった。彼が褒めてくれたときの充実感は何にも代えがたく、卒業後を真剣に考えるきっかけとなって、今こうしていろいろと調べている。

　日下、そして成島の面影を思い浮かべ、澪は気まずく目を伏せた。彼らに想いを告白されたのは、二週間前だ。それぞれの言い方で「自分を好きになってくれ」と澪に告白してきた二人は、以来会うたびに気持ちをアピールしてくるようになった。

　日下は相変わらず庶民的なデートであるものの、硬派な見た目に反して情熱的に迫ってくる。最初の無愛想な印象とは違う優しさや細やかさを見るたび、澪は胸がきゅうっとしていた。

　一方の成島は高級感のあるデートはそのままに、眼差しや言葉のいちいちに甘さがにじむようになっている。「お姫さまみたいに扱ってあげる」という言葉に違わず、エスコートがとても洗練されていて、大人の男性らしい落ち着きと包容力に澪は安堵をおぼえていた。

（でも──）

　彼らと〝お試し交際〟を始めて二ヵ月、澪はそろそろ結論を出すべきだと考えていた。

　いつまでも二人同時に交際しているのは、誠実ではない。どちらかを結婚相手に決め、片方には断りを入れる、その判断をしなくてはならない。

（どちらを夫に選ぶべきかしら。日下さん？　それとも成島先生……？）

　彼らはそれぞれにいいところがあり、人格的には申し分ない。

　何より澪を一人の女性として大切にし、政略結婚ではなく恋愛対象として求めてくれている。縁談が持ち上がった当初、「愛などなくていい、家に援助をしてくれるなら、結婚するのはどちらでも構わない」と考えていた澪にとって、これはある意味幸せなことだった。

　しかし問題は、澪自身が二人それぞれに好感を抱いていることだ。大切にされ、情熱的に求められて悪い気はせず、だからこそ最近は心苦しさをおぼえているのかもしれない。

（片方と会っていると、もう片方の人に罪悪感を抱いてしまう。……ううん、それだけじゃなく、たぶんわたしが双方と会うことで、どちらにもストレスを与えてしまってる……）

　今の関係は本来の恋愛ではありえない形で、ひどく歪だ。ならば早急に結論を出すことが全員の精神衛生上、得策なのかもしれない。

　今日の夜は、成島と会う予定が入っていた。先日明かされた彼の生い立ちを思い出し、澪は複雑な気持ちになる。

（先生は中学生になるまで、ずっと父親から虐待を受けていたと言っていた。精神的にも、肉体的にも抑圧されて育ったから、親には逆らえないんだって）

　あまりに過酷な当時の様子を聞いて、澪は胸が痛くなった。そしてそんな心の傷を抱えている成島を、「抱きしめてあげたい」と思った。

　両親に愛されて育った自分がこんなふうに考えるのは、おこがましいかもしれない。だが大人になった今も当時を夢に見てうなされるのは、きっととてもつらいことだと思う。

（先生の弱い部分を垣間見て、ほんの少し親近感を持てた。今までは年上の人だし、職業的に「先生」って呼んでるから、型に嵌めて見てしまっていた部分があるけど……）

　成島と価値観を、共有できるだろうか。

　おそらくどちらと結婚しても、実家への援助はきちんとしてもらえるはずだ。あとは自分との相性の問題だと、澪は考える。

（これまで誠意を尽くしてくれたんだから、結婚する人にはちゃんと気持ちを返したい。……わたしに合ってるのは、一体どっちなのかしら）

　しばし考え込んだ澪はふと我に返り、パソコンを操作してどんな職種があるのかをチェックしたあと、午後の講義に出る。

　午後四時半に大学を出てバスで移動した澪は、午後五時になる五分前に待ち合わせの六本木駅に着いた。すると間もなく、成島がやって来る。

「待たせてごめん」

「いえ、たった今来たところですから」

　今日の彼は清潔感のある白のボタンダウンシャツに黒のアンクルパンツ、ビジネスバッグというシンプルで爽やかな恰好だ。黒縁の眼鏡が、知的さをプラスしている。

　成島がふとこちらの首元を見つめ、微笑んだ。

「このあいだ買ったやつ、着けてくれてるんだ。澪ちゃんは首が細いから、よく似合ってる」

　澪が着けているネックレスは、先日彼にプレゼントされたものだ。

　これだけではなく、最近の成島はデートするたびに「君に似合うから」と何かしらプレゼントしてくれることが多くなり、澪は少々困惑している。

（それなりに値段の張るものばかりだから、もらってばかりなのは何だか気が引けちゃう。……先生は、全然気にしていないようだけど）

　そんな澪の気持ちをよそに、彼が時計を見て促してくる。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

　向かった先は、東京ミッドタウン内にある美術館だ。

　絵画や陶磁器、漆工、染織などの古美術品を中心に展示していて、街中にあるとは思えないほど落ち着いた雰囲気で楽しめる。

　成島はアート好きな澪と趣味が合い、これまでも何度かデートで都内の美術展を訪れていた。ここは二人で来るのは初めてで、澪は美しい美術品の数々に感嘆のため息を漏らす。

　その一方で、隣で鑑賞している成島をときおりそっと観察した。

（こうやって趣味が合うところは、ポイントが高いかも。先生はどこに行っても落ち着いているし）

　彼は数学を専門とする准教授だが、芸術やクラシック音楽などにも造詣が深い。

　こちらの視線に気づき、成島がふとこちらを見た。そして不思議そうに問いかけてくる。

「どうかした？　さっきから美術品じゃなく、俺のほうばかり見てるけど」

「す、すみません」

　慌てて謝る澪に対し、彼が微笑んで言った。

「あんまり見つめていたら、あらぬ誤解をするよ。もしかしたら俺のことが好きなのかもとか、早く二人きりになりたいのかもとか」

「そんなこと……」

「『ない』って言い切られるのは、傷つくんだけどね」

「あっ、あの、それは」

　狼狽する澪を見て、成島が小さく噴き出す。

　楽しそうに軽口を叩く彼は、柔らかい表情をしている。どこか如才なくきれいに取り繕った印象の頃と比べて、今のほうが格段に人間味に溢れていた。

　しかしその理由がこちらへの恋愛感情だと考えると、澪は少し複雑になる。

（この縁談話が持ち上がったとき、わたしは「絶対にこの縁談の主導権を握ろう、相手を手玉に取ってやろう」って考えてた。……でも、実際そうなってみると、こんなにも罪悪感が募るなんて）

　気もそぞろに閉館の午後六時まで美術品を鑑賞したあと、成島が予約したホテルのフレンチレストランに向かう。

　窓から東京タワーとスカイツリーの両方が見渡せるレストランは、きらめく夜景が美しく、黒を基調とした内装が優雅で洗練された雰囲気だった。案内された窓際の席に座ると、彼がニッコリ笑って提案する。

「澪ちゃんもたまには飲んだらどう？　もう二十歳を過ぎてるんだし」

「でも……」

「ソムリエに、飲みやすいものを聞いてあげるよ」

　手を挙げてソムリエを呼んだ成島が、ワインブックを見ながら相談し、澪が飲みやすいものをオーダーしてくれる。

　やがて出されたボトルは、すっきりとした飲み口の白ワインだった。ベタベタとした甘さではないために飲み疲れすることがなく、澪は気に入って少しずつ口に運ぶ。

「飲めそうかな」

「はい、美味しいです」

「じゃあ、もっと飲んで。君のために入れたボトルだから」

　やがてキャビアとオマール海老のジュレにカリフラワーのクリームを添えたもの、冷たいトマトのガスパチョなどの夏らしいメニューが提供され、盛り付けの美しさにうっとりする。

　勧められるがままにワインを飲んだ澪は、魚料理が出てくる頃には早くも酔いが回り始めていた。成島に明日からの夏季休暇の過ごし方を聞かれ、カトラリーを置いて答える。

「ゼミの合宿旅行が三泊四日であるのと、家族と佐久の別荘で二週間ほど過ごします。毎年のことなので」

「別荘か。佐久市は自然豊かで、いいところだよね」

「先生は、大学が休暇に入っても研究室に行かれるんですか？」

「うん。学生が休みでも、教員は学内会議とか学会の準備で忙しいんだ。まあ、講義がないのは楽だけど」

　大学の話になった流れで、澪はワイングラスを傾ける彼を見つめながら話し出す。

「あの……実は今日、大学構内のキャリアセンターに行ってみたんです。資料室のパソコンを使いに」

「キャリアセンター？」

「はい。わたし、卒業後はフランス語を生かせる職業に就きたいと考えていて。少し調べてみたら、今は英語話者の供給過多によって、他言語を操れる人は評価されやすいそうなんです。職種としては、商社、航空業界、旅行、通訳などがあると書いていました」

　実際に求人情報を目にした澪は、新しい世界が開けたような気がしてワクワクしていた。

　自分の能力が誰かに必要とされ、労働に対して対価がもらえる。それはとても頑張りがいがあると感じていたが、目の前に座る成島はあっさり言った。

「──澪ちゃんはそんなこと考えなくてもいいよ。働くなんて、ナンセンスだ」

「えっ？」

「俺と結婚すれば、及川家には手厚い援助がなされる。俺の妻となったら君は働く必要などないし、好きなように毎日を楽しめばいいよ。習い事をしたり、美容にお金をかけたり、観劇に出掛けたりね。何不自由ない生活を約束するから、心配しなくていい」

「────」

　仕事をしたいという考えを真っ向から否定され、澪は言葉を失くす。

　おそらく彼に悪気はなく、自分にできる精一杯の愛情表現として、結婚後の豊かな暮らしを提示したに違いない。

　だがそれを聞いた澪は、「まるで籠の鳥だ」と感じていた。成島の庇護のもとに囲い込まれ、愛玩されるだけの生活は、確かに贅沢で何の憂いもないだろう。

（……でも）

　働くことを具体的に考えたときに感じた高揚感は、彼にとってはナンセンスで無価値なものなのだ。そう思うと、息苦しさとやりきれなさが入り混じった複雑な感情が、澪の中に渦巻く。

　そんな気持ちを知る由もない成島が、グラスをテーブルに置いて話題を変えた。

「ところで君に、話しておきたいことがあるんだ」

「何ですか……？」

「昨日、アメリカの大学に勤める教授から、俺のところにメールが来た。以前発表した論文を読んで、とても感銘を受けたってね。それで『うちの大学に来ないか』という誘いを受けた」

「えっ？」

　澪は驚いて彼を見つめる。

　成島は説明した。アメリカには世界中の頭脳が集中していて、どこの大学も実力の底上げをすることに躍起になっており、国籍を問わず優れた研究者を集めているという。

　まだ学生である大学院生ですら、優秀な者はＴＡ（ティーチングアシスタント）として雇用し、授業料免除の上に生活費まで支給するという厚待遇ぶりだ。今回成島は大学の正規教員を打診されているため、ＴＡよりも高い年収が保証されるらしい。

「俺は助教の頃から論文の執筆にずっと力を入れてきて、その実績で准教授になったんだけど、こうして海外の、しかも著名な教授に評価されるのはうれしいな。努力してきてよかったと思える」

　あまりに突然の話で、澪は頭がグルグルしていた。酔いも相まって思考が散漫になっているのを感じながら、彼に向かって問いかける。

「あの……それで先生は、どうなさるんですか？　もしかしてＳ大のお仕事を辞めて、アメリカに……？」

　もしそうだとしたら、自分との縁談はどうなるのだろう。

　すると成島が、微笑んで答えた。

「正直どうしようか、迷ってる。今の職場に愛着もあるしね。でも新しい環境で、優れた研究者たちから刺激を受けながら自分の研究を突き詰めることにも、大いに魅力を感じてる」

　彼は澪の目を見つめ、切り込むような口調で問い返してきた。

「──俺がアメリカに行くって言ったら、澪ちゃんはどうする？」
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　地上二〇〇メートルというビルの四十七階に位置する部屋は、大きな窓からの眺望が自慢で、眼下には燦然ときらめく東京の夜景が広がっている。

　ラグジュアリーなインテリアの室内は、明かりが落とされていた。窓から離れた成島は、キングサイズのベッドに歩み寄る。そこには着衣のまま、すやすやと寝息を立てている澪の姿があった。

（酒に弱いのは知ってたけど、こんなにあっさり酔っ払うとはな。ま、それを見越して飲ませたんだけど）

　清楚に整った顔、頬に乱れ掛かる柔らかな髪、ほっそりした肢体を前にすると、いとおしさが募る。

　出会ってから約二ヵ月半、成島にとっての彼女は特別な存在になっていた。元々気に入ってはいたものの、気持ちが劇的に変化したのは、半月前のでき事がきっかけだ。これまで誰にも話したことがなかった成島の生い立ちを知った澪は、その原因となった父に対して憤り、涙を流してくれた。

　彼女の純粋さ、優しさを得難いものだ感じた成島は、強く澪を「欲しい」と思った。彼女を結婚相手として、自分のものにしたい。日下に渡すなどもってのほかだと。

（日下が彼女の身体に触れていると思うだけで、腹が立つ。俺のものにするには、一体どうしたらいいんだろう）

　彼女は「結婚相手としてどちらかを選んでいない状況で抱かれるのは、二人に対して誠実ではない」と語った。

　成島と日下を天秤にかけつつも、双方に対してできるかぎり誠実で公平であろうとする姿は、真面目だがひどくもどかしい。かといって無理やり奪えば、澪との関係が壊れてしまうのは目に見えている。

（俺はこの子を愛してる。結婚したらこれ以上ないくらいに大切にするし、どんな我が儘だって叶えてやるつもりだ。ひたすら甘やかして愛情を注いで、実家に関する経済的な懸念も、きれいに解消する）

　先ほど彼女は卒業後の就職について話していたが、そんなのは論外だ。

　由緒正しい血統に生まれ、きちんと躾けられて育った正真正銘のお嬢さまなのだから、労働をさせるつもりは一切なかった。

　昨日、メールでアメリカ行きの打診を受けたとき、成島は当初断るつもりでいた。日本から出ることになれば、澪の結婚相手としての権利を放棄することになる。そうなれば彼女は日下冬真を選び、彼と結婚するのは明白だ。

　しかしふいに「考え方を変えてみるのはどうだろう」という思いが、頭の中に浮かんだ。アメリカに行けば、自分は父の支配から逃れることができる。折に触れて実家に呼び出されたり、高圧的な物言いをされることもなくなり、昔の夢を見る頻度も少なくなるに違いない。

　そして澪については、妻として一緒にアメリカに連れていけばいい。その前に彼女に結婚相手として選ばれなければならないが、そこで成島は一計を案じた。

（既成事実を作れば、彼女は俺を拒絶できなくなる。──それも自分の意思で決めたのなら、なおさらだ）

　そう考え、成島は今日あえて澪に酒を飲ませた。

　案の定彼女はすぐに酔ってしまい、ディナーを終える頃にはだいぶ酩酊していて、同じホテル内に取っていた部屋に連れていくと深く寝入ってしまった。

　ベッドの縁に腰掛けた成島は、腕を伸ばして澪の頬に触れる。酒気で少し熱くなった頬はなめらかな感触で、細い首まで撫で下ろすと、くすぐったいのか彼女がわずかに身じろいだ。

　今日の澪は淡い水色のワンピースを着ていて、Ｖネックの前開きとなっており、ウエストをリボンで結んでいる。リボンを解き、前のボタンをひとつひとつ外していっても、彼女は目を覚まさない。

　やがてワンピースを脱がされ、下着だけの姿になった彼女は、身体つきは細いのに胸と腰の丸みが艶めかしく、透明感のある肌が薄闇の中で眩しい。

　自身の眼鏡を外してサイドテーブルに置き、澪の身体に覆い被さった成島は、眠る彼女に触れるだけのキスをした。そして甘い匂いのする首筋を唇で辿り、胸の丸みを手のひらに包み込む。

　細くしなやかな二の腕を上げさせ、内側に口づけてわざと跡を残した。ブラを取り去ると形のいいふくらみが現れ、弾力のある感触が手に愉しい。

　成島が桜色の頂に舌を這わせた途端、澪がピクリと身体を跳ねさせた。

「……っ、ん……」

　乳暈を舌先でなぞり、先端を吸い上げる。眠っていても敏感なそこは刺激を受けてすぐに硬くなり、唾液で濡れ光る様子が淫靡だった。

　平らな腹部、臍辺りまでキスを落とした成島は、澪の下着を脱がせる。そしてすんなりした太ももを広げ、身を屈めて秘所に舌を這わせた。

「……ん……っ、ぁ……っ……」

　音を立てて花芯を吸い上げ、割れ目を繰り返し舌でなぞる。

　舌先で蜜口をこじるようにすると、彼女は太ももを断続的に震わせ、切れ切れに色めいた声を漏らした。さんざん舐めて愛液を啜ったあと、口元を拭った成島は澪の体内に指を挿れる。

「……んっ、……ぅ……っ……」

　異物感に気づいたらしい彼女は一瞬眉を寄せたものの、目を覚まさない。

　ぬるついた内襞が蠢き、きゅうっと指に絡みついてきて、動かすとますます潤みを増した。まだ男を受け入れたことがない内部は狭いのに濡れやすく、成島は指を行き来させながら、「ここに自分のものを挿入したら、どんなに気持ちいいだろう」と考えを巡らせる。

　やがて頃合いを見た成島は指を引き抜き、自身の下衣を緩めた。そして充実した屹立を取り出す。

（目が覚めたとき、君はどんな顔をするかな。……怒るのか、ショックを受けるのか）

　だがそんなのは、些末なことだ。

　たとえ澪がどんな反応をしても、成島は彼女を口説き落として絶対に妻にする。そして共にアメリカに渡れば、自分は父のことも、日下のことも気にする必要はなくなる。

（俺はどうしても、この子が欲しい。──どんな手段を使っても）

「所詮自分はこの程度の人間だ」と、成島は自嘲して苦い微笑みを浮かべる。あの父に育てられた自分もまた、手に入れたいもののためなら何でもできる卑怯な人間なのだろう。

　だが澪を手に入れた暁には、二度と傷つけるようなことはしない。真綿でくるむように大切に扱って、精一杯の愛情を捧げる。

　そう心に決め、成島は自身に避妊具を被せると、彼女の膝に手をかけて蜜口に屹立の先端を当てがった。

（後悔はしない。──こんなふうにしなければ、俺はこの子を手に入れられないんだから）







　世界的に有名な一流ホテルだけあって、浴室には清潔感があり、アメニティが充実していた。

　シャワーを浴びた成島は、バスローブを羽織って部屋に戻る。そして室内に設置されたミニバーの冷蔵庫から水のボトルを取り出し、窓辺で夜景を眺めながら飲んでいたところ、背後で身じろぎする気配がした。

　振り返ると、ベッドの上に身を起こした澪が呆然としている。成島は彼女に声をかけた。

「起きた？　澪ちゃん」

「先生、あの、わたし……」

　澪は全裸で、寝具で胸元を隠している。ベッドに歩み寄った成島は、微笑んで言った。

「気分はどう？　だいぶワインで酔ったみたいだけど、吐き気とかはない？」

「それは大丈夫ですけど……」

「──じゃあ、身体は？」

　成島の問いかけに彼女がギクリとした顔をし、「……身体？」とつぶやく。その乱れた髪を撫でてやりながら、成島は答えた。

「そう、身体。今までさんざん慣らしてきたとはいえ、やっぱり初めて受け入れるのはつらかったんじゃないかなって」

「えっ……」

「まさか、覚えてないの？」

　澪が混乱した顔で、こちらを見る。成島は言葉を続けた。

「澪ちゃんは俺に、最後まで抱かれたんだよ。君がディナーのときのワインでだいぶ酔っ払ってしまって、少し休ませようと思ってこの部屋を取ったんだ。そしたら部屋に入るなり、『アメリカに行かないでください』って言って俺に抱きついてきた。しがみついて離れないから、ベッドまで連れていって添い寝してやろうとしたら、君が言ったんだ。『日下さんじゃなく先生を結婚相手として選ぶから、最後までしてください』って」

　彼女は驚きに目を見開き、胸元に寝具を引き寄せながらつぶやく。

「そんな……わたしが？　でも」

「うんと慣らしてから挿れたけど、やっぱり痛みはあったみたいで、そこは申し訳なく思ってる。入り口に違和感があるだろう？」

　心当たりがあるのか、澪が顔をこわばらせる。

　ベッドの縁に座った成島は腕を伸ばし、その細い肩を抱き寄せて柔らかな髪に顔を埋めた。そして想いを込めてささやく。

「君が『離れたくない』って言ってくれて、うれしかった。今までさんざん我慢して、ようやく最後まで抱けたことも……。でも記憶がないって言われるのは、さすがにショックだな。やっと気持ちが通じたと思ったのに」

「……っ」

　かすかに震える身体から、彼女がひどく動揺していることが伝わってくる。やがて澪が、小さく言った。

「わたし……帰らないと。あまり遅くなったら、両親が心配するので」

「ああ、もう午後十時だもんな。送っていくから、シャワー浴びておいで」

　頷いた彼女が、成島が手渡したバスローブを羽織って浴室に向かう。

　自身も着替えをしつつ、成島は浴室から響くシャワーの水音を聞きながら考えた。

（……今頃澪ちゃんは、身体に付いたキスマークに気づいてるだろうな。一体どう思ってるだろう）

　服に隠れて見えないところに、成島はいくつも所有の証を付けた。あれを見た澪は、きっと呆然としているに違いない。

　やがて成島が脱衣所に置いた私服に着替え、彼女が戻ってくる。そして思い詰めた顔で、何かを言いかけた。

「先生、あの……」

　成島は澪の身体を引き寄せ、抱きしめる。細く柔らかな感触を腕に感じながら、彼女の耳元でささやいた。

「──澪ちゃん、俺は君を、アメリカに連れて行きたいと思ってる」

「えっ……」

「もちろん、きちんと入籍して妻にし、及川家への援助を実行した上でだ。でも今ここでは、結論を求めない」

　肩をつかんでわずかに身体を離し、成島は澪を見つめる。

　人形のように整った顔をいとおしく思いながら、優しい口調で言った。

「いきなり日本を離れる提案をされて、君にも考える時間が必要だと思う。それにどうやって俺に抱かれたか、時間が経てばちゃんと思い出せるだろうしね。そのときのほうが、きっと返事をしやすいんじゃないかな」

　彼女は瞳を揺らし、答えない。成島はこの上なく優しく微笑み、提案した。

「気持ちが決まったら、俺に会いにおいで。──いつ、どんな時間でも構わないから」








　　第十一章









　日下興産は若手の育成に力を入れており、採用の内定が出てから入社までのあいだ、語学と簿記、ＰＣスキルのトレーニングを受けることが義務付けられている。

　入社後は最低二年間の基礎教育期間が設けられ、基本的な業務と会社のマインドを叩き込まれる。その後は入社八年までに三つの部署を経験することが社内規定で決められていて、二十代のうちに全員が海外駐在に出されるシステムだ。

　異動する部署は、個人の希望や適性によって決定する。お盆休みも終盤の土曜日、日下は朝から自宅のパソコンに向かって考えていた。

（次に異動するとしたら、輸送機・建機事業部門かな。途上国の道路整備とか建設プロジェクトとか、海外向けの建機レンタル事業にも興味がある）

　会社では社内制度が充実していて、キャリアビジョン研修も頻繁に行われており、上に行きたい人間はこれを利用しない手はない。

　一〇〇以上もある通信講座やｅラーニングの一覧から興味があるものをピックアップしつつ、日下はふと澪のことが気にかかった。確か彼女は昨日で大学の前期が終了し、今日から夏季休暇に入るはずだ。可憐な面差しを思い出した日下は、ふと微笑む。

（今日か明日、会えればいいけど。……あとで連絡してみるか）

　澪との関係に変化があったのは、約二週間前だ。

〝お試し交際〟を始めて約一ヵ月半が経過した今月の頭、会うたびに彼女に少しずつ心惹かれていた日下は、「自分を本当の恋人にしてほしい。その先に結婚があるなら、それでも構わない」と告白した。

　一方でずっと気にかかっていたのが、もう一人の縁談相手である成島貴士の存在だ。日下と同じくらいの頻度で澪に会っている彼は、彼女の身体に触れている。

　それに猛烈な嫉妬の感情がこみ上げた日下は、澪に「抱かせてくれ」と迫った。だが成島と最後までしていないという彼女は、現時点でどちらと結婚するかを決めていないことを盾にそれを拒否し、今に至る。

（最終的に、俺が選ばれればいいと思ってるけど……今の澪は、どっちに気持ちが傾いてるんだろう）

　あれから二週間、日下は会うたびに澪に自分の気持ちを伝え、甘く迫るようになった。

　一度触れると執着は増して、抱きしめたりキスをする頻度が高くなっているものの、そうしながらも「澪は成島と、どんなふうに過ごしているのか」という考えが頭をよぎり、不快な気持ちになっていた。

（こんなふうに独占したくなるのは、やっぱり成島っていうライバルがいるせいか？　今まで彼女がいたことはあるけど、ここまで相手に執着するなんてなかったのに）

　澪の清楚な美貌、ほっそりした手足、品良く優雅な物腰を目にするたび、触れたい欲求が疼く。

　なまじ中途半端に触ってその感じやすさや柔らかさ、甘い匂いを知ってしまっているだけに、最後までしないように我慢するのはかなりの精神力を必要としていた。

　一昨日は外で食事し、その後「うちで一緒に映画を見よう」と誘ってこの家に来たものの、気づけば日下は映画の内容そっちのけで彼女を抱き寄せ、その身体に触れていた。

『……あっ……日下さん、映画……っ……』

『──あとでいいよ』

　抱き寄せて小さな耳朶を軽く噛むと、澪が「ぁっ……」と色めいた声を上げた。

　それがスイッチとなり、欲情に火が点いた日下は、耳の中に舌を入れてわざと音を立てて舐めた。それと同時に胸のふくらみを手のひらに包み込み、やわやわと揉むと、彼女はたやすく息を乱した。

　上衣をめくり上げ、ブラを緩めて、零れ出た清楚な色合いの先端を舐めた。弾力のある丸みは日下の手にすっぽり収まる大きさで、とても感じやすい。それは秘所も同様で、触れるとたちどころに蜜を零すそこは素直で淫らだが、そうしたのが成島だと思うと、対抗意識がふつふつと湧いた。

　結局、日下は舌と指を使ってさんざん澪を喘がせて彼女をぐったりさせたものの、最後までするのはすんでのところで堪えた。抱きたい欲求はなかなか治まらず、代わりに息を乱している澪の唇を少し荒っぽく貪り、身の内に渦巻く獣めいた衝動をどうにか鎮めた。

（いつまで耐えなきゃいけないのかな。万が一、澪が成島を選んだ場合は、俺のほうが諦めなきゃならないのか）

　諦められるのだろうか、と日下は考える。ある日突然向こうを選んだと告げられたとき、「わかった」と素直に身を引けるのか。

（……わからない。何よりも澪の幸せを考えるべきだって、頭では理解してるけど）

　そのときふいに玄関のインターフォンが鳴り響き、日下は視線を上げる。立ち上がり、モニターを見ると、そこに映っているのは友人の小森みちるだ。

　嘆息しながら玄関に向かった日下は、鍵を開けた。

「どうした？　小森。いきなりアポなしで来るのはやめろって、このあいだも言っただろ」

「えー、いいじゃん。お盆休みだし、冬真はどうしてるかなーって思って」

　ニッコリ人懐こく笑う彼女は、高校時代からの友人だ。

　日下がバスケ部に所属していたときに小森はマネージャーをしていて、卒業後も他の友人たちを交えてつきあいが続いていた。このマンションにも、これまで何回か来たことがある。

（……でも）

　ここ最近、彼女が頻繁に連絡してくるようになって、日下は困惑していた。

　一度「相談がある」と言われて食事をしながら話を聞いたが、それは転職に関することだったため、自分にできるかぎりのアドバイスをした。

　しかしその後、一日に何度もメッセージを送ってきたり、飲みに誘ってきたり、こうして自宅まで来ることもあり、あまりの頻度に日下は辟易していた。

　極めつきが休日である今日、朝からのアポなし訪問だ。今までは「友人だから」と許容してきたが、これ以上はつきあいきれない。そう考えた日下は意を決し、彼女にはっきり意思表示するべく口を開こうとした。

「小森、あのな……」

　そのとき背後のリビングで、スマートフォンの着信音が響く。

　休みの日でもたまに仕事関係の電話がかかってくるため、すぐに出ないとまずい。すると表情でそれがわかったのか、小森が心得た顔で言った。

「いいよ、出て。私、電話が終わるまで待ってるから」

「……ごめん」

　急いでリビングに戻り、テーブルの上のスマートフォンを手に取る。

　画面に表示されているのは、知らない番号だった。一瞬「誰だろう」と考えたものの、日下は指を滑らせ、電話に出た。

「はい、日下です」

『──日下くん？　久しぶり、成島です』

　思いがけない人物の声に、日下は驚き、目を見開く。

　彼とは最初に一度顔を合わせ、澪と会うたびに強烈に意識してきたものの、あれ以来接点がなかった。日下は眉をひそめながら言った。

「……一体何の用だ。俺にわざわざ連絡してくるなんて」

『喧嘩腰だな。そうやって尖ってるの、何だか若いね』

「そうだな。事実あんたより、だいぶ年下だし」

　挑発に乗らずに淡々と答えると、成島が楽しそうに笑う。そして言葉を続けた。

『澪ちゃんからいろいろ話を聞いてるよ。君とのデートは庶民的で、まるで学生みたいだってね。ＶＲアトラクションとか、大盛りのカレー屋だっけ？　縁談相手、しかも筋金入りのお嬢さまを連れていくにしては、ずいぶんと安上がりすぎじゃないかな。大企業の御曹司なのに、意外とケチなの？』

「澪はすごく楽しんでたよ。どこに連れていっても、毎回目をキラキラさせて。金に任せたデートは、はっきり言ってありきたりでつまらないと思う。肩が凝るし」

　ひとしきり皮肉の応酬をし、互いに沈黙する。小さく息をついた日下は、電話の向こうの彼に問いかけた。

「それで、用件は何だ。まさか嫌味を言うために電話をしてきたわけじゃないだろ」

『そうだね。君に報告しなくてはならないことがあって、電話したんだ』

　成島は一旦言葉を切り、余裕のある口調で言った。

『──僕は昨日、澪ちゃんを抱いた。彼女の了承を得て、最後までしたんだ。だから君はこの〝ゲーム〟から、脱落したことになる』

「…………は？」

『あの子の心を射止めたのは、僕だってことだ。実は今、アメリカの大学から就職話がきていてね。その話をしたら、澪ちゃんはすごくショックを受けて、『先生と離れたくない』って言った。僕が日本からいなくなると聞いて、自分の本当の気持ちに気づいたみたいだ』

　日下は頭が真っ白になっていた。

（成島が……澪を抱いた？　じゃあ俺は──）

　ならば自分は彼の言うとおり、澪を巡っての争いから脱落したことになる。成島が冷静に言った。

『彼女は僕を選んだんだから、今後君とは共有しない。潔く諦めて、今後は二度と澪ちゃんに関わらないでくれると助かる。あの子に触れたことがある男との面会を許すほど、僕は寛容じゃないからね』

「…………」

『じゃあ』

　通話が切れ、日下はスマートフォンを持っていた手を力なく下ろす。突然もたらされた終了宣告に、頭がついていかなかった。

（澪が成島を選んで……あいつに抱かれた？　アメリカに行く話を聞かされて、自分の気持ちに気づいて、それで）

　──話の筋は通っている。

　成島は大学の准教授だけあって知性に溢れ、年上だから頼りがいもあるだろう。加えて政治家を輩出している家柄は、結婚相手として申し分ない。

　彼の話を聞いた瞬間、日下の胸に渦巻いたのは、強い嫉妬の感情だった。これまで澪の気持ちを第一に考え、自分のものにしたい衝動を必死に抑えてきたのに、一番負けたくない男に奪われてしまった。それが日下のプライドを深く傷つけ、じくじくとした痛みをもたらしている。

　そのとき横から、小森が話しかけてきた。

「ねえ、電話の内容が聞こえちゃったんだけど、もしかして冬真、及川さんに裏切られたの？　彼女は二股をかけてたってこと？」

　いつのまにか家に上がり込んでいた彼女は、スマートフォンから漏れるやり取りを聞いていたらしい。

　日下が答えずにいると、小森が憤りの表情で言った。

「あまりにもひどくない？　あの子、冬真と同時進行で他の男にも会ってたってことでしょ。いかにもお嬢さまっぽい上品そうな顔してたけど、やってることはその辺の女子よりえぐいじゃん」

　キャンキャンと耳元で喚かれ、日下はうんざりしながら口を開く。

「お前には関係ないだろ。それより、何で勝手に家に上がり込んでるんだ。人の会話まで盗み聞きして……。もう帰ってくれ」

「嫌。だって冬真がかわいそうで、放っておけないよ。及川さんのこと、好きだったんでしょ？　このあいだのバスケのとき、すっごく優しい目で見てたもん」

　──確かに好きだった。

　最初こそきつい言い方で泣かせてしまったが、澪の真っすぐさや責任感の強さ、純粋培養の育ちからくる無邪気さを好きになり、いつしか自分のものにしたくてたまらなくなっていた。

（……でも）

　彼女はもう一人の縁談相手である、成島を選んでしまった。これがすべてだ。選ばれなかった自分は、ただ引き下がるしかない。

　そのときインターフォンの音が響き、日下は「こんなときに誰だ」と苛立ちをおぼえる。そして壁際に歩み寄り、ボタンを押して応えた。

「はい」

『……澪です』

「────」

　まさかこのタイミングで彼女が来ると思わず、日下は思わず絶句する。

　しかし成島から聞いた話が確かなら、もしかすると自分に直接別れを告げに来たのかもしれない。そう考え、日下はインターフォンを切ると、玄関に向かった。

　ドアを開けると、そこには白いワンピースに黒いカーディガンを羽織った澪が立っている。

「朝早くから、約束もなくいきなり来てしまってごめんなさい。わたし……」

　彼女が玄関に置かれた女物のミュールを見て、ふと言葉を途切れさせる。そして顔を上げ、日下の向こうに小森がいるのを確認して顔をこわばらせた。

「どうして……小森さんが、ここに」

「…………。外で話そう」

　説明するのが面倒になった日下は、澪を促して一緒に玄関から出る。蒸れた空気がわだかまる無人の廊下で彼女を見下ろしながら、日下は問いかけた。

「何しに来たんだ？　いきなり家まで」

「……あの」

「当ててやろうか。成島と結婚するから、俺はもうお払い箱だって言いに来たんだろ？」

　澪が「えっ」とつぶやき、弾かれたようにこちらを見る。

「どうして、それを……」

「たった今、成島から電話がきた。昨日お前とヤった、自分は結婚相手として選ばれたから、澪をアメリカに連れていくって」

　彼女は青ざめ、ひどく狼狽していた。日下を切実な目で見つめた澪が、必死に言い募る。

「あの……聞いて。確かにわたし、昨日先生から『アメリカの大学から誘われてる』って聞いて、驚いたわ。いきなり日本からいなくなるとは思わなかったし、すごく複雑な気持ちになった。でも……っ」

「お前は成島がいなくなるって聞いて、ショックを受けたんだろ？　それはあいつのことが好きだからじゃないのか」

　日下は極力きつい言い方にならないよう、ぐっと気持ちを抑えていた。

　しかしそのせいで自然と声が低くなり、それを聞いた澪が怯えたような顔をしながら小さく説明する。

「昨夜、ホテルのレストランで食事したときに──ワインをたくさん飲んでしまったの。それからわたし、眠ってしまって……目が覚めたとき、先生に言われたわ。わたしが先生に『行かないで』って縋りついて……最後までしたんだって」

「…………」

　直接彼女の口から聞くとやるせなさが募り、日下は深く息を吐く。

　そんな状況で出た言葉なら、きっと間違いなく本音に違いない。おそらく澪はどうしても成島に行ってほしくなくて、必死の覚悟で彼に縋ったのだろう。

（だったら……俺に言えることは、何もない。澪が自分の意思で、成島を選んだんだから）

　心の中にさまざまな思いが渦巻いて溢れ出しそうになったものの、日下はそれを意志の力でぐっと抑えつける。

　そして苦い敗北感を味わいながら、彼女を見つめて穏やかに告げた。

「おめでとう。どちらと結婚するべきか迷っていたお前が、成島のアメリカ行きをきっかけに決断できたんだ。結果的によかったんじゃないか？」

「えっ……」

「澪の気持ちを、尊重する。俺は潔く身を引くよ」

　澪がひどく動揺し、日下を見る。何か言おうと口を開きかけたとき、ふいに玄関のドアが開いて小森が現れた。

　彼女は日下と話していた澪に視線を向け、場違いなほど明るく言う。

「ごめんね、二人の話が聞こえちゃった。及川さん、結婚してアメリカに行くの？　すごい、さすがお嬢さまだねー」

「……っ、あの……」

「冬真には私がいるから、心配しなくていいよ。及川さんに振られた心の傷なんて、全然たいしたことないから。ね？」

　小森が馴れ馴れしく腕を絡ませてきて、日下は一瞬眉をひそめたものの、すぐに「どうでもいいか」と考える。

（別に澪に誤解されたって、構わない。……きっともう二度と会うことはないんだから）

　小森の言葉をあえて否定せず、組まれた腕をやんわりと解いた日下は、澪に向き直る。そして別れの言葉を告げた。

「今までありがとう。澪の幸せを、陰ながら祈ってる。──元気でな」
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　外は夏の強い日差しが容赦なく降り注いでいて、少し歩くだけでじりじりと肌を灼く。

　午前十時半の現在、気温は既に三十度を超えていた。アスファルトから立ち上る熱を感じつつ、一人で駅に向かっていた澪は、先ほどのやり取りを思い出す。

（日下さん、わたしが先生に抱かれたことを知ってた。……電話がきたって）

　成島はわざわざ日下に電話をかけ、勝利宣言をしたらしい。その根拠である昨夜のでき事を思い出し、澪はかすかに顔を歪める。

（今でもまだ、信じられない。わたしは本当に先生を選んだの？　「行かないで」と言って縋りついたのは、本当にあったことだった……？）

　昨夜から何度も自問したが、明確な答えがない。

　フレンチレストランのディナーのとき、確かに澪は勧められるがままにグラスを重ね、ワインを飲みすぎてしまった。アシェットデセールの頃にはすっかり酩酊していて、店を出た際に「酔いを醒ますために、少し休んだほうがいい」と成島にささやかれたことは、かろうじて覚えている。

　しかしその後の記憶が、ほとんどなかった。夢うつつにベッドに横たえられていることや、断続的な甘ったるい愉悦を感じたような気がするが、それもとても曖昧だ。

　しかし目が覚めたときには全裸で、シャワーを浴びてきたばかりの成島はバスローブ姿だった。彼に「君のほうから『最後までしてほしい』と言われた」「うんと慣らしてから挿れたけど、やっぱり痛みを与えたみたいで申し訳なく思ってる。入り口に違和感があるだろう？」と告げられたとき、澪はひどく混乱した。

　言われてみれば、秘所はいつも触れられたときと同様に愛液のぬめりを残し、蜜口にじんわりとひりつくような痛みがある。何より身体の奥に残る甘い快楽の余韻は、「何もなかった」と言い切るのを難しくしていた。

（それに──）

　動揺して視線を巡らせた澪は、ベッドサイドのランプの下に開封済みの避妊具のパッケージがあるのを見てしまった。

　さらに肌のあちこちに付けられていたキスマークは成島が刻んだ所有の証に見え、バスルームの鏡で自身の身体を見た澪は呆然とした。

（わたしは……本当に先生に抱かれてしまったのかもしれない。だってこんなにも証拠があるんだから）

　だが、決定的な記憶はない。

　それだけに信じ切れない部分があり、成島が既成事実として話すことに納得がいかなかった。しかし彼のうれしそうな顔、こちらへの愛情がにじむしぐさや眼差しを目の当たりにすると、澪は何も言えなかった。

（どうしよう。わたしは本当にこのまま成島先生と結婚するの？　……日下さんではなく？）

　想いを告げて以降の日下は、以前とは比べ物にならないくらいに澪に対して甘くなり、会うたびに「好きだ」と愛をささやいてきた。

　その反面、こちらの気持ちを尊重して身体に触れても最後まではしないでいてくれて、澪は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

（だから──）

　こんな事態になってしまったことを、ちゃんと自分の口で説明しなければならない。

　それも電話ではなく、直接会って話すべきだ。そう考えた澪は、今日は朝の九時に自宅を出て日下のマンションまでやって来た。しかしそこには、思わぬ先客がいた。

（どうして小森さんが、日下さんの部屋にいるの？　しかもわたしを家に入れず、廊下で話をするなんて）

　まるで自分より小森のほうを優先された気がして、澪はひどく戸惑った。

　一方、硬い表情で出てきた日下は、昨夜の件について既に知っていて、澪の気持ちを「お前が成島がいなくなると聞いてショックを受けたのは、あいつのことが好きだからじゃないのか」と冷静に分析した。それを聞いた澪は、自分を突き放すような彼の態度に愕然とした。

（日下さんは、先生から昨夜のことを聞いてどう思ったんだろう。わたしに失望した？　それとも軽蔑してる……？）

　終始重苦しい雰囲気だった日下は、それでも澪に対して「おめでとう」と言ってきた。

　そして「自分は潔く身を引く」と話し、最後に静かな口調でこう言った。

『今までありがとう。澪の幸せを、陰ながら祈ってる。──元気でな』

「……っ」

　澪の目から、ポロリと涙が零れ落ちる。

　一度零れると歯止めが効かなくなり、次々に溢れて止まらなくなりながら、澪は立ち止まった往来の真ん中で顔を歪めた。

（もう……これで終わりなんだ。わたしは先生と結婚して、今後日下さんと会うことは二度とない）

　結婚する相手が決まったことは、当初の計画からすれば喜ばしいはずだ。

　自分が政略結婚に応じることで、家への莫大な援助を引き出す。相手には愛情ではなく経済力と実家への援助を継続する誠実さを求め、それさえ保証してくれるならどちらと結婚してもよかった。

　だがこうして成島が結婚相手だと決まった途端、寄る辺のない気持ちが澪の心を満たす。日下と会うことは二度とないと思うだけで、胸がズキリと痛んだ。彼が今後小森とつきあうかもしれないと考えた途端、灼けつくような嫉妬の感情がこみ上げる。

（そんなのは……嫌。日下さんが、わたしじゃない人を好きになるなんて）

　初めは愛想がなく威圧的だと思っていたのに、実際の日下は面倒見がよく誠実で、好きな相手には思いのほか情熱的な男だった。

　父親に対して思うところがありつつも、「仕事を覚えて経験を積み重ね、合法的にすべてを奪う」という決意は堂々としており、自分の力で大学を卒業したところや堅実さには尊敬の念を抱いた。

　何より彼は、澪にこれまで知らなかったさまざまな経験をさせてくれた。まるで学生同士のようなデートは肩肘張らずに楽しめ、たくさんの驚きや感動があって、気がつけば一緒にいるときいつも笑顔になっていた。

　そして日下が何気なく言った「それだけフランス語ができれば、きっと商社などで働ける」という言葉は、澪に新鮮な興奮をもたらした。自分の能力を、仕事で生かすことができるかもしれない。商社のみならず、航空業界や旅行、通訳など多彩な分野で求人があると知ったとき、澪は自分を取り巻く世界が一気に広がった気がした。

（ああ、だからわたしは先生の答えに……価値観のズレを感じたんだ）

　昨夜、澪が卒業後の希望について話したとき、成島は「君は働く必要はない」と一蹴した。

〝ただ自分の庇護のもとに愛玩されていればいい〟という彼の結婚観は、たとえ愛情から出たものであっても、澪にとって籠の鳥に等しく思えた。あの答えを聞いた瞬間、澪は成島に対して確かに失望し、自分に自由を与えてくれる日下により魅力を感じていた。

（でも、もう遅い。わたしは成島先生に抱かれて──日下さんはこちらに見切りをつけたんだから）

　二人の婚約者候補のうち、澪が心情的に選んだのは、日下のほうだった。しかし無意識とはいえ成島に抱かれたことで、今後の流れは決まってしまった。

（本当にそれでいいの？　なし崩しに今後の人生が決まってしまって、わたしは後悔しない……？）

　成島はきっと、澪を大切にしてくれるだろう。

　年上らしく上手に甘やかし、あらゆるものを惜しげもなく与えて、こちらの両親とも如才なくつきあう。趣味が合い、どんなところにもスマートにエスコートしてくれる彼とは、これまでとさほど変わらない暮らしを続けていけるに違いない。

　そして澪自身、決して成島を嫌ってはいない。端整な顔や落ち着いた物腰、知的な部分も、とても尊敬している。鷹揚で優しい彼には、包み込まれるような安心感をおぼえていた。

（わたしは先生を、夫として愛していける？　……この先ずっと？）

　自分の明確な意思で成島に抱かれたのならともかく、そうではないこの状況で、日下のことをきっぱり思い切れるのだろうか。

　そうして彼に心を残したまま結婚することは、成島に対して失礼ではないのか。

　澪の脳裏に、この二ヵ月余りの二人との時間が交差する。積み重ねてきたもの、それによって生まれた感情、今後のことを真剣に考えた結果、やがて出てきた結論はひとつだった。

　どのくらい往来に立ち尽くしていたのか、じりじりとした日差しを浴び続けていた澪の顔から、汗の雫が滴り落ちる。

　眩しいほどに澄み渡った空の下、降り注ぐ強い日の光は時間の経過と共に影とのコントラストを強め、さまざまなものの色をくっきりと浮かび上がらせていた。顔を上げ、深呼吸をした澪は、強い決意を胸に駅に向かって歩き出した。
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　自宅の書斎でパソコンに向かって座った成島は、スマートフォンをデスクに置く。大きな窓からは澄み渡った夏空が見え、今しがた交わした会話を反芻して小さく噴き出した。

（やっぱり二十三歳だけあって、若いな。挑発には思ったほど乗ってこなかったけど、言葉の端々でこっちに対するライバル意識が丸わかりだ）

　たった今電話で話した日下は、突然の連絡に警戒していた。

　安易な挑発には乗らなかったものの、淡々と皮肉を返してきた辺り、こちらへの強い敵意が垣間見える。だがそれは、当然だ。これまで自分たちは、どちらが澪を射止めるかを争う同等の立場だった。

（それももう、今日までだ。……彼女は俺と結婚するんだから）

　成島が「昨夜、澪を抱いた」と告げたとき、日下は絶句していた。

　澪の気持ちを尊重し、今まで最後までせずに我慢していた彼にとって、その報告はまさに青天の霹靂だったに違いない。成島は今後一切彼女に関わらないよう日下に釘を刺し、電話を切った。

（日下への対応は、これでいい。彼にもプライドがあるだろうし、無様に追い縋るような真似はしないだろう。……あとは彼女のほうだな）

　昨夜、ホテルのベッドで目を覚ました澪は、ひどく動揺していた。

　フレンチレストランで食事をしたあとの記憶がないという彼女に対し、成島は経緯を説明した。

　身に覚えがなかったらしい澪は、信じられないという顔でこちらを見ていた。そんな彼女に、成島は追い打ちをかけるように「身体に違和感があるだろう」と問いかけた。

（あんな蒼白な顔をして、別れ際もほとんど話さなかったのは、よほどショックなでき事だったってことかな。……でも）

　逃がすつもりはない。こんなにも惹かれた相手は初めてなのだから、どんな手を使っても自分のものにする。成島はそう心に決めていた。

　こちらの生い立ちを知った澪が、父に対して怒りながら涙を零してくれたとき、成島の中に強い執着が生まれた。心に巣食う根深いトラウマは、元々誰にも明かすつもりがなかったものだ。てっきり困惑するかと思った彼女は、強い口調で「先生はお父さまと全然似ていない」「もう自立した大人なのだから、親の命令など聞かなくていい」と断言した。

　澪の言葉からは真っすぐな気性が垣間見え、彼女が零した涙は成島にとって大きな救いとなった。心優しく素直な澪が傍にいてくれたら、自分の今後の人生はきっと幸せに違いない。その代償として、成島は彼女に経済的な豊かさと真摯な愛情、そして過剰なほどの庇護を与えるつもりでいた。

（彼女が俺の妻になってくれたら、何ひとつ苦労はさせない。英語とフランス語が喋れるんだからアメリカに行っても何も問題はないし、二人で新しい生活をスタートするのはきっと楽しいはずだ）

　とはいえ、いきなりアメリカ行きの話を聞かされて戸惑っていると思い、成島は澪に考える時間を与えた。

　いずれ彼女が結婚を承諾せざるを得ないのは、目に見えている。澪が成島に抱かれた今、立場が同等だった日下との間には、大きな差ができたからだ。

（……いつ来るかな。しばらくは連絡せず、そっとしておいたほうがいいか）

　アメリカの大学の教授には、就職について「一週間以内に返事をする」と伝えてある。澪の結婚についての言質を取ってから、成島はアメリカ行きの話を具体的に進めようと考えていた。

　それからしばらく、先日の出張報告書の作成や領収書の整理など、事務的な仕事をこなす。やがて午前十一時過ぎにインターフォンが鳴ったのに気づいた成島は、立ち上がってリビングに向かった。

「はい？」

『お忙しいところをすみません。……澪です』

　昨日の様子から、「澪が自分に会いに来るのは、きっと数日先だろう」と考えていた成島は、驚きに目を見開く。

　しかしすぐに笑みを浮かべ、オートロックを解除しながらインターフォンに向かって言った。

「どうぞ、上がってきて」

　外は三十度超えの気温のため、きっとかなり暑かったに違いない。そう思った成島は、リモコンを操作してリビングの設定温度を二度ほど下げる。

　そしてキッチンでアイスコーヒーの準備をしていると、玄関のチャイムが鳴った。

「いらっしゃい」

「……こんにちは」

　白いワンピースに黒のカーディガンを羽織った彼女は、今日も清楚で可憐だ。玄関のドアを開けてやった成島は、先にリビングに向かいながら言った。

「外、すごく暑かっただろう？　連絡をくれれば、車で迎えに行ったのに」

　あとをついてきた澪は、リビングの入り口に佇んだまま中に入ろうとしない。成島は不思議に思って問いかけた。

「どうしたの？　そんなところに立ってないで、ソファに座って」

「先生、わたし……今日は先生に、お話があって」

　硬い表情でこちらを見た彼女がしばし沈黙したあと、突然深々と頭を下げる。

「──先生との縁談のお話を、辞退させていただきたいと申し入れに来ました。こちらの身勝手なのは、重々承知しています。ですがどうか、お願いいたします」

　成島は驚き、目を見開く。

　まさか突然そんな話になると思わず、束の間言葉を失くした。澪に歩み寄った成島は、その細い肩に触れて言う。

「いきなり辞退なんて、何を言ってるの？　ほら、顔を上げて」

「…………」

「昨日、澪ちゃんに『今すぐここで返事は求めない』と言ったけど、何でそんな結論になるのかわからないよ。俺と君は、気持ちが通じ合ったはずなのに」

　顔を上げた彼女が、苦渋に満ちた眼差しでこちらを見つめる。そして小さな声で答えた。

「わたしと先生が……昨夜最後まで行為をしたのは、間違いないと思います。わたしの身体にいっぱい跡が残ってましたし、開封済みの避妊具のパッケージもベッドサイドにありましたから」

「ああ、ちゃんと避妊はしたよ。入籍前に子どもができたなんてことになったら、君のご両親に申し訳が立たないからね」

　澪がバッグを握る手に、ぎゅっと力を込める。彼女はかすかに震える声で言った。

「でもわたしには……記憶がありません。先生がアメリカの大学から誘いを受けているという話を聞いたときは、本当に驚きました。戸惑ったし、寂しいような、離れがたい気持ちになったのも確かです」

　そこで一旦言葉を区切り、澪は再び口を開いた。

「実はここに来る前に、日下さんのところに行ってきました。先生と身体の関係を持ってしまったことを、自分の口から説明しなければならないと思ったからです。自宅から出てきた日下さんは……もう昨夜の話を知っていました」

　成島は頷いて答える。

「俺が電話したんだ。もしかしたら君が言いづらいかなと思って、お節介とは思いつつ彼に伝えたんだけど。それで日下くんは、何て？」

「……わたしを責めるようなことは、一切言いませんでした。むしろ、ちゃんと結婚相手を決められてよかったなって。それから──『澪の幸せを祈ってる、元気でな』って」

　澪の語尾が震え、目から涙がポロリと零れ落ちる。それを見た成島は、手を伸ばして彼女の頬を拭ってやりながら言った。

「君が罪悪感をおぼえることはないよ。俺か日下くんのどちらかを選ばなくちゃいけないのは、最初からわかっていただろう？」

　すると澪が首を横に振り、「違うんです」とつぶやいた。

「わたしが謝りたいのは……先生のほうなんです。わたしは先生と結婚できません。……日下さんが、好きだから」

　意外な言葉に、成島は思わず表情を失くす。ひどく動揺したもののそれを抑え込み、努めて静かな口調で問いかけた。

「その理由は何？　年齢が近いから？」

「……いえ」

「それとも、顔や身長かな。ああ、日下興産の会社の規模を見て、俺より財力があると思った？」

　彼女が「違います」と答え、成島の目を見て言った。

「日下さんはわたしを〝及川家の令嬢〟ではなく、ただの二十歳の女の子として扱ってくれました。彼自身、自分が大企業の御曹司という意識がないから、いつも自然体なんです。でも仕事の経験を積んでお父さまから合法的に会社を奪うことを目標にしていて、そのために必死に努力をしています。一般社員からスタートして、実力で経営者の地位まで上り詰めようとしているんです。そんな向上心を持つ日下さんをわたしは尊敬し、ずっと傍で見ていたいと思いました」

　澪が「……それに」と言って、目を伏せた。

「昨日わたしが、大学卒業後のことについて話したの──先生は覚えていますか？」

「ああ」

「『卒業後、フランス語を生かした職業に就きたい』って話しましたけど、そのきっかけを与えてくれたのは日下さんなんです。彼はわたしが添削したフランス語のメールを褒めてくれて、『澪は商社の営業事務とか向いてるかもな』って言ってくれました。お恥ずかしい話、父から家の財政状況が逼迫していると聞いたあとも、わたしの中には自分が働くという考えは微塵もありませんでした。ただ周りに頼って誰かに何とかしてもらおうという、甘えた考えしかなかったんです。でも日下さんの言葉を聞いたとき、わたしは目の前に広い世界が広がった気がしました。自分の能力を生かして働くことに、大きな魅力を感じたんです」

　成島は眉をひそめる。

　確かに昨日その話をしたのは覚えているが、まったく聞く価値のないものだった。そしてその考えは、今も変わっていない。成島は澪を見下ろし、諭すように告げた。

「澪ちゃんはそんなことをする必要はないよ。由緒正しい血筋、世が世なら華族の令嬢である君が泥臭く働くなんて、まったくのナンセンスだ。俺には君を働かせず、優雅に生活させてあげられるほどの財力がある。元々うちは資産家だし、俺自身の給与もあるし」

　すると彼女はその顔にやるせなさをにじませ、絞り出すように答えた。

「先生がわたしのことを思ってそう言ってくださっているのは……よくわかっています。でもわたしは、過保護にされることは望んでいません。籠の鳥として愛玩されるより、自由を与えてくれる日下さんと一緒にいたいと感じたんです」

「……っ」

　自分なりの誠意を真っ向から否定され、成島はプライドが軋むのを感じる。

　こちらに言わせれば、日下の言い分は〝及川家〟というブランドを蔑ろにするものだ。家柄は澪を形作る大きなポイントであり、だからこそ宝石のごとく大切にして庇護するだけの価値がある。

（君は……自分を特別扱いしない日下を、物珍しくて新鮮に感じているだけだ。がさつな感性しか持ち合わせていない男なのに）

　だがそんな気持ちは表情には出さず、成島は事実を淡々と告げる。

「でも彼は、澪ちゃんに別れを告げた。君が俺と関係した事実を、容認できなかったってことだろう？」

「……わかっています」

「日下くんを好きな君でも、俺は受け入れるよ。今すぐ忘れることはできなくても、時間が経てば痛みは薄れる。早くそうなってくれるように、努力するつもりだ」

　澪が明確に日下への想いを口にしたことは、成島に深い敗北感を与えていた。

　だがそれでも、離したくない。腕の中に囲い込んで大切に慈しめば、彼女はいつか日下を忘れて自分に振り向いてくれる。そう強く確信していた。

　それを聞いた澪が、再び首を横に振って答えた。

「……それはできません」

「じゃあ、日下くんの元に行くつもりか？　俺との行為を詫びて、頭を下げて？」

「いいえ。彼の気持ちを踏みにじったわたしに、そんな資格はありませんから」

「だったら……」

「先生が真剣にわたしを想ってくださっているのは、よくわかっています。だからこそ、日下さんを好きなわたしが先生とは結婚してはいけないと思ったんです。……先生には、幸せになっていただきたいから」

　成島は虚を衝かれて押し黙る。澪が強い決意がにじむ眼差しで、こちらを見つめて言った。

「先生は知的で優しくて、とても細やかな気遣いができる方です。先ほどおっしゃっていたように、日下さんを好きなわたしでも受け入れて大切にしてくれるかもしれない。でも、自分に気持ちを向けていない相手と結婚しても、きっと幸せにはなれません。大切にすればするほど、いつかその努力が虚しくなってしまう日がくると思います」

「…………」

「わたしは先生に、そんな思いをしてほしくありません。だから結婚のお話を、辞退させていただきたいんです」

　真っすぐで濁りのない眼差しからは、彼女が本音を口にしていることが伝わってくる。

　成島は眉をひそめて問いかけた。

「たとえそれが君の意思だとしても、俺と日下くん、双方との縁談を断ると困るんじゃないか？　そもそもの発端は、及川家への援助と引き換えに結婚するっていう話だったのに」

　澪にとっては、自分と結婚するほうが都合がいいはずだ。「日下への気持ちが残っていても構わない」というのは、破格の条件だといえる。

　そんな成島の言葉を聞いた彼女が、かすかに微笑んで答えた。

「それはもう……いいんです。確かに縁談が持ち上がったきっかけは及川家うちの財政状況でしたけど、両親は援助と引き換えにわたしの縁談を進めようとしたことを、深く後悔していました。最近父は複数の仲介会社にコンタクトを取り、会社をＭ＆Ａで立て直せないかどうかを検討しているそうです。成島家や日下家が提示してくれたような好条件は他ではありえませんし、今の生活水準からだいぶ落とさなくてはならないかもしれない。でも、それでも父は構わないと言っていました。『澪に結婚を強要するくらいなら、家も土地も手放したほうがいい』って」

　澪が居住まいを正し、「ですから」と言葉を続ける。

「わたしは先生と日下さん、どちらとも結婚いたしません。結果的に二人を振り回してしまったことを、深くお詫びいたします。──大変申し訳ありませんでした」

　深く頭を下げた彼女を、成島は無言で見つめる。気がつけば苦い笑いがこみ上げていた。

（馬鹿だな、この子は。……俺の気持ちを利用したほうが、断然得だろうに）

　家族を救いたいなら、自分に惚れている男をとことん利用すればいい。「それで構わない」と言っているのに、馬鹿正直に事情を話して辞退する澪を前に、成島は何ともいえない気持ちになっていた。

（でも、そんなところも澪ちゃんらしい。真っすぐで嘘がつけない性格だからこそ……俺はこの子を、好きになったんだ）

　深くため息をついた成島を、彼女がそっと視線を上げて見つめてくる。成島はやるせなく微笑んで言った。

「君がそんなに融通の利かない性格なのは、少々誤算だったな。身体の関係さえ作れば、あとは力技で押し切れると思ったのに」

「……それは」

「しかも、日下くんのところにも行かないって？　君が向こうでどんな話をしたのか知らないけど、彼がそんなにすぐ諦めると思えないけどね。無駄に図体がでかくて目つきが悪い、そのくせ信じた相手には忠実な、大型犬みたいな印象なのに」

　成島は「ちょっと待ってて」と彼女に告げてリビングを出ると、書斎から自分のスマートフォンを持ってくる。

　そして直近の発信履歴を呼び出し、電話をかけた。

「……もしもし、日下くん？　成島です」

　長いコール音のあとに出た相手に対し、成島はそう呼びかける。澪がぎょっとした顔をしているのを横目で見ながら、成島は言葉を続けた。

「いるならさっさと出てくれないかな。それとも、澪ちゃんに振られたショックで落ち込んでた？」

『はあ？　何なんだよ、あんた。今さら俺に何の用だ』

　低い声は剣呑で、ひどく機嫌が悪い。その様子をおかしく思いつつ、成島は笑って言った。

「今、澪ちゃんが僕のところに来てるんだ。先に君の家まで行って、何を話したのかを聞いたよ。『幸せを祈ってる。元気でな』って振られたって、泣いてた」

『……あんたがわざわざ教えてきたんだろ。それ以上、俺に何を言えっていうんだ』

　唸るような口調の日下に、成島は問いかける。

「ずいぶん物分かりがいいけど、それって本音なの？」

『何がだ』

「僕に先に奪われたからって、そんな簡単に諦められるものなのかなって。取り返したいとか思わない？」

　すると彼が、苛立った声で答えた。

『俺が騒ぎ立てて引っ掻き回したら、澪が苦しむのはわかってる。元々平気で二股をかけられるような性格の女じゃないのに、俺らの間でずっと板挟みになってたんだ。酔ったときにあんたに「行かないでくれ」って言ったんなら、きっとそれが本音なんだろ。俺が身を引いてやるのが一番だと思ったから、そうしたまでだ』

　日下の言葉の端々からは、彼がまだ澪を想っているのが如実に伝わってくる。成島はあっさり白状した。

「──その話、嘘だから」

『……は？』

「澪ちゃんは僕に、そんなことは言ってない。ワインに酔って記憶を失くしたのも、弱いのを知っててかなりの量を飲ませたからだよ」

　電話の向こうで、日下が唖然としたように絶句する。傍で話を聞いていた澪が、驚きの表情でこちらを見た。

「先生、それって──」

「アメリカ行きの話がきたのは本当で、彼女を一緒に連れていきたくて計画を練ったんだ。わざと酩酊させてホテルに連れ込み、既成事実を作ってしまえば、澪ちゃんは僕を選ばざるを得なくなるんじゃないかって」

　すると日下が、舌打ちしてつぶやく。

『それで、意識を失くした澪とヤったのか？　そんなのレイプだろう』

「……そうできればよかったんだけどね」

　苦笑いしてつぶやくと、彼が「えっ？」と言う。成島は真実を告げた。

「そのつもりでいたけど、寸前で思い留まった。知らないうちに最後までされるのは、それこそレイプだろうし……彼女にそこまで、無情なことができなかった」

　結局成島は、澪に性行為があったことを匂わせるに留めた。彼女が信じられないという顔で、こちらを見る。

「じゃあ、わたしは……」

「君は正真正銘の処女だよ。途中までは本気で抱くつもりだったから、いろいろしたのは認める。わざと身体に跡を残したりね」

　小さく息をついた成島は、「だから」と言って日下に向かって告げた。

「僕と澪ちゃんが関係した事実はなかったわけだけど、君はどうする？　身を引くつもりなら、それで全然構わないよ。僕が再度口説くだけだし」

『ふざけるな、馬鹿。──今からそっちに行く』

　舌打ちした彼が電話を切り、成島はスマートフォンを下ろす。

　澪がひどく混乱した表情で、こちらを見ていた。泣く寸前のような彼女の顔を眺めながら、成島は謝罪した。

「そういうわけだから、俺は君に謝らなきゃならない。わざと深酒させてホテルの部屋に連れ込み、既成事実を捏造したことは、君の気持ちを無視したひどい行為だった。本当に申し訳ない」

　頭を下げた成島を、澪がじっと見つめている。やがて彼女は、小さく言った。

「……本当にひどいです。昨夜からわたし、ものすごく悩んだのに」

「うん」

「こんな事態になったのは、自分が前後不覚になったせいだって思いましたし。その一方で、日下さんにも申し訳なくて」

「だろうね。俺のやり方は、とても卑怯だった。……でも、たとえどんな手段を使っても、君が欲しいと思った」

　騙し討ちのように抱かれた場合、澪が深く傷つくのは充分予想できる。

　しかし諦めの気持ちでも自分と結婚してくれれば、それで構わないと考えていた。長い時間をかけて償っていけば、いつか帳尻が合うだろうと。

（でも、それはとても独り善がりな思考で……この子の気持ちを蔑ろにしている）

　悩んだ末に成島は土壇場で翻意し、最後までするのを断念した。

　その上であたかも最後までしたかのように彼女に言い聞かせ、日下にもわざと情報をリークした。そしていずれ結婚が揺るぎないものになってから、事実を告げて謝罪しようと考えていた。

「君は自分を騙して人生を歪めようとした俺を、許さなくていい。……だから気兼ねなく、日下くんのところに行きなよ」

　一度は手に入れたと確信していただけに、こうして諦めるのにはひどく痛みを伴う。

　狡く立ち回りながらも途中で種明かしをしてしまう辺り、結局自分は小物なのだろう。そう考えながら、惨めな顔を見られたくないと思った成島は、彼女に背を向ける。

　すると澪が、ポツリとつぶやいた。

「先生のやり方には……確かに卑怯な部分がありました。わたしのような世間知らずを意のままに操るのは、先生のような大人の男性にはきっとたやすいことだったと思います」

「…………」

　彼女の発言は、事実だ。

　そもそも「家を救うのが目的なら、縁談の主導権は君ではなくこちらにあるはずだ」と誘導し、身体の相性も含めた〝お試し交際〟を承諾させたのは、成島の策略だった。

（……最初からそうだったな。途中でこの子に本気になってしまったのは、大きな誤算だったけど）

　言い訳せずに黙っていると、澪が「でも」と言葉を続けた。

「〝お試し交際〟を始めてからの先生は穏やかで優しくて、触れる手にいつもどこか気遣いを感じていました。最後までしようとしていたのに寸前で思い留まってくれたこと、それにわたしと日下さんに事実を明かしてくれたことは……傷つけられる痛みを知っている先生の人間性が、そうさせたんだと思います。根本的に優しいから、ひどいことができなかったんだって」

　思いがけない言葉を聞かされた成島は、目を見開く。

　かねてから自分の人格は、ひどく歪んでいると認識していた。父からの重圧に晒されるうち、いつしか誰よりも周到に立ち回ることを考え、表面上をスマートに取り繕うことばかりが上手くなった、マイナスの方向に器用な人間だと。

（それなのに、君は……俺を「優しい」っていうのか）

　重苦しいものが喉元までこみ上げ、成島はぐっと顔を歪める。

　背を向けているせいでそれに気づかない彼女が、頭を下げて言った。

「今までありがとうございました。先生がアメリカで、自分らしく生きられることを……心から祈っています」








　　第十二章









　自宅から外に出ると、灼熱の日差しが降り注ぐ。

　熱されたアスファルトからゆらゆらと陽炎が立ち上っているのが見え、日下は眩しさに目を細めた。往来に出て周囲を見回し、ちょうどやって来た空車のタクシーを手を挙げて停める。

「──上目黒まで」

　普段は移動に公共交通機関を使っており、タクシーに乗ることは滅多にない。しかし今は、ひどく気が急いていた。理由は先ほど成島からもらった電話のせいだ。

（あいつが澪とヤったのは、嘘だった。……全部彼女を手に入れるための、策略だったなんて）

　確かに朝、日下の元を訪れた澪は、「昨夜の記憶がない」と言っていた。

　それなのに日下は物分かりがいいふりをし、彼女の話をろくに聞かずに成島との仲を祝福して、一方的に別れを告げた。

（俺が身を引くことが、一番澪を苦しませない手段だと思った。でも、ヤった話自体が嘘なら……）

　──だったら引き下がったりはしない。直接澪に会い、自分の気持ちを伝えるまでだ。

　自宅マンションから成島の住むタワーマンションまでは、タクシーで三十分ほどだった。一度来たことがある日下はエントランス前で停めてもらい、料金を精算する。

　そして入り口でインターフォンを押そうとしたところ、エントランスロビーのソファに座っていた澪がこちらに気づき、急いで中から出てきた。

「日下さん……」

「あいつは一緒じゃないのか？」

「ええ。さっき一人で部屋を出てきて……ロビーで待っていたの」

　彼女が成島と一緒にいなかったことに、日下は複雑な気持ちになる。

　顔を見て直接文句を言ってやりたい欲求が、多分にあった。澪を騙して既成事実を捏造したこと、嘘の情報でこちらを排除しようとしたことなど、彼のやり方はとことん卑怯だ。

（……でも）

　その前に澪と、きちんと話をしなくてはならない。日下は彼女を見下ろして言った。

「……お前と話がしたくて、ここまで来たんだ」

「…………」

「──ごめん。今朝、澪がうちまで来たとき、俺はろくに話を聞かずにお前を帰してしまった。直前に成島から聞かされた内容が、ショックだったからだ」

　日下の言葉に、澪が複雑な表情になる。そしてポツリと言った。

「日下さんはわたしに、『おめでとう』って言ったでしょう？　ずっとどちらと結婚するべきか迷っていたのに決断できたんだから、結果的によかったんじゃないかって」

「ああ」

「『潔く身を引く』とも言った。あれを聞いて、わたし……すごく悲しかった。ああ、ろくに話もできないまま、呆気なく終わってしまうんだって」

　彼女を傷つけたことに忸怩たる思いを抱きながら、日下は謝罪する。

「悪かった。無様に追い縋るような真似はしたくなかったし、何より澪は軽い女じゃないから、成島と寝たのが事実ならもう俺には勝ち目がないと思ったんだ」

「日下さんは、それでよかったの？　……わたしが先生と結婚しても」

　日下はぐっと眦を強くして答えた。

「いいわけないだろう。俺はお前が好きなのに」

「じゃあ、小森さんは？」

　澪が猜疑心でいっぱいの眼差しで、こちらを見る。日下はその問題があったかと思いながら、説明した。

「あいつとは、何でもない。たまたまアポなしで家まで来て、『帰れ』って言っているところで、成島からの電話があったんだ。話してるうちに勝手に家に入ってきてて、そうこうしてるうちに澪が来て、あの状況だ」

　日下は二週間前のバスケットボールの練習日から、小森から連絡がくることが多くなり、アポなしの訪問もしばしばあったことを話す。

　ある程度は「友人だから」と容認していた日下だったが、あまりの頻度に辟易し、その意図に気づかないほど野暮でもなかった。「今日こそはっきり拒絶しよう」と考えていた折の、あの状況だった。

　するとそれを聞いた澪が、どこか頑なな表情で言う。

「小森さんは家の中にいるのに、わたしは廊下に出されて……すごく惨めだった。まるでわたしのほうが、二人にとって邪魔者みたいで」

「そんなことない。いろいろ説明するのが面倒で、ああなっただけだ」

　日下は彼女の頭を引き寄せ、自分の肩口に押しつける。そして耳元で再度謝った。

「ごめん。小森にはあのあと『つきあってほしい』って告白されたけど、俺は断った。澪と駄目になったからってすぐには気持ちを切り替えられないし、何よりああいうデリカシーのないタイプは苦手だから」

　澪がモゾリと離れたそうなそぶりをし、ムッとした日下はわざと腕に力を込める。彼女が狼狽しながら、小さく言った。

「く、日下さん、離して……」

「何で」

「ここは外だし……それにわたし、今日はすごく汗をかいて」

　顔を真っ赤にした澪が可愛く、日下は思わず噴き出す。そして耳の辺りに鼻を寄せて匂いを嗅いだ。

「全然汗臭くないぞ。むしろいい匂いがしてる」

「や、やめてってば」

「だったら二人きりになれるところに行くか？」

　さらりと誘うと、澪が「えっ」と言ってこちらを見る。間近で彼女と視線を合わせた日下は、笑って提案した。

「人の視線が気にならないところ。──いろいろちゃんと、話がしたいから」







　タクシーを拾った日下が向かったのは、恵比寿だった。駅から徒歩数分のところには、いくつか小綺麗なホテルがある。

「く、日下さん、ここってもしかして……」

「ん？　ラブホ」

　あっさりした答えに、澪がじわじわと顔を赤らめる。彼女が小さな声で言った。

「話をするって言ったのに……」

「するよ、ちゃんと」

　選んだ部屋はラグジュアリーな雰囲気で、大型の液晶テレビや高級感のあるソファセット、七色に光るジェットバスやスチームサウナまである。怖々と入室し、興味深そうに室内を眺めた澪が、やがて感心してため息をついた。

「思っていたより、下品な雰囲気じゃないのね」

「一番いい部屋にしたんだよ。本当だったら都心の高級ホテルとか連れてってやりたかったけど、今日の俺はカジュアルな恰好だから」

　日下は彼女の腕をつかみ、その身体を抱き寄せる。そして驚く澪に覆い被さるように唇を塞いだ。

「ん……っ」

　口腔に押し入り、舌を絡める。

　ざらついた表面をこすり合わせて奥までねじ込むと、彼女が小さく呻いた。その声にじわじわと欲情を煽られ、つい執拗に貪ってしまう。

「はぁっ……」

　唇を離した途端、澪が上気した顔で息を吐く。このまま押し倒してしまいたかったが、それではあまりに直情的だ。日下は彼女を離して言った。

「──じゃあ、話をするか」

　ベッドに座り、自分の横をポンポン叩くと、澪が遠慮がちに隣に座る。日下は口を開いた。

「成島や澪からはざっくりとしか聞いてないから、俺はまだ完全に把握できてないんだ、昨夜のこと」

「あ、……」

「お前の口から、話してもらっていいか？」

　澪が頷き、最初から詳細に話し出す。

　ディナーの席でワインを飲まされたこと、ひどく酩酊していてその後の記憶がほとんどないのは、今朝も聞いた話だ。彼女が言葉を続けた。

「わたし……昨夜先生と最後までしたって言われたとき、自分でも驚くくらいに動揺した。自分から縋りついたって言われたけど、『そんなのはありえない』って思って」

「ありえない？」

「そう。わたし──日下さんが好きだから」

　彼女がかすかに震える声で告げ、こちらを見た。そしてその真意を説明する。

「初めて会ったときはまったく愛想がなくて、すごく嫌な人だって思った。『俺はあんたに興味がない』なんて初対面の人に言われたことがなかったから、悔しくて涙が出て」

「あー、あれはその……悪かったよ」

　初対面で泣かせてしまったときのことを思い出し、日下はばつの悪さをおぼえる。

　確かにお嬢さま育ちの澪はあんな対応をされた経験がなく、第一印象は最悪だったに違いない。

「でも……そのあと縁談を受けるつもりがないのにわたしのことを気にかけてくれたり、〝お試し交際〟を始めてからはいろんなところに連れていってくれて、日下さんと会っているときは全部が新鮮で楽しかった。仕事に対する姿勢も、後継者の地位に甘んじることなく経験を積もうとしているところが尊敬できて」

　澪は他に、プラトニックだった時期に「自分に魅力がないのか、それとも成島とのことがネックになっているのか」と不安になっていたこと、一歩進んだ関係になってからは二人の間で気持ちが揺れ動いていたことを正直に語った。

「でも──日下さんがわたしのフランス語を褒めて将来の具体例を提示してくれたとき、目から鱗が落ちた気がした。そして『君が結婚後に働くなんて、ナンセンスだ』って言い切った先生と、価値観のズレを感じて……そのとき思ったの。日下さんの傍だと、わたしは楽に呼吸ができる。それは日下さんのことが好きだからだって」

　そんな矢先、成島に「君は俺と最後までした」と言われて、ひどく混乱した。

　せめて自分の口から説明するべきだと考えて日下の元を訪れたものの、あっさり別れを告げられてショックを受けたという。

「小森さんには……バスケットボールの練習のときに、『冬真が好きだから、協力して』って言われていたの。だから今日、日下さんの自宅で一緒にいるのを見て、もしかしたら彼女のほうを好きになったのかもって考えてた。でも、わたしには何も言う資格はないし、だからといって消去法で先生と結婚するのは失礼だと思ったから、縁談の辞退を申し入れたわ。そうしたら、わたしの気持ちを聞いた先生が『実は昨夜のことは、嘘だった』って話してくれて」

　澪の話でようやく全容がつかめた日下は、小さく嘆息する。そして腕を伸ばし、隣に座る彼女の頭に触れて言った。

「全体の流れは、よくわかった。──ごめんな、本当はすごく混乱してたのに、話を聞かずに成島とのことを祝福したりして」

「…………」

「小森のことも。あいつが押しかけてきたのはまったくのイレギュラーだったけど、誤解させて悪かった。でも、一〇〇パーセント何もないから」

　澪の目が潤み、ぎゅっと唇を引き結ぶ。泣く寸前の表情を見ているといとおしさが募り、日下は彼女に問いかけた。

「抱いていいか？」

「……あの……」

「お互いに好きなんだから、もう何の問題もないだろ。──お前の全部に、触れたい」





＊　＊　＊






　ベッドの上に押し倒され、スプリングでわずかに身体が弾む。

（どうしよう、いつもより緊張しちゃう。……触られるのは、初めてじゃないのに）

　話が終わってすぐに日下に抱き寄せられた澪は、必死に腕を突っ張って「シャワーを浴びさせてほしい」と訴えた。今日は暑い中を歩き回り、かなり汗をかいてしまったからだ。

　あまりに必死な様子に噴き出した彼が了承し、互いにシャワーを浴びてバスローブ姿になって、今に至る。

　自分の上に覆い被さる日下を、澪は少し緊張しながら見上げていた。〝お試し交際〟を始めて以降、ずっとプラトニックなつきあいを続けていた彼が澪に触れるようになってから、もう二週間が経つ。

　会うたびにキスされ、「可愛い」「好きだ」とささやかれながら身体に触れられるのは、決して嫌ではなかった。だが最後までしないのを条件としていたため、日下は相当な我慢を重ねていたらしい。今、こちらを見下ろす彼の眼差しは強い熱を孕んでいて、澪はドキリとして息をのんだ。

「ぁ……っ」

　バスローブの合わせを開き、胸のふくらみをつかんだ大きな手が、やんわりと力を込めてくる。

　揉みしだかれるうちにうずうずとした感覚がこみ上げ、澪が息を乱すと、やがて日下が頂を口に含んできた。

「んん……っ」

　敏感なそこは刺激を受けてすぐに硬くなり、舌先で転がされるだけでも感じてしまう。絡みつき、強く吸い上げる動きにじんとした愉悦が走って、澪は身をよじった。

「はぁっ……ぁっ……」

　胸を嬲られるのは快感はあるのにどこかもどかしく、彼の髪がサワサワと肌に触れる感触がくすぐったい。

　顔を伏せて先端を口に含んでいた日下がふいに視線を上げ、目が合った澪はかあっと顔を赤らめた。

「あ、……」

　野性味のある端整な顔立ちの彼が舌で胸を嬲っている光景は、淫靡で強烈だ。

　目をそらせずにいると、日下はことさら見せつけるように舌先を出し、硬くなった尖りを舐める。それを前にした澪は、身体の奥がじわじわと熱くなってくるのを感じた。

　それに気づいたらしい彼が、片方の手を太ももに這わせてくる。肌触りを愉しむようにゆっくりと撫で上げ、脚の付け根まできたところで、バスローブの紐がスルリと解かれた。

「……っ」

　シャワーを浴びたあと、ブラは着けなかったものの、迷った末に下着は穿いていた。繊細なレースでできたそれを、日下の手が撫でてくる。布越しに割れ目をなぞられ、敏感な芯に触れられて、途端にこみ上げた甘い感覚に澪は身を震わせた。

「ん……っ」

　彼の手が下着の中に入り込み、花弁を割る。

　胸への愛撫で既に潤み始めていたそこが、かすかな水音を立てた。愛液を塗り広げるように動かしながら、日下が言う。

「……お前のここ、濡れやすいよな」

「……っ」

「指、挿れるぞ」

　言葉と同時に指が体内に埋められて、澪は小さく呻く。

　内壁を擦りながら奥へと進むゴツゴツと硬い感触に、肌が一気に粟立った。根元まで深く埋められ、最奥を掻き回すような動きに、澪の太ももに力が入る。

「あっ……や、ぁっ……」

　ゆっくりと行き来する指に、柔襞がわななきながら絡みつく。快感を知っているそこはすぐに潤み、粘度のある淫らな水音を立てた。

　反応を引き出すように動かしながら、彼の親指が敏感な突起に触れてくる。ゆるゆると撫でたあとに押し潰すようにされ、甘ったるい快感に澪は腰を跳ねさせた。

「あ……っ！」

　隘路に埋めた指を抜き差ししながら花芽を嬲られるのは強烈で、澪は切れ切れに嬌声を漏らす。するとその声に煽られたらしい日下が突然指を引き抜き、太ももを押し広げて身を屈めてきた。

「や、っ……」

　濡れそぼった秘所に舌を這わされ、澪は高い声を上げる。

　溢れ出た蜜を舐めた舌は割れ目をなぞり、敏感な突起を刺激した。目が眩むような快感に太ももが引き攣ったが、彼の手が押さえつけ、さらなる愛撫で翻弄する。

「はぁっ……ぁ、……んん……っ……」

　音を立てながら愛液を啜り、蜜口を舌先でくすぐったり、花芯を繰り返し舐められて、澪の身体がじわりと汗ばんだ。恥ずかしいのに腰が溶けそうなほど心地よく、足先でやるせなくシーツを掻く。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、さんざん感じさせられた澪がぐったりした頃、日下が自身のバスローブの腰紐を解いた。

　途端に現れたしなやかで男らしい身体に、澪はドキリとする。高い身長に見合った体格の彼は肩幅が広く、運動をしているせいか全身に実用的な筋肉がついていた。

　若い獣を思わせる無駄のない身体のラインには色気があり、見ているうちに恥ずかしくなった澪は視線をそらす。すると日下がベッドサイドに腕を伸ばし、避妊具を手に取った。

（あ、……）

　パッケージを破る音が響き、澪はにわかに緊張をおぼえる。

（どうしよう……これからわたし、本当に日下さんとするんだ）

　これまで何度も成島と日下に触れられ、感じることを教え込まれた身体だが、最後までしたことはない。

　未知の体験に対する不安がじわじわとこみ上げ、澪は逃げ出したいような心細さにぎゅっと唇を噛む。やがて身を屈めた彼が、こちらの頬に触れて問いかけてきた。

「──怖いか？」

「えっ……」

「最後までするの」

　間近で日下と目が合った澪は何と答えるべきか迷ったものの、結局嘘をつけずに小さく頷く。不安でいっぱいの瞳を見た彼が、ふと眦を緩めて言った。

「なるべくゆっくりして、乱暴にはしないって約束する。男と違って、初めて受け入れるほうには怖さとか痛みがあるものだってわかってるけど……俺はやっぱり澪が欲しい」

「……っ」

「全部俺だけのものにしたい。こんなにも誰かを欲しいと思ったのは、お前が初めてだ」

　手をつかみ、手首に唇を這わされて、ゾクゾクとした感覚に澪は息を乱す。

　パッと見はクールに見える日下に情熱的に求められ、その眼差しが孕む熱を目の当たりにして、胸がきゅうっとしていた。澪は彼を見つめ、小さく言う。

「わたしも……最後までしたい」

「…………」

「日下さん以外の人は、嫌なの。だから……」

　了承する言葉を聞いた日下が、澪の脚を押し広げる。彼は蜜口に屹立の先端を当てがって言った。

「──力、抜いてろよ」

　丸い先端が強く押しつけられ、じわじわと中に入ってくる。硬い感触はまるで灼熱の棒のようで、強い圧迫感に澪は眉を寄せた。

「ぅっ……ん……っ」

　亀頭をのみ込んだあと、太さのある幹の部分を受け入れる段階で、苦しさに汗が噴き出してくる。隘路を拡げた剛直が奥を目指して突き進むが、内壁が軋む感覚は鈍い痛みをもたらし、入り口にもピリピリとした疼痛があった。

「……っ……あっ、……ん……っ」

　指とは比べ物にならないほどの太さと質量に、内臓がせり上がるような苦しさをおぼえた澪は、思わず日下の二の腕に爪を立てた。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、ずっしりとした重量感のあるものが奥までねじ込まれ、互いの脚の付け根が合わさる。ドクドクと脈打つものを身の内で感じた澪の目から、ポロリと涙が零れ落ちた。

「あ……」

「全部挿入った。……やっぱ苦しいよな、ごめん」

　上体を倒した彼が、澪の頭を片方の腕に囲い込み、労うように汗ばんだ額に口づけてくる。

　端整な顔を見るとじわじわと慕わしさが募って、澪は浅く呼吸をしつつ目の前の日下に懇願した。

「……っ、ぎゅって、して……んっ」

　彼が抱きしめながら唇を塞ぎ、舌が口腔に押し入ってくる。ぬめる感触に、澪の性感がゾクゾクと高まった。

「ふっ……ぅっ、……ん……っ……」

　身体を密着しながら舌を舐められ、どこもかしこも埋め尽くされる感覚に、次第に頭がぼうっとしてくる。

　怒張を受け入れたところがじんじんと疼き、鈍い痛みがあった。強烈な圧迫感で眩暈がするものの、やっと日下と繋がれたという喜びもある。

　キスを繰り返すうち、柔襞がゾロリと蠢いて屹立に絡みついた。その動きに快感をおぼえたらしい彼が熱い息を吐き、緩やかに奥を突き上げてくる。

「あっ……！」

　入り口近くまで引き抜かれた剛直が、再び奥深くまでねじ込まれてくる。

　何度もそれを繰り返すうち、愛液のぬめりで動きが次第になめらかになった。圧倒的な質感のものが狭い内部を拡げ、柔襞を擦りながら行き来する感覚は強烈で、動かれるたびに声が出てしまう。日下が吐息交じりの声でささやいた。

「狭いのに、濡れてて……お前の中、すごくいい」

「あっ、あっ」

「奥に届いてるの、わかるか？　──ほら」

「んぁっ……！」

　ずんと深く穿たれ、瞼の裏に火花が散る。

　初めて受け入れた痛みはまだあるのに、最奥を突かれると甘い声が漏れ、それに煽られた日下の抽送が次第に激しいものになった。ときおりこみ上げる甘美な快感がさざ波のように全身に伝播し、屹立を締めつける動きが止まらない。

　縋るものを求めて彼の身体にしがみつくと、痛いくらいの力で抱き返され、その強さに胸がじんとした。やがて息を乱した日下が、耳元でささやく。

「……っ、もう駄目だ。達っていいか？」

「えっ？　……ぁ……っ」

　激しくなった律動に、身体が揺さぶられる。

　無意識に逃げようとする腰を引き寄せられ、何度も繰り返し奥を穿たれる澪は、嵐のような感覚に翻弄された。

「はっ……ぁっ、んっ……ぁっ、あ……っ！」

「……っ」

　ぐっと息を詰めた彼が腰を強く押しつけ、最奥で吐精する。

　薄い膜越しでもドクドクと熱が放たれるのがわかって、澪は喘いだ。やがてすべてを出し切った日下が、大きく充足の息を吐く。ようやく止んだ律動に、澪は疲れ果ててぐったりとシーツに沈み込んだ。

「はぁっ……」

　余韻にわななく隘路から、彼が萎えた屹立を慎重に引き抜いていく。

　後始末をした日下がベッドに転がって身体を抱き込んできたが、あまりにも疲れた澪は反応することができなかった。彼が乱れた髪に鼻先を埋めて言う。

「疲れたか？　手加減しようと思ってたのに、お前の声も反応も可愛いから、ちょっと無理させた。……ごめん」

　甘いしぐさと触れ合う体温に、いとおしさが募る。

　抱きしめる腕の強さや硬い身体の感触は男性特有のもので、包み込まれるような安心感があった。モゾモゾと身じろぎした澪は、そっと彼の身体に腕を回す。すると日下が笑い、髪を緩やかに掻き混ぜながら唐突に言った。

「──なあ、俺は今まで親父に対して復讐心があって、あいつが持ってるものを全部奪うために会社を継ごうと考えてた。でも、それはもうやめる」

「えっ……？」

「お前に釣り合う人間になるために、社会的地位を手に入れる手段として親父の後継者を目指す。〝使えない二代目〟とか陰口を叩かれないように実績を積むから、時間はかかるかもしれないけど。ついてきてくれるか？」

　彼の言葉に前向きな姿勢を感じた澪は、微笑んで頷く。そして上体を起こし、日下の顔を見下ろして告げた。

「じゃあわたしも、ちゃんと自分の足で立てるように努力する。日下さんがいつか弱音を吐きたくなったときに、傍で支えてあげられるようになりたいから」

「何だかプロポーズみたいだな」

「えっ、わたしはそのつもりだったけど、日下さんは違うの？」

　びっくりして問いかけると、日下が噴き出す。彼は腕を伸ばしてこちらの髪を撫でながら、笑って答えた。

「近いうちに、ちゃんとするから。……それまで待ってろよ」

　それは、自分たちの関係についてだろうか。それともプロポーズだろうか。

　どちらにせよ、責任感の強い日下があやふやなことをするはずがなく、澪は期待に胸をときめかせる。別れ話から一転、こうして本当の恋人同士になれて、じわじわと喜びがこみ上げていた。

（ああ、わたし……この人とずっと一緒にいられるんだ）

　──最初に縁談話が持ち込まれたときは、「自分が家族を助けなければ」と悲壮な覚悟を決めていた。

　図らずも二人の男性と同時に〝お試し交際〟することになり、いろいろな意味で翻弄された二ヵ月余りだったが、日下に出会えて本当によかったと思っている。

（いずれ結婚するにしても、もう少し恋人っぽいことがしたいな。……だってわたし、今までそういう経験がないんだもの）

　クールな見た目に反し、実は細やかな気遣いができて愛情深い彼は、そんな願いを叶えてくれるだろうか。

　そんな澪の気持ちを知ってか知らずか、日下の手が後頭部を引き寄せ、唇が重なった。甘い感触に胸を疼かせながら、澪は幸せな気持ちで目を閉じた。








　　エピローグ









　九月中旬の吉日、かねてより持ち上がっていた縁談が合意に至り、日下家と及川家のあいだで結納が交わされた。

　最近は略式の結納が一般的だが、名家である及川家の顔を立て、正式なものを執り行うことになった。この場合は仲人が立ち、両家を行き来して、結納品や〝受うけ書しょ〟のやり取りをする。作法に則れば両家同士は顔を合わせないのが通例だが、「それでは味気ない」という日下家側の意向により、ホテルで食事会が開催されることになった。

　その当日である今日は天候に恵まれ、朝からすっきりと晴れ渡っている。仕立てのいいスーツに身を包んだ日下友幸は終始上機嫌で、豪快な性格がにじみ出る大きな声で言った。

「いやあ、澪さんは本当に美しい。さすがは由緒正しい及川家の令嬢、漂う気品が違いますな。息子には勿体ないくらいだ」

「冬真くんも堂々としていて、とても立派ですよ。背が高く落ち着きがあって、二十三歳とは思えない」

　父の佳典も品のあるスーツ姿で、ニコニコと笑みを浮かべている。

　清楚なワンピースを着た澪は、事前に聞いていた以上にエネルギッシュな友幸を前に、内心腰が引けていた。

（お父さま、本当に豪快な方だわ。声がいちいち大きいし、言葉も大袈裟で、どう返していいか困っちゃう）

　そんな父親の横で、日下は苦虫を噛み潰したような顔をしている。

　反りが合わない原因としては友幸のデリカシーのなさもあるらしく、彼は今回の食事会の開催を直前まで渋っていた。そんな息子を尻目に、友幸は及川家と縁談がまとまったことを大いに喜び、早速佳典を介した新しいコネクションをどんどん構築して、いたくご満悦だという。

　日下興産による及川貿易のＭ＆Ａプロセスは、現在順調に進行していた。ここに至る前、佳典は澪に対し、「日下くんを選んで本当に後悔しないか」と問いかけてきた。

『何度も言うが、私たちはお前の人生を犠牲にしてまで今の生活を維持したいとは思わない。もし家族のために、無理して結婚しようとしているなら──』

『安心して、お父さま。冬真さんは若いけど考え方がしっかりしていて、わたしは人間的にとても尊敬しているの。直接会ってお話すれば、お父さまもきっとわかると思うわ』

　日下は及川家の屋敷を訪れて両親に折り目正しく挨拶し、縁談をきっかけに澪に好意を抱いたこと、今後の人生を共に歩む伴侶として結婚の許しをもらいたいこと、仕事に対する熱意などを語って、すっかり気に入られてしまった。

　そうしてきちんと段階を踏み、外堀を埋めた上で、彼はラグジュアリーホテルのフレンチレストランで澪にプロポーズをしてくれた。

『この先の人生に何があるかわからないけど、澪には俺の支えになってほしい。お前が傍にいてくれると思うと頑張れるし、笑顔を見れば本当に幸せな気持ちになれるんだ。だから俺と、結婚してくれないか』

　普段とは違う仕立てのいいスーツを着こなし、一目で高価とわかる婚約指輪をスマートに差し出してきた日下を前に、澪はそのギャップにときめきながら「はい」と返事をした。

　いつも気負わずマイペースな彼が、ここぞというときに御曹司らしい姿を見せてくれたのはインパクトが強く、澪はときどき思い出してはじんわりと頬を染めている。

　ふいにワンピースの袖を軽く引っ張られ、澪は隣を見た。そこには盛装した弟の孝典がいて、小さな声でヒソヒソと言う。

「お姉ちゃんの結婚する人、すっごく背が高いね。どうしたらあんなに背が伸びるの？」

「小学校から、ずっとバスケットボールをやってたんですって。身長が伸びる秘訣、冬真さんに直接聞いてみたら？」

　少し人見知りする傾向のある孝典が、勇気を出して「あの、冬真さん」と話しかけると、日下は気さくに答えてやっている。いずれ義理の兄弟となる二人の姿を前に、澪は微笑ましい気持ちになった。

　やがて食事会が終わり、母の苑子が笑顔で言った。

「せっかくきれいな恰好をしたんだから、澪ちゃんはデートでもしてきたら？　冬真さん、お願いしていいかしら」

「はい。もちろんです」

「楽しんでらっしゃいね。では、ごきげんよう」

　家族が帰っていき、残された澪は隣に立つ日下を見上げる。彼が深くため息をついて謝ってきた。

「うちの親父が下品で、本当に申し訳ない。前もって『ちゃんとしてくれ』って言ってあったのに、俺の言うことなんてまったく聞く気がなくて……。まさか澪の母さんに、あそこまでしつこくするとは思わなかった」

　どうやら楚々として美しい苑子は友幸の好みだったらしく、彼は佳典がいる前で「夫人は本当におきれいだ」「今度知人が主宰するサロンにご一緒しませんか」としつこく誘いをかけていた。

　見かねた日下が「おい」と父を咎めて険しい顔つきになり、一触即発の空気に澪はハラハラしたものの、驚いたのは苑子の受け流しの上手さだった。

　ずっとニコニコと笑みを浮かべていた彼女は、あからさまな友幸の言動にまったく動じず、「まあ、お上手ですこと」「お誘いありがとうございます。ぜひ主人と一緒にお邪魔させていだだきますわ」とおっとりと答え、角を立てずに上手くあしらっていた。

　肩透かしを食った様子の友幸の顔を思い出し、澪は日下に笑って言う。

「わたし、うちの母はお嬢さま育ちで苦労知らずな人だとずっと思っていたけど、実はものすごく対人スキルが高いんだってことがよくわかったわ。冬真さんのお父さまへの対応は、ああすればいいのね」

「そうだな。なるべく親父と澪に接点は持たせないし、俺が極力防波堤になるつもりではいるけど」

　駅に向かって歩いていると、ビルの街頭ビジョンで政治家の汚職についてのニュースが流れている。

　マスコミからの追及で釈明に追われているのは、成島京三だ。それを見た日下が、歩きながら言った。

「成島の親父さん、巨額の贈収賄疑惑に不倫スキャンダルなんて、今までの好感度がガタ落ちだな。もし澪が俺じゃなく向こうを選んでいたら、この騒動に巻き込まれて結婚どころじゃなくなってたんじゃないか？」

「……そうね」

　──成島京三に関する一連のスキャンダルが発覚したのは、一週間前の話だ。

　時を同じくして、澪の縁談相手だった成島貴士からはメールがきていた。内容は、Ｓ大の仕事を辞めてアメリカの大学に移るのを決めたこと、準備のために近々渡米すること、そして澪への謝罪と感謝が綴られていた。

『改めて、澪ちゃんに謝らせてほしい。君の気持ちを無視した嘘で人生を歪めようとしたこと、本当に申し訳ありませんでした』

『君が最後に言った「傷つけられる痛みを知っている先生は、本当は優しい人だ」という言葉は、俺にとって大きな救いになった。自分という人間をもっと愛してやろうと思えたし、「いつまでも父の呪縛に捕らわれず、彼の手が届かない土地に行こう」という決断もできた』

『父は君との縁談が破談になったことに激怒して、俺に「勘当する」と息巻いていたけど、好きにすればいいと思ってる。たぶん彼は、それどころじゃなくなるしね』

　成島のその言葉は、まるで今の父親の状態を予想していたかのようだ。

　もしかすると息子である彼が、京三のスキャンダル発覚に何かしら加担した可能性もあると澪は考えている。

（先生は、自分なりに過去と決別できたのかしら。……アメリカで仕事のやりがいや楽しみを見つけて、頑張ってほしいな）

　成島に対しては複雑な気持ちがあるが、出会ったことを後悔していない。いつか再会するときがくれば、笑顔で話ができたらいいと考えている。

　日下が言った。

「さて、これからどうする？　澪の母さんはデートしてこいって言ってたけど、引っ越しの準備もあるし」

「そうね。お手伝いするから、冬真さんのおうちに行く？」

　挙式と入籍は三ヵ月後を予定しており、それに先駆けて日下は今の単身者用マンションから引っ越す。

　引っ越し先は澪と二人で暮らす都心の新しい物件で、現在手が空いたときに荷造りしているところだ。しかし彼の家に行くとつい抱き合ってしまい、なかなか作業が進まないのが悩みの種だった。

（こんな涼しい顔してるくせに、冬真さん、二人きりになったらすぐわたしをベッドに引きずり込んで離してくれない。……今でさえこうなのに、一緒に暮らし始めたら、一体どうなっちゃうのかしら）

　ずっと我慢していた反動なのか、日下の溺愛ぶりは激しく、会えば毎回澪を抱く。

　身体の相性はよく、澪も彼に抱かれることは決して嫌ではないが、体力の違いのせいですぐに疲れてしまうのが困りものだ。

（でもこんなことが悩みなんて、きっと幸せなのよね。これからいろいろ忙しくなって、それどころじゃなくなるかもしれないし）

　引っ越し作業に加え、挙式の打ち合わせもある。さらに日下は社内で投資案件のチームに入ることが決定して、これから仕事が多忙になるらしい。

　澪も引き続き大学に通っていて、毎日帰りは夕方以降だ。卒業したあとは就職することを希望しているが、どんな職業にするかはまだ迷っている。求人情報を見るとそれぞれにいいところがあり、日下に相談しながら決めようと考えていた。

（未来がどうなるかはわからないけど……冬真さんが傍にいてくれるなら、きっと仕事も頑張れる。妥協せず、やりたいことにどんどんチャレンジできたらいいな）

　互いの存在が支えになれるのなら、夫婦とは何と幸せなことだろう。

　澪は腕を伸ばし、日下と手を繋ぐ。薬指には婚約指輪が燦然と輝いていて、それが結婚指輪に変わるのはもうすぐだ。

　彼がこちらを見て、問いかけてきた。

「どうした？　ニヤニヤして。ずいぶんご機嫌だな」

「んー、全部が順調で、幸せだなって。冬真さんは？」

「まあ、それなりに」

「もう、素直じゃないのね」

　思わず頬を膨らませると、日下がニヤリと笑う。そしてこちらの耳元に顔を寄せて言った。

「じゃあ、どれだけお前を愛してるか教えてやるよ。身体で」

「もう、そればっかり」

　先月に比べて、幾分涼しくなった風が辺りを吹き抜ける。

　この先やって来るあらゆる季節を、一生彼と過ごす。そんな幸せなことを考えながら、澪は日下と手を強く繋ぎ合わせ、笑って駅までの道を歩いた。
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